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お
忘
れ
の
納
税
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

未
納
が
あ
り
ま
し
た
ら
土
日
祝
祭

日
も
納
税
が
で
き
ま
す
。

日
直
者
が
対
応
し
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。午
前
８
時
３０
分
〜
午
後

５
時
１５
分
ま
で

※
納
付
書
と
現
金
を
釣
り
銭
の
な
い

よ
う
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。納
税
の
お

忘
れ
に
ご
注
意
を
、口
座
の
確
認
も

お
忘
れ
な
く
！

8
月
28
日（
土
）・8
月
29
日（
日
）

町
税
等
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
住
民
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

１０
日（
火
）・
１９
日（
木
）・
３０
日

（
月
）で
す
。

役
場
へ
提
出
さ
れ
た
請
求
書
等
に
よ

り
、順
次
支
払
い
ま
す
。

請
求
書
の
宛
名
は「
下
仁
田
町
長

（
○
○
課
）」で
お
願
い
し
ま
す
。

１０（
金
）・
１7
日（
金
）・
29
日（
水
）

の
予
定
で
す
。

町
県
民
税
２
期

国
民
健
康
保
険
税
２
期

介
護
保
険
料
２
期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
２
期

納
期
限
は
８
月
３1
日（
火
）で
す

月
8

の
納
税

今
回
の
休
日
納
税
相
談
日

8
月
の
支
払
日

9
月
の
支
払
日

88 有
料
広
告

2021年 社会を明るくする運動
～スローガン～

「犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ」

人口
　男
　女
世帯

（　22）
（　 9）
（　13）
（　 9）

ー

ー

ー

ー

（　）内は前月比

6,855人
3,377人
3,478人
3,254世帯

転入  7人/  出生 2人
転出  21人/  死亡 10人

地　区
ご出産おめでとうございます

福 田　響 己 （翼・有希子）  馬　山

（保護者）出　生　児
ひびき

（7月1日現在）

（6月中）

下仁田町下仁田町

広
報 月
広
報しもにた

人と町を結ぶ情報紙人と町を結ぶ情報紙

２０２１年２０２１年 No784

月月

有
料
広
告

6月届出分〈敬称略・順不同〉

プライド・イン
安全安心まちづくり

　　　　　 
●新型コロナウイルスワクチンについて・・・・・・・・・・・P2～P3
●企業版ふるさと納税・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P10～P11

トピックス

ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

（由太郎）
（良　雄）
（速　雄）
（　渉　）
（一　夫）
（智　之）
（景　子）
（智　之）
（尚　吉）

吉　崎
下　町
東野牧
仲　町
東　町
旭　町
矢　川
旭　町
中　央

高橋　芳江　
金庭　ゆき江
松本　盈
新井　良雄
大野　けさ
園部　ヨシ子
神戸　勢津子
武田　壽雄
土屋　はない

有
料
広
告

ご利用の
お問合せ

下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303
下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303

デイサービス 朝７時から夜８時まで年中無休で
利用可。延長も無料。

急なご利用にも対応します。
使用日数制限はありません。ショートステイ

ショートとデイが
年中無休で利用可

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートは予約なしで
急なご利用にも対応可

介護保険料は
安心の定額制

有
料
広
告

お食事・ご宿泊のご予約、お問い合わせ

☎0274-82-2216
〒370-2601　群馬県甘楽郡下仁田町大字下仁田359-2

猛暑は鰻を食べて
乗り切ろう！
猛暑は鰻を食べて
乗り切ろう！

1人前 3000円（税込）※漬物付き

テイクアウトOK!

商品券利用大歓迎！

店内でお食事の場合、
鰻重御膳￥3,500（漬物、肝吸い、水菓子付き）
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

は
や
め
て
く
だ
さ
い
。）

・
会
場
に
よ
っ
て
、使
用
す
る
ワ
ク
チ

ン
が
異
な
り
ま
す
。１
回
目
と
２
回

目
の
接
種
は
必
ず
同
じ
会
場
で
受
け

て
く
だ
さ
い
。

　
現
在
使
用
し
て
い
る
フ
ァ
イ
ザ
ー

社
製
の
ワ
ク
チ
ン
は
１
バ
イ
ア
ル
あ

た
り
６
回
接
種
が
で
き
ま
す
が
、開

封
後
６
時
間
以
内
に
接
種
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。貴
重
な
ワ
ク
チ
ン
の
廃

棄
を
避
け
る
た
め
に
、キ
ャ
ン
セ
ル
発

生
時
の
接
種
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る

方
を
募
集
し
ま
す
。

【
対
象
者
】

・
申
し
込
み
時
点
で
接
種
券
が
発
行

さ
れ
て
い
る
方

【
申
し
込
み
方
法
】

・
町
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
に
よ
り
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
☎
０
２
７
４

―
82
―
５
４
９
０
）お
申
し
込
み
時

に
、「
氏
名
・
住
所
・
生
年
月
日
・
電
話
番

号
・
接
種
券
番
号
」を
お
伺
い
し
ま
す
。

【
注
意
事
項
】

・
町
内
の
接
種
会
場
で
キ
ャ
ン
セ
ル
が

発
生
し
た
場
合
に
ご
連
絡
し
ま
す
。

連
絡
後
す
ぐ
に
会
場
へ
出
か
け
て
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇下仁田町・南牧村

◇富岡市
下仁田厚生病院 大沢クリニック 佐藤医院 大沢クリニックなんもく分院

青葉クリニック
久保田クリニック
コマチクリニック
滝田医院
中野整形外科医院
和田クリニック

アライクリニック
小泉医院
須藤医院
たけべ医院
細谷医院

石川胃腸科医院
香内医院
西毛病院
田村医院
細谷クリニック

大竹外科胃腸科
こすげレディスクリニック
高井クリニック
富岡・成清医院
宮崎医院

◇甘楽町
小幡医院 奥村クリニック こがはらクリニック 篠原整形外科医院
原医院

●
集
団
接
種
に
つ
い
て

　
下
仁
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー
で
実
施

し
ま
す
。９
月
は
１
回
目
の
接
種
を

９
月
５
日（
日
）、２
回
目
の
接
種
を

９
月
26
日（
日
）に
実
施
し
ま
す
。

●
接
種
当
日
の
持
ち
物
と
注
意
点

※

接
種
当
日
は「
接
種
券
」「
予
診
票
」

「
本
人
確
認
書
類
」が
必
要
で
す
。服

装
は
肩
を
出
し
や
す
い（
半
袖
に
な
れ

る
）支
度
で
出
か
け
て
く
だ
さ
い
。

※

接
種
券
は
シ
ー
ル
台
紙
に
印
刷
さ

れ
て
い
ま
す
が
、は
が
さ
ず
に
そ
の
ま

ま
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
接
種
後
の
注
意
点

　
現
在
接
種
に
使
用
し
て
い
る
フ
ァ

イ
ザ
ー
社
製
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン（
コ
ミ
ナ
テ
ィ
）は
、筋
肉
内
注
射
の

た
め
、痛
み
や
腫
れ
等
の
軽
い
副
反

応
は
頻
繁
に
現
れ
ま
す
が
、通
常
、数

日
以
内
に
治
り
ま
す
。必
要
に
応
じ

て
解
熱
鎮
痛
剤
を
服
用
す
る
な
ど
、

し
ば
ら
く
様
子
を
み
て
く
だ
さ
い
。ま

た
、こ
れ
ら
の
症
状
の
多
く
は
、１
回

目
の
接
種
よ
り
２
回
目
の
接
種
時
に

高
い
頻
度
で
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
医
療
機
関
で
個
別
接
種
の
予
約
を

し
て
い
る
場
合
は
、予
約
の
取
り
消
し

を
お
願
い
し
ま
す
。（
２
か
所
以
上
の

会
場
で
重
複
し
て
予
約
を
取
る
こ
と

コロナワクチン接種相談・予約センター

LINE（スマートフォンアプリ）

☎0120-500-662
◇受付日時
月～金曜日（祝日を除く）午前９時～午後５時
※予約開始日から数日程度は混雑が予想されます。

「富岡市公式LINEアカウント（ID:＠tomiokacity）」を友だち追加してください。
（ID検索または右の二次元コードから登録できます。）
トーク画面のメニューから「新型コロナワクチン接種」を選択し、
送信されるメッセージに従って操作してください。

※スマートフォン版のLINEアプリのみ利用できます。PC、タブレットからの予約はできません。
※最新バージョンのOS及びLINEアプリでご利用ください。※一部の機種からは予約ができない場合があります。
※予約状況によって受付を停止する場合があります。

予
約
方
法

予
約
方
法

予
約
時
の
注
意
点

予
約
時
の
注
意
点

県
営
接
種
セ
ン
タ
ー・大
規
模
接
種

セ
ン
タ
ー・職
域
接
種
等
の
利
用
を

予
定
さ
れ
て
い
る
方
へ

ワ
ク
チ
ン
接
種
後
も
感
染
症
予
防

対
策
を
お
願
い
し
ま
す

転
出
入
に
伴
う
注
意
点

キ
ャ
ン
セ
ル
枠
の

お
申
込
み
に
つ
い
て 富岡市公式

LINEアカウント

※
1
回
目
の
接
種
後
、3
週
間
か
ら

6
週
間
以
内
に
2
回
目
の
接
種
が
で

き
る
よ
う
に
予
約
日
を
決
め
て
く
だ

さ
い
。予
約
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、

下
仁
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

※

個
別
接
種
、集
団
接
種
と
も
に
予

約
が
必
要
で
す
。

※

１
回
目
接
種
、２
回
目
接
種
と
も

に
同
一
の
予
約
方
法
で
す
。２
回
目
接

種
の
予
約
は
１
回
目
の
接
種
を
し
た

翌
平
日
か
ら
予
約
で
き
ま
す
。

※

予
約
方
法
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ

の
電
話
ま
た
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
い
ず
れ

か
で
す
。医
療
機
関
や
保
健
セ
ン

タ
ー
で
は
予
約
で
き
ま
せ
ん
。

※

電
話
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
と
も
に
代
理
で

の
予
約
も
可
能
で
す
。

※

予
約
時
に「
接
種
券
番
号
」「
生
年

月
日
」「
希
望
す
る
接
種
会
場
・
日
時
」

を
確
認
し
ま
す
。

●
個
別
接
種
に
つ
い
て

　
富
岡
市
甘
楽
郡
内
の
協
力
医
療
機

関
で
接
種
で
き
ま
す
。接
種
可
能
な

曜
日
・
時
間
・
人
数
は
医
療
機
関
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

　
予
約
開
始
日
の
午
前
９
時
よ
り
予

約
を
受
け
付
け
ま
す
。町
か
ら
郵
送

さ
れ
た
接
種
券
を
お
手
元
に
ご
用
意

の
上
、予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
40
歳
〜
49
歳
の
方

…

８
月
６
日
　
午
前
９
時
〜

・
12
歳
〜
39
歳
の
方

…

８
月
13
日
　
午
前
９
時
〜

※

た
だ
し
、こ
れ
か
ら
12
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
る
方
は
、誕
生

日
の
翌
月
に
発
送
し
ま
す
。

予
約
開
始
日
時

　
現
在
50
歳
以
上
の
方
の
予
約
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。（
基
礎
疾
患
の
申

請
を
し
た
方
を
除
く
。）12
歳
〜
49
歳

の
方
へ
の
接
種
予
約
の
開
始
は
次
の

と
お
り
で
す
。接
種
券
は
全
対
象
者
へ

発
送
済
み
で
す
。お
手
元
に
な
い
方

は
、保
健
セ
ン
タ
ー
で
再
発
行
し
ま

す
。

　
現
在
50
歳
以
上
の
方
の
予
約
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。（
基
礎
疾
患
の
申

請
を
し
た
方
を
除
く
。）12
歳
〜
49
歳

の
方
へ
の
接
種
予
約
の
開
始
は
次
の

と
お
り
で
す
。接
種
券
は
全
対
象
者
へ

発
送
済
み
で
す
。お
手
元
に
な
い
方

は
、保
健
セ
ン
タ
ー
で
再
発
行
し
ま

す
。

※電話のかけ間違いに注意してください。

●
下
仁
田
町
か
ら
転
出
す
る
方
へ

　
下
仁
田
町
か
ら
転
出
し
た
場
合

（
住
民
票
の
所
在
地
が
変
更
と
な
っ

た
場
合
）は
町
か
ら
発
行
さ
れ
た
接

種
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。転
出
先

の
自
治
体
に
下
仁
田
町
か
ら
発
行
さ

れ
た
接
種
券
を
持
参
し
、再
発
行
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
転
出
入
に
伴
い
接
種
券
番
号
が
変

更
に
な
り
ま
す
の
で
、富
岡
市
甘
楽

郡
内
で
の
予
約
は
キ
ャ
ン
セ
ル
し
て

い
た
だ
き
、転
入
先
の
自
治
体
で
改

め
て
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
下
仁
田
町
に
転
入
し
た
方
へ

　
転
入
前
の
自
治
体
で
発
行
さ
れ
た

接
種
券
を
持
参
の
う
え
、下
仁
田
町

保
健
セ
ン
タ
ー
で
接
種
券
の
再
発
行

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
も
基
本
的
な
感

染
予
防
対
策（
マ
ス
ク
の
着
用
、密

集
・
密
接
・
密
閉
の
回
避
、手
洗
い
、咳

エ
チ
ケ
ッ
ト
等
）が
必
要
で
す
。

※富岡市甘楽郡内の医療機関以外での接種予約については、接種する病院やその所在地の自治体に確認
してください。

ワクチン接種についてワクチン接種について
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

は
や
め
て
く
だ
さ
い
。）

・
会
場
に
よ
っ
て
、使
用
す
る
ワ
ク
チ

ン
が
異
な
り
ま
す
。１
回
目
と
２
回

目
の
接
種
は
必
ず
同
じ
会
場
で
受
け

て
く
だ
さ
い
。

　
現
在
使
用
し
て
い
る
フ
ァ
イ
ザ
ー

社
製
の
ワ
ク
チ
ン
は
１
バ
イ
ア
ル
あ

た
り
６
回
接
種
が
で
き
ま
す
が
、開

封
後
６
時
間
以
内
に
接
種
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。貴
重
な
ワ
ク
チ
ン
の
廃

棄
を
避
け
る
た
め
に
、キ
ャ
ン
セ
ル
発

生
時
の
接
種
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る

方
を
募
集
し
ま
す
。

【
対
象
者
】

・
申
し
込
み
時
点
で
接
種
券
が
発
行

さ
れ
て
い
る
方

【
申
し
込
み
方
法
】

・
町
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
電
話
に
よ
り
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。（
☎
０
２
７
４

―
82
―
５
４
９
０
）お
申
し
込
み
時

に
、「
氏
名
・
住
所
・
生
年
月
日
・
電
話
番

号
・
接
種
券
番
号
」を
お
伺
い
し
ま
す
。

【
注
意
事
項
】

・
町
内
の
接
種
会
場
で
キ
ャ
ン
セ
ル
が

発
生
し
た
場
合
に
ご
連
絡
し
ま
す
。

連
絡
後
す
ぐ
に
会
場
へ
出
か
け
て
い

た
だ
く
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◇下仁田町・南牧村

◇富岡市
下仁田厚生病院 大沢クリニック 佐藤医院 大沢クリニックなんもく分院

青葉クリニック
久保田クリニック
コマチクリニック
滝田医院
中野整形外科医院
和田クリニック

アライクリニック
小泉医院
須藤医院
たけべ医院
細谷医院

石川胃腸科医院
香内医院
西毛病院
田村医院
細谷クリニック

大竹外科胃腸科
こすげレディスクリニック
高井クリニック
富岡・成清医院
宮崎医院

◇甘楽町
小幡医院 奥村クリニック こがはらクリニック 篠原整形外科医院
原医院

●
集
団
接
種
に
つ
い
て

　
下
仁
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー
で
実
施

し
ま
す
。９
月
は
１
回
目
の
接
種
を

９
月
５
日（
日
）、２
回
目
の
接
種
を

９
月
26
日（
日
）に
実
施
し
ま
す
。

●
接
種
当
日
の
持
ち
物
と
注
意
点

※

接
種
当
日
は「
接
種
券
」「
予
診
票
」

「
本
人
確
認
書
類
」が
必
要
で
す
。服

装
は
肩
を
出
し
や
す
い（
半
袖
に
な
れ

る
）支
度
で
出
か
け
て
く
だ
さ
い
。

※

接
種
券
は
シ
ー
ル
台
紙
に
印
刷
さ

れ
て
い
ま
す
が
、は
が
さ
ず
に
そ
の
ま

ま
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

●
接
種
後
の
注
意
点

　
現
在
接
種
に
使
用
し
て
い
る
フ
ァ

イ
ザ
ー
社
製
の
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン（
コ
ミ
ナ
テ
ィ
）は
、筋
肉
内
注
射
の

た
め
、痛
み
や
腫
れ
等
の
軽
い
副
反

応
は
頻
繁
に
現
れ
ま
す
が
、通
常
、数

日
以
内
に
治
り
ま
す
。必
要
に
応
じ

て
解
熱
鎮
痛
剤
を
服
用
す
る
な
ど
、

し
ば
ら
く
様
子
を
み
て
く
だ
さ
い
。ま

た
、こ
れ
ら
の
症
状
の
多
く
は
、１
回

目
の
接
種
よ
り
２
回
目
の
接
種
時
に

高
い
頻
度
で
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

・
医
療
機
関
で
個
別
接
種
の
予
約
を

し
て
い
る
場
合
は
、予
約
の
取
り
消
し

を
お
願
い
し
ま
す
。（
２
か
所
以
上
の

会
場
で
重
複
し
て
予
約
を
取
る
こ
と

コロナワクチン接種相談・予約センター

LINE（スマートフォンアプリ）

☎0120-500-662
◇受付日時
月～金曜日（祝日を除く）午前９時～午後５時
※予約開始日から数日程度は混雑が予想されます。

「富岡市公式LINEアカウント（ID:＠tomiokacity）」を友だち追加してください。
（ID検索または右の二次元コードから登録できます。）
トーク画面のメニューから「新型コロナワクチン接種」を選択し、
送信されるメッセージに従って操作してください。

※スマートフォン版のLINEアプリのみ利用できます。PC、タブレットからの予約はできません。
※最新バージョンのOS及びLINEアプリでご利用ください。※一部の機種からは予約ができない場合があります。
※予約状況によって受付を停止する場合があります。

予
約
方
法

予
約
方
法

予
約
時
の
注
意
点

予
約
時
の
注
意
点

県
営
接
種
セ
ン
タ
ー・大
規
模
接
種

セ
ン
タ
ー・職
域
接
種
等
の
利
用
を

予
定
さ
れ
て
い
る
方
へ

ワ
ク
チ
ン
接
種
後
も
感
染
症
予
防

対
策
を
お
願
い
し
ま
す

転
出
入
に
伴
う
注
意
点

キ
ャ
ン
セ
ル
枠
の

お
申
込
み
に
つ
い
て 富岡市公式

LINEアカウント

※
1
回
目
の
接
種
後
、3
週
間
か
ら

6
週
間
以
内
に
2
回
目
の
接
種
が
で

き
る
よ
う
に
予
約
日
を
決
め
て
く
だ

さ
い
。予
約
で
き
な
か
っ
た
場
合
は
、

下
仁
田
町
保
健
セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

※

個
別
接
種
、集
団
接
種
と
も
に
予

約
が
必
要
で
す
。

※

１
回
目
接
種
、２
回
目
接
種
と
も

に
同
一
の
予
約
方
法
で
す
。２
回
目
接

種
の
予
約
は
１
回
目
の
接
種
を
し
た

翌
平
日
か
ら
予
約
で
き
ま
す
。

※

予
約
方
法
は
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ

の
電
話
ま
た
は
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
の
い
ず
れ

か
で
す
。医
療
機
関
や
保
健
セ
ン

タ
ー
で
は
予
約
で
き
ま
せ
ん
。

※

電
話
・
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
と
も
に
代
理
で

の
予
約
も
可
能
で
す
。

※

予
約
時
に「
接
種
券
番
号
」「
生
年

月
日
」「
希
望
す
る
接
種
会
場
・
日
時
」

を
確
認
し
ま
す
。

●
個
別
接
種
に
つ
い
て

　
富
岡
市
甘
楽
郡
内
の
協
力
医
療
機

関
で
接
種
で
き
ま
す
。接
種
可
能
な

曜
日
・
時
間
・
人
数
は
医
療
機
関
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

　
予
約
開
始
日
の
午
前
９
時
よ
り
予

約
を
受
け
付
け
ま
す
。町
か
ら
郵
送

さ
れ
た
接
種
券
を
お
手
元
に
ご
用
意

の
上
、予
約
を
し
て
く
だ
さ
い
。

・
40
歳
〜
49
歳
の
方

…

８
月
６
日
　
午
前
９
時
〜

・
12
歳
〜
39
歳
の
方

…

８
月
13
日
　
午
前
９
時
〜

※

た
だ
し
、こ
れ
か
ら
12
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
る
方
は
、誕
生

日
の
翌
月
に
発
送
し
ま
す
。

予
約
開
始
日
時

　
現
在
50
歳
以
上
の
方
の
予
約
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。（
基
礎
疾
患
の
申

請
を
し
た
方
を
除
く
。）12
歳
〜
49
歳

の
方
へ
の
接
種
予
約
の
開
始
は
次
の

と
お
り
で
す
。接
種
券
は
全
対
象
者
へ

発
送
済
み
で
す
。お
手
元
に
な
い
方

は
、保
健
セ
ン
タ
ー
で
再
発
行
し
ま

す
。

　
現
在
50
歳
以
上
の
方
の
予
約
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。（
基
礎
疾
患
の
申

請
を
し
た
方
を
除
く
。）12
歳
〜
49
歳

の
方
へ
の
接
種
予
約
の
開
始
は
次
の

と
お
り
で
す
。接
種
券
は
全
対
象
者
へ

発
送
済
み
で
す
。お
手
元
に
な
い
方

は
、保
健
セ
ン
タ
ー
で
再
発
行
し
ま

す
。

※電話のかけ間違いに注意してください。

●
下
仁
田
町
か
ら
転
出
す
る
方
へ

　
下
仁
田
町
か
ら
転
出
し
た
場
合

（
住
民
票
の
所
在
地
が
変
更
と
な
っ

た
場
合
）は
町
か
ら
発
行
さ
れ
た
接

種
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。転
出
先

の
自
治
体
に
下
仁
田
町
か
ら
発
行
さ

れ
た
接
種
券
を
持
参
し
、再
発
行
を

受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
転
出
入
に
伴
い
接
種
券
番
号
が
変

更
に
な
り
ま
す
の
で
、富
岡
市
甘
楽

郡
内
で
の
予
約
は
キ
ャ
ン
セ
ル
し
て

い
た
だ
き
、転
入
先
の
自
治
体
で
改

め
て
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
下
仁
田
町
に
転
入
し
た
方
へ

　
転
入
前
の
自
治
体
で
発
行
さ
れ
た

接
種
券
を
持
参
の
う
え
、下
仁
田
町

保
健
セ
ン
タ
ー
で
接
種
券
の
再
発
行

を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
後
も
基
本
的
な
感

染
予
防
対
策（
マ
ス
ク
の
着
用
、密

集
・
密
接
・
密
閉
の
回
避
、手
洗
い
、咳

エ
チ
ケ
ッ
ト
等
）が
必
要
で
す
。

※富岡市甘楽郡内の医療機関以外での接種予約については、接種する病院やその所在地の自治体に確認
してください。

ワクチン接種についてワクチン接種について
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【
児
童
扶
養
手
当
】

●
受
給
資
格

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
18
歳

に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31

日
ま
で
の
児
童
又
は
20
歳
未
満
の
障

害
児
童
を「
監
護
し
て
い
る
母
」、「
監

護
し
、か
つ
、生
計
を
同
じ
く
す
る
父
」、

「
父
母
に
代
わ
っ
て
養
育
し
て
い
る
方

」に
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

②
父
又
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

③
父
又
は
母
が
重
度
の
障
害
に
あ
る

児
童

④
父
又
は
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な

い
児
童

⑤
父
又
は
母
か
ら
引
き
続
き
１
年
以

上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童

⑥
父
又
は
母
が
裁
判
所
か
ら
の
Ｄ
Ｖ

保
護
命
令
を
受
け
た
児
童

⑦
父
又
は
母
が
法
令
に
よ
り
引
き
続

き
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

⑧
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し

た
児
童

⑨
父
・
母
と
も
に
不
明
で
あ
る
児
童

（
孤
児
等
）

●
手
当
が
支
給
さ
れ
な
い
場
合

◯
児
童
に
関
す
る
こ
と

①
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
な
い
場

合
　
　

②
児
童
福
祉
法
に
規
定
す
る
里
親
に

委
託
さ
れ
て
い
る
場
合

③
児
童
福
祉
施
設
な
ど（
通
所
施
設

を
除
く
）に
入
所
し
て
い
る
場
合

◯
母
又
は
養
育
者
に
関
す
る
こ
と

①
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
な
い
場

合
　

②
児
童
の
父
と
生
計
を
同
じ
く
し
て

い
る
場
合（
重
度
の
障
害
が
あ
る
場

合
を
除
く
）

③
児
童
が
母
の
配
偶
者（
事
実
婚
を

含
む
）に
養
育
さ
れ
て
い
る
場
合（
重

度
の
障
害
が
あ
る
場
合
を
除
く
）

④
平
成
15
年
４
月
１
日
ま
で
に
、手

当
の
支
給
要
件
に
該
当
し
て
か
ら
５

年
を
経
過
し
て
い
る
場
合

◯
父
に
関
す
る
こ
と

①
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
な
い
場

合②
児
童
の
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て

い
る
場
合（
重
度
の
障
害
が
あ
る
場

合
を
除
く
）

③
児
童
が
父
の
配
偶
者（
事
実
婚
を

含
む
）に
養
育
さ
れ
て
い
る
場
合（
重

児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
ご
案
内度

の
障
害
が
あ
る
場
合
を
除
く
）

※

手
当
額
は
所
得
額
と
児
童
数
に
応

じ
て
決
定
さ
れ
ま
す
。

【
特
別
児
童
扶
養
手
当
】

●
受
給
資
格

　
心
身
に
障
害
の
あ
る
20
歳
未
満
の

児
童
を
監
護
す
る
父
母
又
は
父
母
に

代
わ
っ
て
養
育
し
て
い
る
方
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、次
の
場
合
は
手
当
が
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。

①
父
母
、養
育
者
お
よ
び
児
童
が
日

本
国
内
に
住
所
を
有
し
な
い
場
合

②
児
童
が
障
害
を
事
由
と
す
る
年
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合

③
児
童
福
祉
法
等
に
よ
り
児
童
福
祉

施
設
な
ど（
通
所
施
設
を
除
く
）に
入

所
し
て
い
る
場
合

　
そ
の
他
、所
得
に
よ
る
支
給
制
限

が
あ
り
ま
す

手
当
額（
令
和
３
年
度
　
月
額
）

手
当
１
級
・・・
５
２
，５
０
０
円

手
当
２
級
・・・
３
４
，９
７
０
円

※

該
当
す
る
方
で
手
当
の
受
給
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、福
祉
課
　
福
祉

係
で
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
８
月
１
日
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
証（
以
下「
保
険
証
」と
い

う
。）が
新
し
く
な
り
ま
す
。

　
新
し
い
保
険
証
は「
茶
色
」で
す
。

７
月
中
に
お
手
元
に
届
く
よ
う
に
普

通
郵
便
で
お
送
り
し
ま
し
た
の
で
、

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。（
封
筒
は
う

ぐ
い
す
色
で
す
。希
望
の
あ
っ
た
方
に

は「
簡
易
書
留
」で
お
届
け
し
ま
し

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
被
保
険
者
の
方
へ

保
険
証
の
到
着
確
認
を
お
願
い
し
ま
す

た
。）「
保
険
証
が
見
あ
た
ら
な
い
」、

「
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
」と
い
う
方
は
、

再
交
付
の
申
請
を
し
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
　
国
保
係

☎
64
―
８
８
０
１

〈
現
況
届（
児
童
扶
養
手
当
）・所
得

状
況
届（
特
別
児
童
扶
養
手
当
、児

童
扶
養
手
当
受
給
者
の一部
）を
忘
れ

ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
〉

◎
児
童
扶
養
手
当
現
況
届（
ま
た
は

児
童
扶
養
手
当
所
得
状
況
届
）

◎
特
別
児
童
扶
養
手
当
所
得
状
況

届　
手
当
受
給
者
は
８
月
12
日（
木
）

〜
20
日（
金
）の
間
に
、福
祉
課
　
福

祉
係
ま
で
手
続
き
に
お
出
掛
け
く
だ

さ
い
。

※

該
当
す
る
方
に
は
通
知
を
郵
送
し

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
　
福
祉
係

☎
64
―
８
８
０
３

（
75
歳
以
上
の
方
【
65
歳
〜
74
歳
ま
で
の
障
害
認
定
の
方
も
含
む
】
）

○
保
険
料
の
追
納
を
お
勧
め
し
ま
す

　
国
民
年
金
保
険
料
の
全
額
免
除
や一
部
免
除
、納
付
猶
予
や
学

生
納
付
特
例
に
つ
い
て
の
承
認
を
受
け
た
期
間
は
将
来
の
年
金
受

給
額
に
反
映
さ
れ
、受
給
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
期
間
に
つ
い
て
、１０
年
以
内
で
あ
れ
ば
、あ
と
か
ら
保
険
料
を

納
め
る
こ
と（
追
納
）が
で
き
ま
す
。た
だ
し
、当
時
の
保
険
料
に
経
過
し

た
年
数
に
応
じ
て
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

○
付
加
保
険
料
の
ご
案
内

　
将
来
、よ
り
高
い
老
齢
給
付
を
受
け
る
た
め
に
、第
１
号
被
保
険
者（
自

営
業
者
等
）や
６５
歳
に
な
る
ま
で
の
任
意
加
入
被
保
険
者
は
、定
額
保
険

料
を
納
め
て
い
る
こ
と
を
条
件
に
、ご
希
望
に
よ
り
定
額
保
険
料
に
加
え

て
月
額
４
０
０
円
の
付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
付
加
保
険
料
を
納
め
る
と
、将
来
、老
齢
基
礎
年
金
に
加
え
て
付
加
年

金
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
年
金
額
＝
２
０
０
円
×
付
加
保
険
料
を
納
め
た
月
数

　（
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
る
方
、多
段
階
免
除
な
ど
の
免
除
制

度
を
利
用
し
て
い
る
方
は
対
象
外
。）

　
追
納
や
付
加
年
金
の
加
入
を
ご
希
望
の
方
は
、高
崎
年
金
事
務
所
か
役

場
の
住
民
係
で
申
請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、郵
送
で
の
提

出
を
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

高
崎
年
金
事
務
所（
☎
０
２
７
ー
３
２
２
ー
4
2
9
9
）

下
仁
田
町
役
場
　
住
民
税
務
課
住
民
係

☎
82
ー
２
１
１
２

行政情報行政情報

おもて面うら面
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【
児
童
扶
養
手
当
】

●
受
給
資
格

　
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
18
歳

に
達
す
る
日
以
後
の
最
初
の
３
月
31

日
ま
で
の
児
童
又
は
20
歳
未
満
の
障

害
児
童
を「
監
護
し
て
い
る
母
」、「
監

護
し
、か
つ
、生
計
を
同
じ
く
す
る
父
」、

「
父
母
に
代
わ
っ
て
養
育
し
て
い
る
方

」に
支
給
さ
れ
ま
す
。

①
父
母
が
婚
姻
を
解
消
し
た
児
童

②
父
又
は
母
が
死
亡
し
た
児
童

③
父
又
は
母
が
重
度
の
障
害
に
あ
る

児
童

④
父
又
は
母
の
生
死
が
明
ら
か
で
な

い
児
童

⑤
父
又
は
母
か
ら
引
き
続
き
１
年
以

上
遺
棄
さ
れ
て
い
る
児
童

⑥
父
又
は
母
が
裁
判
所
か
ら
の
Ｄ
Ｖ

保
護
命
令
を
受
け
た
児
童

⑦
父
又
は
母
が
法
令
に
よ
り
引
き
続

き
１
年
以
上
拘
禁
さ
れ
て
い
る
児
童

⑧
母
が
婚
姻
に
よ
ら
な
い
で
懐
胎
し

た
児
童

⑨
父
・
母
と
も
に
不
明
で
あ
る
児
童

（
孤
児
等
）

●
手
当
が
支
給
さ
れ
な
い
場
合

◯
児
童
に
関
す
る
こ
と

①
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
な
い
場

合
　
　

②
児
童
福
祉
法
に
規
定
す
る
里
親
に

委
託
さ
れ
て
い
る
場
合

③
児
童
福
祉
施
設
な
ど（
通
所
施
設

を
除
く
）に
入
所
し
て
い
る
場
合

◯
母
又
は
養
育
者
に
関
す
る
こ
と

①
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
な
い
場

合
　

②
児
童
の
父
と
生
計
を
同
じ
く
し
て

い
る
場
合（
重
度
の
障
害
が
あ
る
場

合
を
除
く
）

③
児
童
が
母
の
配
偶
者（
事
実
婚
を

含
む
）に
養
育
さ
れ
て
い
る
場
合（
重

度
の
障
害
が
あ
る
場
合
を
除
く
）

④
平
成
15
年
４
月
１
日
ま
で
に
、手

当
の
支
給
要
件
に
該
当
し
て
か
ら
５

年
を
経
過
し
て
い
る
場
合

◯
父
に
関
す
る
こ
と

①
日
本
国
内
に
住
所
を
有
し
な
い
場

合②
児
童
の
母
と
生
計
を
同
じ
く
し
て

い
る
場
合（
重
度
の
障
害
が
あ
る
場

合
を
除
く
）

③
児
童
が
父
の
配
偶
者（
事
実
婚
を

含
む
）に
養
育
さ
れ
て
い
る
場
合（
重

児
童
扶
養
手
当
、
特
別
児
童
扶
養
手
当
の
ご
案
内度

の
障
害
が
あ
る
場
合
を
除
く
）

※

手
当
額
は
所
得
額
と
児
童
数
に
応

じ
て
決
定
さ
れ
ま
す
。

【
特
別
児
童
扶
養
手
当
】

●
受
給
資
格

　
心
身
に
障
害
の
あ
る
20
歳
未
満
の

児
童
を
監
護
す
る
父
母
又
は
父
母
に

代
わ
っ
て
養
育
し
て
い
る
方
に
支
給

さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
し
、次
の
場
合
は
手
当
が
支

給
さ
れ
ま
せ
ん
。

①
父
母
、養
育
者
お
よ
び
児
童
が
日

本
国
内
に
住
所
を
有
し
な
い
場
合

②
児
童
が
障
害
を
事
由
と
す
る
年
金

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
場
合

③
児
童
福
祉
法
等
に
よ
り
児
童
福
祉

施
設
な
ど（
通
所
施
設
を
除
く
）に
入

所
し
て
い
る
場
合

　
そ
の
他
、所
得
に
よ
る
支
給
制
限

が
あ
り
ま
す

手
当
額（
令
和
３
年
度
　
月
額
）

手
当
１
級
・・・
５
２
，５
０
０
円

手
当
２
級
・・・
３
４
，９
７
０
円

※

該
当
す
る
方
で
手
当
の
受
給
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、福
祉
課
　
福
祉

係
で
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　
８
月
１
日
か
ら
後
期
高
齢
者
医
療

被
保
険
者
証（
以
下「
保
険
証
」と
い

う
。）が
新
し
く
な
り
ま
す
。

　
新
し
い
保
険
証
は「
茶
色
」で
す
。

７
月
中
に
お
手
元
に
届
く
よ
う
に
普

通
郵
便
で
お
送
り
し
ま
し
た
の
で
、

確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。（
封
筒
は
う

ぐ
い
す
色
で
す
。希
望
の
あ
っ
た
方
に

は「
簡
易
書
留
」で
お
届
け
し
ま
し

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
被
保
険
者
の
方
へ

保
険
証
の
到
着
確
認
を
お
願
い
し
ま
す

た
。）「
保
険
証
が
見
あ
た
ら
な
い
」、

「
紛
失
し
て
し
ま
っ
た
」と
い
う
方
は
、

再
交
付
の
申
請
を
し
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
　
国
保
係

☎
64
―
８
８
０
１

〈
現
況
届（
児
童
扶
養
手
当
）・所
得

状
況
届（
特
別
児
童
扶
養
手
当
、児

童
扶
養
手
当
受
給
者
の一部
）を
忘
れ

ず
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
〉

◎
児
童
扶
養
手
当
現
況
届（
ま
た
は

児
童
扶
養
手
当
所
得
状
況
届
）

◎
特
別
児
童
扶
養
手
当
所
得
状
況

届　
手
当
受
給
者
は
８
月
12
日（
木
）

〜
20
日（
金
）の
間
に
、福
祉
課
　
福

祉
係
ま
で
手
続
き
に
お
出
掛
け
く
だ

さ
い
。

※

該
当
す
る
方
に
は
通
知
を
郵
送
し

ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
　
福
祉
係

☎
64
―
８
８
０
３

（
75
歳
以
上
の
方
【
65
歳
〜
74
歳
ま
で
の
障
害
認
定
の
方
も
含
む
】
）

○
保
険
料
の
追
納
を
お
勧
め
し
ま
す

　
国
民
年
金
保
険
料
の
全
額
免
除
や一
部
免
除
、納
付
猶
予
や
学

生
納
付
特
例
に
つ
い
て
の
承
認
を
受
け
た
期
間
は
将
来
の
年
金
受

給
額
に
反
映
さ
れ
、受
給
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
期
間
に
つ
い
て
、１０
年
以
内
で
あ
れ
ば
、あ
と
か
ら
保
険
料
を

納
め
る
こ
と（
追
納
）が
で
き
ま
す
。た
だ
し
、当
時
の
保
険
料
に
経
過
し

た
年
数
に
応
じ
て
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

○
付
加
保
険
料
の
ご
案
内

　
将
来
、よ
り
高
い
老
齢
給
付
を
受
け
る
た
め
に
、第
１
号
被
保
険
者（
自

営
業
者
等
）や
６５
歳
に
な
る
ま
で
の
任
意
加
入
被
保
険
者
は
、定
額
保
険

料
を
納
め
て
い
る
こ
と
を
条
件
に
、ご
希
望
に
よ
り
定
額
保
険
料
に
加
え

て
月
額
４
０
０
円
の
付
加
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
付
加
保
険
料
を
納
め
る
と
、将
来
、老
齢
基
礎
年
金
に
加
え
て
付
加
年

金
を
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
年
金
額
＝
２
０
０
円
×
付
加
保
険
料
を
納
め
た
月
数

　（
国
民
年
金
基
金
に
加
入
し
て
い
る
方
、多
段
階
免
除
な
ど
の
免
除
制

度
を
利
用
し
て
い
る
方
は
対
象
外
。）

　
追
納
や
付
加
年
金
の
加
入
を
ご
希
望
の
方
は
、高
崎
年
金
事
務
所
か
役

場
の
住
民
係
で
申
請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
感
染
防
止
の
観
点
か
ら
、郵
送
で
の
提

出
を
ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

高
崎
年
金
事
務
所（
☎
０
２
７
ー
３
２
２
ー
4
2
9
9
）

下
仁
田
町
役
場
　
住
民
税
務
課
住
民
係

☎
82
ー
２
１
１
２

行政情報行政情報

おもて面うら面
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行政情報行政情報

●
町
長
交
際
費
に
つ
い
て

　
町
長
交
際
費
は
、
町
政
の
円

滑
な
運
営
を
図
る
た
め
、
町
を

代
表
し
て
行
う
個
人
又
は
団
体

と
の
交
際
に
要
す
る
経
費
で
、

下
仁
田
町
町
長
交
際
費
支
出
規

程
の
支
出
基
準
に
基
づ
い
て
支

出
し
て
い
ま
す
。

●
令
和
３
年
度
　
町
長
交
際
費

　
町
長
交
際
費
の
支
出
状
況
に

つ
い
て
、
同
規
程
の
公
開
基
準

に
基
づ
き
公
開
し
ま
す
。

町
長
交
際
費
を

公
表
し
ま
す

1

2

3

4

6月19日

6月分

6月分

6月分

協賛

弔意

弔意

その他

支出内容支出日

(6月分) (単位:円)

支出区分

６月分　計

支出金額

葬儀生花　3件

葬儀香典　4件

手土産代　4件

5,000

15,000

19,000

9,217

48,217

第
１
回
群
馬
県
少
年
の
主
張

西
部
地
区
郡
大
会

 

7
月
3
日
（
土
）
に
、
下
仁
田
町
文
化
ホ
ー
ル

に
て
、
第
１
回
群
馬
県
少
年
の
主
張
西
部
地
区

郡
大
会
が
行
わ
れ
、
下
仁
田
町
か
ら
は
、
下
山

瑠
莉
さ
ん
（
3
年
）
、
小
金
澤
未
悠
さ
ん
（
3

年
）
が
出
場
し
ま
し
た
。
今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の
た
め
、
参
観
者
を
制

限
し
た
り
、
式
を
簡
略
化
し
た
り
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
が
、
2
名
と
も
普
段
の
生
活
の
中
で
感

じ
た
こ
と
や
、
自
分
自
身
の
体
験
か
ら
考
え
た

こ
と
等
、
思
い
の
詰
ま
っ
た
意
見
を
堂
々
と
発

表
し
ま
し
た
。

●
業
務
内
容
　
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
業

務●
資
格
　
介
護
支
援
専
門
員（
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
）・
社
会
福
祉
士
・
保
健

師
・
看
護
師
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を

有
す
る
方
で
、普
通
自
動
車
運
転
免

許（
Ａ
Ｔ
車
限
定
可
）を
有
す
る
健
康

な
方

●
募
集
人
員
　
１
名

●
賃
金
等
　
町
規
定
等
に
よ
り
支
給

●
応
募
方
法
　
市
販
の
履
歴
書
に
必

要
事
項
を
記
入（
写
真
添
付
）の
上
、

下
仁
田
町
役
場
福
祉
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間 

令
和
３
年
８
月
２
日

（
月
）〜
８
月
20
日（
金
）

（
土
曜
、日
曜
、祝
祭
日
を
除
く
８
時

30
分
〜
17
時
15
分
）

●
採
用
期
日
　
令
和
３
年
９
月
１

日
か
ら

パ
ー
ト
タ
イ
ム
勤
務

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
包
括
支

援
係（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

☎
64
―
８
８
０
４

ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
業
務
担
当
職
員

（
会
計
年
度
任
用
職
員
）
を
募
集
し
ま
す

　
例
年
８
月
14
日
に
開
催
し
て
い
る

「
下
仁
田
こ
ん
に
ゃ
く
夏
祭
り
」は
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、昨
年
に
引
き
続
き
中
止
い

た
し
ま
す
。

　
ご
理
解
の
ほ
ど
お
願
い
し
ま
す
。

『
下
仁
田
こ
ん
に
ゃ
く
夏
祭
り
』

中
止
の
お
知
ら
せ

　令和3年9月1日現在で下仁田町に住所を有し、令和３年1月1日か
ら令和3年12月31日の期間で以下の年齢に該当する方へ敬老祝金
を支給し、長寿をお祝いいたします。
※今年度も、新型コロナウィルス感染予防の為口座振り込みとします。 
　該当される方には通知いたしますので、８月31日（火）までに申請
書を提出して下さい。

敬老祝金を支給します 

《
大
切
な
お
知
ら
せ
で
す
》

原水爆禁止国民平和
大行進支援

●
問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課

☎
64
―
８
８
０
５（
直
通
）

●問い合わせ　福祉課　包括支援係　☎64-8804（直通） 

支給年齢

80歳

85歳

90歳

95歳

101歳以上

支給額

5,000円

10,000円

支給日

申請書を確認後
９月から支給

下山　瑠莉さん 小金澤未悠さん

発表順

1

2

3

4

5

6

7

8

学校名

甘楽中学校

上野中学校

下仁田中学校

甘楽中学校

南牧中学校

中里中学校

甘楽中学校

下仁田中学校

氏　　名

森田　望花

小須田沓真

下山　瑠莉

町田のはら

小金澤結乃

黒田　愛花

浦部　惟愛

小金澤未悠

もりた　　      の   か

 こ    す  だ    とう  ま

しもやま          る   り

ま ち だ

こがねざわ      ゆ   の

くろだ            あい か

うらべ            いちか

こがねざわ      み ゆう

学年

1年

2年

3年

2年

3年

3年

3年

3年

題　　　名

食べ物に感謝する

感謝を伝える

不幸な命ゼロに向けて

自分らしくを大切に

便利だけれど

みんな違うということ

AI

コンプレックスを自信に

《 発表者・題名 》　

大会終了後、発表者のみなさんが記念撮影をしました。

※敬称略
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行政情報行政情報

●
町
長
交
際
費
に
つ
い
て

　
町
長
交
際
費
は
、
町
政
の
円

滑
な
運
営
を
図
る
た
め
、
町
を

代
表
し
て
行
う
個
人
又
は
団
体

と
の
交
際
に
要
す
る
経
費
で
、

下
仁
田
町
町
長
交
際
費
支
出
規

程
の
支
出
基
準
に
基
づ
い
て
支

出
し
て
い
ま
す
。

●
令
和
３
年
度
　
町
長
交
際
費

　
町
長
交
際
費
の
支
出
状
況
に

つ
い
て
、
同
規
程
の
公
開
基
準

に
基
づ
き
公
開
し
ま
す
。

町
長
交
際
費
を

公
表
し
ま
す

1

2

3

4

6月19日

6月分

6月分

6月分

協賛

弔意

弔意

その他

支出内容支出日

(6月分) (単位:円)

支出区分

６月分　計

支出金額

葬儀生花　3件

葬儀香典　4件

手土産代　4件

5,000

15,000

19,000

9,217

48,217

第
１
回
群
馬
県
少
年
の
主
張

西
部
地
区
郡
大
会

 
7
月
3
日
（
土
）
に
、
下
仁
田
町
文
化
ホ
ー
ル

に
て
、
第
１
回
群
馬
県
少
年
の
主
張
西
部
地
区

郡
大
会
が
行
わ
れ
、
下
仁
田
町
か
ら
は
、
下
山

瑠
莉
さ
ん
（
3
年
）
、
小
金
澤
未
悠
さ
ん
（
3

年
）
が
出
場
し
ま
し
た
。
今
回
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
予
防
の
た
め
、
参
観
者
を
制

限
し
た
り
、
式
を
簡
略
化
し
た
り
し
て
行
わ
れ

ま
し
た
が
、
2
名
と
も
普
段
の
生
活
の
中
で
感

じ
た
こ
と
や
、
自
分
自
身
の
体
験
か
ら
考
え
た

こ
と
等
、
思
い
の
詰
ま
っ
た
意
見
を
堂
々
と
発

表
し
ま
し
た
。

●
業
務
内
容
　
ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
業

務●
資
格
　
介
護
支
援
専
門
員（
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
）・
社
会
福
祉
士
・
保
健

師
・
看
護
師
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を

有
す
る
方
で
、普
通
自
動
車
運
転
免

許（
Ａ
Ｔ
車
限
定
可
）を
有
す
る
健
康

な
方

●
募
集
人
員
　
１
名

●
賃
金
等
　
町
規
定
等
に
よ
り
支
給

●
応
募
方
法
　
市
販
の
履
歴
書
に
必

要
事
項
を
記
入（
写
真
添
付
）の
上
、

下
仁
田
町
役
場
福
祉
課
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

●
受
付
期
間 

令
和
３
年
８
月
２
日

（
月
）〜
８
月
20
日（
金
）

（
土
曜
、日
曜
、祝
祭
日
を
除
く
８
時

30
分
〜
17
時
15
分
）

●
採
用
期
日
　
令
和
３
年
９
月
１

日
か
ら

パ
ー
ト
タ
イ
ム
勤
務

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
包
括
支

援
係（
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
）

☎
64
―
８
８
０
４

ケ
ア
プ
ラ
ン
作
成
業
務
担
当
職
員

（
会
計
年
度
任
用
職
員
）
を
募
集
し
ま
す

　
例
年
８
月
14
日
に
開
催
し
て
い
る

「
下
仁
田
こ
ん
に
ゃ
く
夏
祭
り
」は
、新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
、昨
年
に
引
き
続
き
中
止
い

た
し
ま
す
。

　
ご
理
解
の
ほ
ど
お
願
い
し
ま
す
。

『
下
仁
田
こ
ん
に
ゃ
く
夏
祭
り
』

中
止
の
お
知
ら
せ

　令和3年9月1日現在で下仁田町に住所を有し、令和３年1月1日か
ら令和3年12月31日の期間で以下の年齢に該当する方へ敬老祝金
を支給し、長寿をお祝いいたします。
※今年度も、新型コロナウィルス感染予防の為口座振り込みとします。 
　該当される方には通知いたしますので、８月31日（火）までに申請
書を提出して下さい。

敬老祝金を支給します 

《
大
切
な
お
知
ら
せ
で
す
》

原水爆禁止国民平和
大行進支援

●
問
い
合
わ
せ

商
工
観
光
課

☎
64
―
８
８
０
５（
直
通
）

●問い合わせ　福祉課　包括支援係　☎64-8804（直通） 

支給年齢

80歳

85歳

90歳

95歳

101歳以上

支給額

5,000円

10,000円

支給日

申請書を確認後
９月から支給

下山　瑠莉さん 小金澤未悠さん

発表順

1

2

3

4

5

6

7

8

学校名

甘楽中学校

上野中学校

下仁田中学校

甘楽中学校

南牧中学校

中里中学校

甘楽中学校

下仁田中学校

氏　　名

森田　望花

小須田沓真

下山　瑠莉

町田のはら

小金澤結乃

黒田　愛花

浦部　惟愛

小金澤未悠

もりた　　      の   か

 こ    す  だ    とう  ま

しもやま          る   り

ま ち だ

こがねざわ      ゆ   の

くろだ            あい か

うらべ            いちか

こがねざわ      み ゆう

学年

1年

2年

3年

2年

3年

3年

3年

3年

題　　　名

食べ物に感謝する

感謝を伝える

不幸な命ゼロに向けて

自分らしくを大切に

便利だけれど

みんな違うということ

AI

コンプレックスを自信に

《 発表者・題名 》　

大会終了後、発表者のみなさんが記念撮影をしました。

※敬称略
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町
の
話
題

町
の
話
題

TOWN
TOPICS

身近な情報をお寄せください。総務課（内線503）

TOWN　TOPICS
町の話題町の話題

下
仁
田
中
学
校
卒
業
生
3
名 

吉
井
高
校

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

下
仁
田
中
学
校
卒
業
生
3
名 

吉
井
高
校

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

　
令
和
元
年
度
下
仁
田
中
学
校
卒

業
生
の
塚
越
日
々
喜
（
左
）
さ

ん
、
土
谷
智
也
さ
ん
（
中
）
、
市

川
優
翔
さ
ん
（
右
）
の
3
名
が
吉

井
高
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
で
、
8

月
16
日
か
ら
福
井
県
で
行
わ
れ
る

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
い
た
し
ま

す
。

　
吉
井
高
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
は

25
年
ぶ
り
に
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
群
馬

県
予
選
を
優
勝
し
、
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
出
場
の
切
符
を
手
に
し
ま
し

た
。
健
闘
を
お
祈
り
し
ま
す
。

自
衛
官
募
集
相
談
員
委
嘱
状
の

交
付
を
行
い
ま
し
た

自
衛
官
募
集
相
談
員
委
嘱
状
の

交
付
を
行
い
ま
し
た

　
６
月
29
日
　
大
塚
𠮷
彦
（
小
坂

地
区
）
さ
ん
に
、
高
崎
地
域
事
務

所
長
よ
り
、
自
衛
官
募
集
相
談
員

の
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

（
任
期
：
２
年
間
）
今
後
と
も
担

当
広
報
官
と
連
絡
を
取
り
な
が

ら
、
自
身
の
自
衛
官
と
し
て
の
豊

富
な
経
験
を
活
か
し
て
、
入
隊
希

望
者
へ
の
積
極
的
な
情
報
提
供
に

務
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
自
衛
官
に
な
る
こ
と
に
興
味
の

あ
る
方
、
希
望
さ
れ
る
方
は
気
軽

に
大
塚
さ
ん
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
大
字
下
小
坂
１
３
４
９

☎
82
―
４
１
８
６

　
令
和
３
年
２
月
27
日
に
亡
く
な
ら
れ
た
故
林
茂
雄
氏
に
生
前
の
功

労
が
認
め
ら
れ
、
叙
位
の
従
六
位
が
授
与
さ
れ
、
６
月
17
日
に
群
馬

県
よ
り
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
林
茂
雄
氏
は
、
全
国
蒟
蒻
原
料
協
同
組
合
理
事
長
及
び
群
馬
県
蒟

蒻
原
料
商
工
業
協
同
組
合
理
事
長
と
し
て
、
多
年
に
わ
た
り
コ
ン

ニ
ャ
ク
の
普
及
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

町
の
話
題

町
の
話
題

TOWN
TOPICS

故 
林
茂
雄
氏
（
下
仁
田
）へ

　
　
従
六
位
が
授
与
さ
れ
ま
し
た

故 
林
茂
雄
氏
（
下
仁
田
）へ

　
　
従
六
位
が
授
与
さ
れ
ま
し
た

　
多
年
に
わ
た
り
、
公

共
福
祉
の
た
め
献
身
的

な
ご
尽
力
を
さ
れ
た

方
々
が
表
彰
さ
れ
る
群

馬
県
総
合
表
彰
に
下
仁

田
町
か
ら
２
名
の
方
が

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

【
環
境
分
野
】
　

飯
野
　
良
一
様

群
馬
県
環
境
保
全
協
会

理
事
（
下
南
興
業
社 

代
表
取
締
役
社
長
）

【
農
業
分
野
】
　

神
戸
　
康
明
様

コ
ン
ニ
ャ
ク
を
中
心
と

す
る
複
合
経
営
（
は
っ

ぴ
ー
ハ
ウ
ス
代
表
）

令
和
3
年
度

群
馬
県
総
合
表
彰

令
和
3
年
度

群
馬
県
総
合
表
彰

（※写真撮影時は『群馬県警戒
レベル４』のためマスクの着用
をお願いしています。）

令
和
３
年
度

甘
楽
郡
社
会
教
育
振
興
協
議
会
表
彰

令
和
３
年
度

甘
楽
郡
社
会
教
育
振
興
協
議
会
表
彰

　
長
年
に
わ
た
り
下
仁
田
町
社
会

教
育
委
員
と
し
て
、
地
域
に
お
け

る
社
会
教
育
の
振
興
に
貢
献
さ
れ

た
森
泉
清
重
さ
ん
が
、
そ
の
功
績

を
甘
楽
郡
社
会
教
育
振
興
協
議
会

よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
同
氏
は
昨
年
ま
で
甘
楽

郡
社
会
教
育
振
興
協
議
会
長
を
務

め
ら
れ
、
現
在
も
町
の
社
会
教
育

委
員
会
の
議
長
と
し
て
社
会
教
育

の
推
進
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
登
下
校
時
間
に
合
わ
せ
た
地
域

の
見
守
り
や
、
中
学
校
で
の
学
校

支
援
活
動
、
薬
物
乱
用
防
止
啓
発

活
動
と
し
て
、
学
校
へ
の
「
ダ

メ
、
ゼ
ッ
タ
イ
し
お
り
人
形
」
の

贈
呈
等
、
数
々
の
活
動
を
通
し

て
、
青
少
年
の
健
全
育
成
と
地
域

と
学
校
の
連
携
協
働
活
動
の
推
進

に
ご
尽
力
い
た
だ
い
て
い
る
下
仁

田
町
更
生
保
護
女
性
会
が
、
そ
の

功
績
を
甘
楽
郡
社
会
教
育
振
興
協

議
会
よ
り
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

森
泉
　
清
重
様

下
仁
田
町
更
生
保
護
女
性
会

令和３年度混合型特定施設設置候補者を募集します
　群馬県では、群馬県高齢者保健福祉計画に基づき、混合型特定施設設置候補者を募集します。
●設置場所　下仁田町　●募集期間　８月２日(月)～９月１７日(金)
●応募要件
群馬県及び下仁田町のホームページに掲載している募集要項をご覧ください。
●応募方法
所定様式に必要事項を記載の上、募集要項に記載してある書類を添付して応募してください。
●申請・問い合わせ　群馬県富岡保健福祉事務所　総務福祉係　☎６２―１５４１

神戸　康明様神戸　康明様

故 林　茂雄様
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町
の
話
題

町
の
話
題

TOWN
TOPICS

身近な情報をお寄せください。総務課（内線503）

TOWN　TOPICS
町の話題町の話題

下
仁
田
中
学
校
卒
業
生
3
名 

吉
井
高
校

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

下
仁
田
中
学
校
卒
業
生
3
名 

吉
井
高
校

ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
で
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場

　
令
和
元
年
度
下
仁
田
中
学
校
卒

業
生
の
塚
越
日
々
喜
（
左
）
さ

ん
、
土
谷
智
也
さ
ん
（
中
）
、
市

川
優
翔
さ
ん
（
右
）
の
3
名
が
吉

井
高
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
で
、
8

月
16
日
か
ら
福
井
県
で
行
わ
れ
る

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
に
出
場
い
た
し
ま

す
。

　
吉
井
高
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
は

25
年
ぶ
り
に
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
群
馬

県
予
選
を
優
勝
し
、
イ
ン
タ
ー
ハ

イ
出
場
の
切
符
を
手
に
し
ま
し

た
。
健
闘
を
お
祈
り
し
ま
す
。

自
衛
官
募
集
相
談
員
委
嘱
状
の

交
付
を
行
い
ま
し
た

自
衛
官
募
集
相
談
員
委
嘱
状
の

交
付
を
行
い
ま
し
た

　
６
月
29
日
　
大
塚
𠮷
彦
（
小
坂

地
区
）
さ
ん
に
、
高
崎
地
域
事
務

所
長
よ
り
、
自
衛
官
募
集
相
談
員

の
委
嘱
状
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

（
任
期
：
２
年
間
）
今
後
と
も
担

当
広
報
官
と
連
絡
を
取
り
な
が

ら
、
自
身
の
自
衛
官
と
し
て
の
豊

富
な
経
験
を
活
か
し
て
、
入
隊
希

望
者
へ
の
積
極
的
な
情
報
提
供
に

務
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
自
衛
官
に
な
る
こ
と
に
興
味
の

あ
る
方
、
希
望
さ
れ
る
方
は
気
軽

に
大
塚
さ
ん
に
相
談
し
て
く
だ
さ

い
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
町
大
字
下
小
坂
１
３
４
９

☎
82
―
４
１
８
６

　
令
和
３
年
２
月
27
日
に
亡
く
な
ら
れ
た
故
林
茂
雄
氏
に
生
前
の
功

労
が
認
め
ら
れ
、
叙
位
の
従
六
位
が
授
与
さ
れ
、
６
月
17
日
に
群
馬

県
よ
り
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　
林
茂
雄
氏
は
、
全
国
蒟
蒻
原
料
協
同
組
合
理
事
長
及
び
群
馬
県
蒟

蒻
原
料
商
工
業
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　群馬県では、群馬県高齢者保健福祉計画に基づき、混合型特定施設設置候補者を募集します。
●設置場所　下仁田町　●募集期間　８月２日(月)～９月１７日(金)
●応募要件
群馬県及び下仁田町のホームページに掲載している募集要項をご覧ください。
●応募方法
所定様式に必要事項を記載の上、募集要項に記載してある書類を添付して応募してください。
●申請・問い合わせ　群馬県富岡保健福祉事務所　総務福祉係　☎６２―１５４１

神戸　康明様神戸　康明様

故 林　茂雄様



株
式
会
社
プ
リ
マ
ベ
ー
ラ（
太
田
市
）

企業版ふるさと納税（地方創生応援税制）とは

株
式
会
社 

こ
も
れ
び（
高
崎
市
）

株
式
会
社 

お
も
つ
な（
高
崎
市
）
　

株
式
会
社 

福
田
量
地（
前
橋
市
）
　

11 10下仁田町役場　☎０２７４－８２－２１１１（代表） 広
報しもにた

企業版ふるさと納税企業版ふるさと納税

●
寄
付
額
　金
５
０
０
万
円

●
代
表
者
　代
表
取
締
役
　
吉
川
充
秀
　
様
　

●
会
社
概
要

　
リ
サ
イ
ク
ル
古
着
店
、本
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
販
売
、整
骨
院
な
ど

リ
サ
イ
ク
ル
事
業
を
軸
に
、多
角
化
経
営
に
よ
る
幅
広
い
事
業

展
開
を
行
い
、10
期
連
続
増
収
増
益
を
記
録
す
る
優
良
企
業
。

●
寄
付
経
緯

　
㈱
プ
リ
マ
ベ
ー
ラ
吉
川
充
秀
社
長
は「
地
球
に
貢
献
で
き
る

リ
サ
イ
ク
ル
カ
ン
パ
ニ
ー
」を
目
指
し
、地
球
規
模
で
環
境
問

題
に
取
り
組
む
。そ
ん
な
中
、日
本
の
里
山
や
田
園
地
帯
に
も

大
き
な
関
心
を
持
ち
、プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
神
津
牧
場
な
ど
に
も

度
々
訪
れ
る
な
ど
、下
仁
田
町
に
遊
び
に
来
る
御
縁
も
あ
り
、

こ
の
度
の
寄
付
に
至
り
ま
し
た
。

●
寄
付
額
　金
５
０
０
万
円

●
代
表
者
　代
表
取
締
役
　
小
井
土
匡
彦 

様

●
会
社
概
要

　
群
馬
県
、埼
玉
県
で
有
料
老
人
ホ
ー
ム
や
高
齢
者
住
宅
、訪

問
看
護
な
ど
の
介
護
事
業
や
放
課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど

を
幅
広
く
手
掛
け
る
介
護
・
福
祉
業
界
を
け
ん
引
す
る
企
業
。

従
業
員
約
２
５
０
名
を
有
す
る
介
護
・
看
護
・
サ
ー
ビ
ス
の
プ

ロ
集
団
で
す
。

●
寄
付
経
緯

　
小
井
土
匡
彦
社
長
は
下
仁
田
町
出
身
で
、創
業
の
地
も
下

仁
田
町
。現
在
、町
内
で
は
２
か
所
の
事
業
所
を
運
営
さ
れ
て

い
ま
す
。企
業
全
体
の
事
業
が
拡
大
し
た
今
日
で
も
出
身
地

を
想
い
、こ
の
度
の
ご
寄
付
に
至
り
ま
し
た
。

●
寄
付
額
　
金
３
０
０
万
円

●
代
表
者
　
代
表
取
締
役
　
金
田
好
正 

様

●
会
社
概
要

　
公
益
法
人
等
へ
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
、人
材
育
成
支
援
、Ｗ

ｅ
ｂ
支
援
を
行
う
企
業
で
、地
域
貢
献
を
考
え
る
企
業
と
寄

付
を
受
け
た
い
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
を
橋
渡
し
す
る
事
業
を
展

開
す
る
。税
理
士
資
格
を
持
つ
金
田
社
長
は
都
内
の
会
計
事

務
所
勤
務
の
経
験
か
ら
、シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
事
業
を
展
開
。

「
想
い
を
つ
な
ぐ
」の
意
味
を
社
名
に「
お
も
つ
な
」と
し
て
企

業
の
社
会
貢
献
を
後
押
し
す
る
。

●
寄
付
経
緯

　
金
田
好
正
社
長
は
、長
年
、下
仁
田
町
で
教
職
に
就
か
れ
て

い
た
高
橋
と
も
ゑ
先
生
の
お
孫
さ
ん
。「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
住

む
地
域
に
社
会
貢
献
し
た
い
」と
の
想
い
で
、今
回
の
ご
寄
付

に
至
り
ま
し
た
。

　
世
代
を
超
え
て「
想
い
」が
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
を
体
現
さ

れ
て
い
ま
す
。

●
寄
付
額
　
金
１
０
０
万
円

●
代
表
者
　
代
表
取
締
役
　
松
本
　
陵 

様

●
会
社
概
要

　
基
準
点
や
地
形
等
の
測
量
業
務
、ま
た
、補
償
や
建
設
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
業
務
を
行
う
企
業
。

　
３
Ｄ
レ
ー
ザ
ー
ス
キ
ャ
ナ
に
よ
る
計
測
、無
人
リ
モ
コ
ン

ボ
ー
ト
に
よ
る
水
中
部
計
測
や
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
空
撮

な
ど
、新
技
術
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
作
業
の
効
率
化
を
進

め
て
い
る
。令
和
３
年
７
月
１
日
に「
㈱
福
田
量
地
」と「
㈱
西

毛
測
量
」と
が
合
併
し
、新
会
社「(

株)

リ
ョ
ー
チ
」と
な
る
。

●
寄
付
経
緯

　
社
長
の
出
身
母
校
で
あ
る
県
内
高
校
へ
の
教
材
の
寄
付
や

ド
ロ
ー
ン
操
作
を
生
徒
に
教
え
る
な
ど
、教
育
支
援
に
熱
心
に

取
り
組
ん
で
る
こ
と
か
ら
、町
の
奨
学
金
制
度
に
理
解
を
示

し
、ご
寄
付
に
至
り
ま
し
た
。

　町は、「まち・ひと・しごと創生法」に基づき、「下仁田町まち・ひと・しごと総合戦略」を策定し、人口減少や少子高
齢化などの課題に対して様々な角度から取り組んでおり、その一つの施策として、平成２９年から町内金融機関と
の連携により、対象学生が卒業後町へ定住すれば奨学ローン相当額を補助する奨学金制度「ねぎとこんにゃく下
仁田奨学金事業」をスタートしました。町の総合戦略の施策は、内閣府から地方創生応援税制（企業版ふるさと納
税）の認定を受けており、この奨学金事業は専門基金を原資に運営をしています。奨学金制度を健全に運営して
いくため、「ねぎとこんにゃく下仁田奨学金事業」に賛同の上、企業版ふるさと納税の制度を利用して応援をして
いただける企業を募集しています。

　ふるさと下仁田応援寄付金として、町外企業様から多額の浄財をご寄付頂きました。
心より感謝申し上げますとともに、町民の皆さまにお知らせします。

『ネギとコンニャク下仁田奨学金事業』に
先進的企業から多額の寄付
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仁田奨学金事業」をスタートしました。町の総合戦略の施策は、内閣府から地方創生応援税制（企業版ふるさと納
税）の認定を受けており、この奨学金事業は専門基金を原資に運営をしています。奨学金制度を健全に運営して
いくため、「ねぎとこんにゃく下仁田奨学金事業」に賛同の上、企業版ふるさと納税の制度を利用して応援をして
いただける企業を募集しています。

　ふるさと下仁田応援寄付金として、町外企業様から多額の浄財をご寄付頂きました。
心より感謝申し上げますとともに、町民の皆さまにお知らせします。

『ネギとコンニャク下仁田奨学金事業』に
先進的企業から多額の寄付
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令
和
２
年
度 

人
権
尊
重
を
考
え
る
コ
ン
ク
ー
ル

　
昨
年
度
の
コ
ン
ク
ー
ル
に
入
選
し
た
小・中
学
生
の
作

品
を
、数
回
に
分
け
て
町
民
の
皆
様
に
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
児
童・生
徒
の
素
晴
ら
し
い
作
品
を
ご
覧
に
な
り
、人

権
に
つい
て
、も
う
一度
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

※

掲
載
者
の
学
校
・
学
年
は
、令
和
２
年
度
の
も
の
で

す
。

　
と
つ
ぜ
ん
で
す
が
み
な
さ
ん
は
、ど
ち
ら
が
い
い
と
思
い

ま
す
か
。

Ｃ
く
ん
が
ピ
ン
ク
の
服
を
着
て
歩
い
て
い
ま
す
。Ｂ
ち
ゃ
ん

が
来
ま
し
た
。

「
う
わ
！
　
Ｃ
く
ん
ピ
ン
ク
の
服
を
着
て
る
、変
な
の
。」

　
も
う
一つ
。Ｃ
く
ん
が
ピ
ン
ク
の
服
を
着
て
歩
い
て
い
ま

す
。Ｄ
ち
ゃ
ん
が
来
ま
し
た
。

「
Ｃ
く
ん
そ
の
ピ
ン
ク
の
服
、す
ご
く
似
合
って
い
る
よ
。」

　
さ
あ
、み
な
さ
ん
は
ど
ち
ら
が
い
い
と
思
い
ま
す
か
。そ

う
、も
ち
ろ
ん
み
な
さ
ん
も
二
つ
め
の
も
の
が
い
い
と
思
っ

た
で
し
ょ
う
。一つ
め
の
も
の
は
、人
権
侵
害
と
いっ
て
、悪

口
や
暴
力
な
ど
、言
い
か
た
を
変
え
る
と
い
じ
め
で
す
。い

じ
め
は
、い
や
で
す
よ
ね
。

　
み
な
さ
ん
も
い
じ
め
が
な
く
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま

す
よ
ね
。ぼ
く
も
、な
く
な
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。で

も
い
じ
め
は
よ
く
な
い
と
分
か
っ
て
い
る
の
に一
向
に
お
さ

ま
ら
な
い
ん
で
す
。な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。ぼ
く
は
、相
手
は

い
や
じ
ゃ
な
い
な
と
思
って
い
じ
め
て
し
ま
う
の
と
、い
じ
め

ら
れ
て
、い
や
だ
よ
、と
言
え
な
い
こ
と
が
原
因
だ
と
思
い

ま
す
。

　
べつ
に
人
権
な
ん
て
気
に
し
な
く
て
い
い
や
、だ
な
ん
て

ぜ
っ
た
い
に
思
っ
て
は
だ
め
で
す
。な
ぜ
な
ら
、人
権
侵
害

や
い
じ
め
は
、「
自
殺
」に
つ
な
が
る
か
も
し
れ
な
い
か
ら

で
す
。

　
実
際
に
あ
っ
た
話
で
す
。プ
ロ
レ
ス
ラ
ー
の
木
村
花
さ
ん

が
い
ま
し
た
。イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
悪
口
を
か
か
れ
た
こ
と

に
た
え
ら
れ
な
く
な
り
、自
殺
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。自

殺
を
考
え
て
し
ま
う
ほ
ど
の
悪
口
は
、ぼ
く
に
は
想
像
が

出
来
な
い
け
れ
ど
、花
さ
ん
に
と
って
は
と
て
も
つ
ら
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。そ
ん
な
事
が
起
き
な
い
よ
う
に
す
る
た

め
に
は
、ど
う
し
た
ら
いい
か
考
え
ま
し
た
。

　
も
し
ぼ
く
の
友
達
が
知
ら
な
い
間
に
い
や
な
思
い
を
し

て
い
た
ら
、ま
ず
は「
ど
う
し
た
の
」と
声
を
か
け
ま
す
。

そ
し
て
そ
の
子
が
話
し
て
く
れ
た
ら
、そ
の
子
の
か
わ
り

に
大
人
に
相
談
し
、一緒
に
考
え
支
え
て
あ
げ
よ
う
と
思

い
ま
す
。も
し
そ
の
子
が
話
し
て
く
れ
な
か
っ
た
ら
、そ
の

と
き
は
そ
っ
と
し
て
お
い
て
、し
ば
ら
く
し
て
か
ら
ま
た

聞
い
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。そ
れ
で
も
話
し
て
く
れ
な

か
っ
た
ら
、大
人
に
相
談
し
て
ど
う
し
た
ら
い
い
か
ア
ド
バ

イ
ス
を
も
ら
お
う
と
思
い
ま
す
。そ
れ
で
そ
の
子
の
気
持

ち
が
軽
く
な
る
よ
う
な
行
動
が
出
来
る
と
いい
で
す
。

　
今
現
在
ぼ
く
の
周
り
に
は
、い
じ
め
は
起
こ
っ
て
い
な
い

と
思
い
ま
す
が
、い
じ
め
が
起
き
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に

は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
、考
え
ま
し
た
。自
分
だ
け
の
意
見

を
言
わ
な
い
で
、相
手
の
話
も
よ
く
聞
き
ま
す
。ふ
ざ
け

る
と
き
は
、そ
の
言
葉
や
行
動
は
相
手
は
い
や
じ
ゃ
な
い
か

を
よ
く
考
え
て
か
ら
し
ま
す
。た
だ
見
て
る
だ
け
の
人
と
、

見
て
み
ぬ
ふ
り
を
す
る
人
は
、い
じ
め
ら
れ
て
い
る
人
を
助

け
て
、い
じ
め
て
い
る
人
に
い
け
な
い
こ
と
だ
と
教
え
て
あ

げ
ま
す
。

　
次
に
、自
分
で
は
い
じ
め
だ
と
は
思
って
な
く
て
も
、相

手
が
嫌
な
気
持
ち
だ
と
思
って
し
ま
っ
た
ら
ど
う
す
れ
ば

い
い
の
か
考
え
て
み
ま
し
た
。言
っ
た
言
葉
や
行
動
に
相

手
が
い
や
だ
と
分
か
っ
た
ら
、す
ぐ
に
謝
り
、同
じ
ま
ち
が

え
を
く
り
返
さ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
す
。後
で
気
づ

い
て
も
同
じ
こ
と
を
心
が
け
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
人
権
と
は
、人
の
生
き
る
権
利
で
あ
り
、こ
の

世
に
生
き
て
い
る
す
べ
て
の
人
が
持
って
い
る
権
利
で
す
。

で
も
、持
っ
て
い
る
こ
と
を
あ
た
り
ま
え
だ
と
思
っ
て
、適

当
に
考
え
ず
に
、身
近
な
問
題
と
し
て
つ
ね
に
考
え
て
お

く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
は
、「
人
権

月
間
」や「
自
殺
予
防
週
間
」で
人
権
に
つい
て
改
め
て
考

え
、そ
れ
を
実
行
し
、み
ん
な
に
よ
び
か
け
て
い
き
た
い
で

す
。ぼ
く
は
、い
じ
め
や
差
別
の
な
い
平
和
な
世
界
に
な
っ

て
ほ
し
い
で
す
。

作文
優秀賞

平
和
な
世
界
を
願
う

下
仁
田
小
学
校

　五
年

　
　市
川

　舜
晟

い
ち
か
わ

あ
か
ぎ

み
く
に

おかだ なおゆき

し
ゅ
ん
せ
い

作文
優秀賞

い
じ
め
と

魔
法
の
言
葉

下
仁
田
小
学
校

　六
年

　赤
木

　深
國

　
み
な
さ
ん
は
人
権
に
つい
て
考
え
た
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
。人
権
と
は
人
々
が
幸
せ
に
生
き
て
い
く
た
め
の
権
利

の
こ
と
で
す
。そ
し
て
、い
じ
め
は「
人
権
侵
害
」つ
ま
り
、

人
権
を
守
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
言
い
ま
す
。み
な
さ
ん
は

「
こ
れ
って
い
じ
め
な
の
か
な
。」と
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
。私
は
、そ
ん
な
経
験
を
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　
私
が
あ
る
日
、ス
ー
パ
ー
に
家
族
で
買
い
物
に
行
っ
た
と

き
、一人
の
年
老
い
た
男
性
を
見
て
、私
は「
え
っ・・・」と
お

ど
ろ
き
ま
し
た
。そ
の
人
が
服
を
し
っ
か
り
と
着
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。私
は
心
の
中
で
は
、「
言
わ
な

き
ゃ
」と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、な
か
な
か
勇
気
が
出

ず
、結
局
行
動
に
移
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。そ

の
後
も
だ
れ
も
そ
の
人
に
話
し
か
け
る
人
は
い
ま
せ
ん
で

し
た
。で
す
が
そ
れ
と
同
時
に
二
つ
の
疑
問
を
も
ち
ま
し

た
。

　
一つ
目
に
も
っ
た
疑
問
は
、「
ど
う
す
れ
ば
話
し
か
け
る

こ
と
が
で
き
た
の
か
。」と
い
う
疑
問
で
す
。実
は
、話
し

か
け
ら
れ
な
か
っ
た
原
因
は
、も
し
か
し
た
ら「
わ
し
は

分
か
っ
て
お
る
。う
る
さ
い
。」と
怒
ら
れ
た
ら
い
や
だ
な

と
勝
手
に
思
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
す
。そ
し
て
私
の
祖

母
も
こ
の
よ
う
な
経
験
を
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
か
ら
で

す
。祖
母
が
バス
に
乗
って
い
た
ら
、一人
の
年
老
い
た
男
性

が
バ
ス
に
乗
って
き
た
の
で
席
を
ゆ
ず
っ
た
ら
、そ
の
男
性

が「
わ
し
は
そ
ん
な
に
老
人
じ
ゃ
な
い
。失
礼
だ
な
。」と

怒
ら
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。そ
れ

か
ら
再
び
考
え
ま
し
た
。そ
し
た
ら
あ
る
テ
レ
ビ
を
見
た

と
き
、私
は「
あ
っ
」と
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。そ
の
テ
レ
ビ
は

「
Ｕ
＆
Ｉ
」で
す
。こ
の
テ
レ
ビ
は
主
に「
思
い
や
り
」を

テ
ー
マ
に
し
た
テ
レ
ビ
で
、な
ぜ
お
ど
ろ
い
た
の
か
と
い
う

と
、細
か
い
内
容
は
ち
が
い
ま
す
が
、経
験
し
た
内
容
と

似
て
い
た
か
ら
で
す
。そ
の
内
容
は
、車
い
す
に
乗
っ
て
い

る一人
の
女
性
が
、家
に
帰
る
途
中
、自
転
車
が
倒
れ
て
い

て
家
に
帰
れ
な
く
て
困
って
い
る
と
こ
ろ
を
あ
る
小
学
生

の
男
の
子
が
見
て
、そ
の
男
の
子
が
女
性
に「
手
伝
い
ま

し
ょ
う
か
。」と
言
って
、女
性
は
と
て
も
う
れ
し
そ
う
に

家
に
帰
っ
て
いっ
た
と
い
う
内
容
で
す
。「
手
伝
い
ま
し
ょ

う
か
。」と
い
う
言
葉
を
使
え
ば
い
い
ん
だ
と
知
っ
た
と
き

は
、考
え
て
も
考
え
て
も
分
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
す
ぐ

に
分
か
っ
て
、と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。そ
し
て
こ
の

言
葉
は
み
ん
な
を
笑
顔
に
す
る
よ
う
な
言
葉
な
の
で
、わ

た
し
は「
魔
法
の
言
葉
」と
名
付
け
ま
し
た
。

　
二
つ
目
に
も
っ
た
疑
問
は
、「
無
視
っ
て
い
じ
め
な
の
か

な
。」と
い
う
疑
問
で
す
。私
の「
無
視
」は
、人
が
話
し
か

け
て
い
る
の
に
無
視
を
す
る
と
い
う
無
視
で
は
な
く
、

困
って
い
る
人
が
い
る
の
を
見
て
、無
視
を
す
る
と
い
う
無

視
で
す
。見
た
目
で
は
、い
じ
め
で
は
な
い
気
が
し
ま
す
よ

ね
。で
す
が
、困
って
い
る
人
に
話
し
か
け
る
人
が一人
も

い
な
か
っ
た
ら
、そ
の
人
は
と
て
も
悲
し
く
な
って
し
ま
い

ま
す
。な
の
で
、こ
の
無
視
は
、い
じ
め
で
は
な
い
で
す
が
、

「
い
じ
め
に
近
い
」と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
私
は「
魔
法
の
言
葉
」を
知
っ
て
か
ら
勇
気
を
も
つ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。み
な
さ
ん
も
困
っ
て
い
る
人
が
い
た

ら
、こ
の「
魔
法
の
言
葉
」を
使
って
み
て
く
だ
さ
い
。も
し

何
か
文
句
を
言
わ
れ
て
も
、心
の
中
で
は
き
っ
と
喜
ん
で

い
る
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
人
権
の
第
一歩
に
つ
な
が
り
ま

す
。少
し
ず
つ
話
し
か
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

人権ポスター
優秀賞 下仁田中学校2年

岡田　尚幸

「こころだいじに」
いりえ りょう

ど
う
し
た
の
？

　

　こ
ま
っ
た
人
に

　

　
　声
か
け
よ
う

下仁田小学校　２年
入江　遼

人権標語
優秀賞

さとう しんぺい

ち
が
う
ん
だ

　

　わ
た
し
と
あ
の
子

　

　
　
　み
ん
な
い
い

下仁田小学校　1年
佐藤　心平

人権標語
優秀賞

ながい はると

「
あ
り
が
と
う
」

　つ
た
え
あ
って

　

　
　つ
な
が
る
え
が
お
下仁田小学校　1年
永井　遥斗

人権標語
優秀賞

人権尊重作品人権尊重作品
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る
た

め
に
は
、ど
う
し
た
ら
いい
か
考
え
ま
し
た
。

　
も
し
ぼ
く
の
友
達
が
知
ら
な
い
間
に
い
や
な
思
い
を
し

て
い
た
ら
、ま
ず
は「
ど
う
し
た
の
」と
声
を
か
け
ま
す
。

そ
し
て
そ
の
子
が
話
し
て
く
れ
た
ら
、そ
の
子
の
か
わ
り

に
大
人
に
相
談
し
、一緒
に
考
え
支
え
て
あ
げ
よ
う
と
思

い
ま
す
。も
し
そ
の
子
が
話
し
て
く
れ
な
か
っ
た
ら
、そ
の

と
き
は
そ
っ
と
し
て
お
い
て
、し
ば
ら
く
し
て
か
ら
ま
た

聞
い
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。そ
れ
で
も
話
し
て
く
れ
な

か
っ
た
ら
、大
人
に
相
談
し
て
ど
う
し
た
ら
い
い
か
ア
ド
バ

イ
ス
を
も
ら
お
う
と
思
い
ま
す
。そ
れ
で
そ
の
子
の
気
持

ち
が
軽
く
な
る
よ
う
な
行
動
が
出
来
る
と
いい
で
す
。

　
今
現
在
ぼ
く
の
周
り
に
は
、い
じ
め
は
起
こ
っ
て
い
な
い

と
思
い
ま
す
が
、い
じ
め
が
起
き
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に

は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
、考
え
ま
し
た
。自
分
だ
け
の
意
見

を
言
わ
な
い
で
、相
手
の
話
も
よ
く
聞
き
ま
す
。ふ
ざ
け

る
と
き
は
、そ
の
言
葉
や
行
動
は
相
手
は
い
や
じ
ゃ
な
い
か

を
よ
く
考
え
て
か
ら
し
ま
す
。た
だ
見
て
る
だ
け
の
人
と
、

見
て
み
ぬ
ふ
り
を
す
る
人
は
、い
じ
め
ら
れ
て
い
る
人
を
助

け
て
、い
じ
め
て
い
る
人
に
い
け
な
い
こ
と
だ
と
教
え
て
あ

げ
ま
す
。

　
次
に
、自
分
で
は
い
じ
め
だ
と
は
思
って
な
く
て
も
、相

手
が
嫌
な
気
持
ち
だ
と
思
って
し
ま
っ
た
ら
ど
う
す
れ
ば

い
い
の
か
考
え
て
み
ま
し
た
。言
っ
た
言
葉
や
行
動
に
相

手
が
い
や
だ
と
分
か
っ
た
ら
、す
ぐ
に
謝
り
、同
じ
ま
ち
が

え
を
く
り
返
さ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
す
。後
で
気
づ

い
て
も
同
じ
こ
と
を
心
が
け
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　
最
後
に
人
権
と
は
、人
の
生
き
る
権
利
で
あ
り
、こ
の

世
に
生
き
て
い
る
す
べ
て
の
人
が
持
って
い
る
権
利
で
す
。

で
も
、持
っ
て
い
る
こ
と
を
あ
た
り
ま
え
だ
と
思
っ
て
、適

当
に
考
え
ず
に
、身
近
な
問
題
と
し
て
つ
ね
に
考
え
て
お

く
こ
と
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。そ
の
た
め
に
は
、「
人
権

月
間
」や「
自
殺
予
防
週
間
」で
人
権
に
つい
て
改
め
て
考

え
、そ
れ
を
実
行
し
、み
ん
な
に
よ
び
か
け
て
い
き
た
い
で

す
。ぼ
く
は
、い
じ
め
や
差
別
の
な
い
平
和
な
世
界
に
な
っ

て
ほ
し
い
で
す
。

作文
優秀賞

平
和
な
世
界
を
願
う

下
仁
田
小
学
校

　五
年

　
　市
川

　舜
晟

い
ち
か
わ

あ
か
ぎ

み
く
に

おかだ なおゆき

し
ゅ
ん
せ
い

作文
優秀賞

い
じ
め
と

魔
法
の
言
葉

下
仁
田
小
学
校

　六
年

　赤
木

　深
國

　
み
な
さ
ん
は
人
権
に
つい
て
考
え
た
こ
と
は
あ
り
ま
す

か
。人
権
と
は
人
々
が
幸
せ
に
生
き
て
い
く
た
め
の
権
利

の
こ
と
で
す
。そ
し
て
、い
じ
め
は「
人
権
侵
害
」つ
ま
り
、

人
権
を
守
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
言
い
ま
す
。み
な
さ
ん
は

「
こ
れ
って
い
じ
め
な
の
か
な
。」と
疑
問
に
思
っ
た
こ
と
が

あ
り
ま
す
か
。私
は
、そ
ん
な
経
験
を
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

　
私
が
あ
る
日
、ス
ー
パ
ー
に
家
族
で
買
い
物
に
行
っ
た
と

き
、一人
の
年
老
い
た
男
性
を
見
て
、私
は「
え
っ・・・」と
お

ど
ろ
き
ま
し
た
。そ
の
人
が
服
を
し
っ
か
り
と
着
ら
れ
て

い
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。私
は
心
の
中
で
は
、「
言
わ
な

き
ゃ
」と
思
っ
て
い
た
の
で
す
が
、な
か
な
か
勇
気
が
出

ず
、結
局
行
動
に
移
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。そ

の
後
も
だ
れ
も
そ
の
人
に
話
し
か
け
る
人
は
い
ま
せ
ん
で

し
た
。で
す
が
そ
れ
と
同
時
に
二
つ
の
疑
問
を
も
ち
ま
し

た
。

　
一つ
目
に
も
っ
た
疑
問
は
、「
ど
う
す
れ
ば
話
し
か
け
る

こ
と
が
で
き
た
の
か
。」と
い
う
疑
問
で
す
。実
は
、話
し

か
け
ら
れ
な
か
っ
た
原
因
は
、も
し
か
し
た
ら「
わ
し
は

分
か
っ
て
お
る
。う
る
さ
い
。」と
怒
ら
れ
た
ら
い
や
だ
な

と
勝
手
に
思
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
す
。そ
し
て
私
の
祖

母
も
こ
の
よ
う
な
経
験
を
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
か
ら
で

す
。祖
母
が
バス
に
乗
って
い
た
ら
、一人
の
年
老
い
た
男
性

が
バ
ス
に
乗
って
き
た
の
で
席
を
ゆ
ず
っ
た
ら
、そ
の
男
性

が「
わ
し
は
そ
ん
な
に
老
人
じ
ゃ
な
い
。失
礼
だ
な
。」と

怒
ら
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。そ
れ

か
ら
再
び
考
え
ま
し
た
。そ
し
た
ら
あ
る
テ
レ
ビ
を
見
た

と
き
、私
は「
あ
っ
」と
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。そ
の
テ
レ
ビ
は

「
Ｕ
＆
Ｉ
」で
す
。こ
の
テ
レ
ビ
は
主
に「
思
い
や
り
」を

テ
ー
マ
に
し
た
テ
レ
ビ
で
、な
ぜ
お
ど
ろ
い
た
の
か
と
い
う

と
、細
か
い
内
容
は
ち
が
い
ま
す
が
、経
験
し
た
内
容
と

似
て
い
た
か
ら
で
す
。そ
の
内
容
は
、車
い
す
に
乗
っ
て
い

る一人
の
女
性
が
、家
に
帰
る
途
中
、自
転
車
が
倒
れ
て
い

て
家
に
帰
れ
な
く
て
困
って
い
る
と
こ
ろ
を
あ
る
小
学
生

の
男
の
子
が
見
て
、そ
の
男
の
子
が
女
性
に「
手
伝
い
ま

し
ょ
う
か
。」と
言
って
、女
性
は
と
て
も
う
れ
し
そ
う
に

家
に
帰
っ
て
いっ
た
と
い
う
内
容
で
す
。「
手
伝
い
ま
し
ょ

う
か
。」と
い
う
言
葉
を
使
え
ば
い
い
ん
だ
と
知
っ
た
と
き

は
、考
え
て
も
考
え
て
も
分
か
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
す
ぐ

に
分
か
っ
て
、と
て
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。そ
し
て
こ
の

言
葉
は
み
ん
な
を
笑
顔
に
す
る
よ
う
な
言
葉
な
の
で
、わ

た
し
は「
魔
法
の
言
葉
」と
名
付
け
ま
し
た
。

　
二
つ
目
に
も
っ
た
疑
問
は
、「
無
視
っ
て
い
じ
め
な
の
か

な
。」と
い
う
疑
問
で
す
。私
の「
無
視
」は
、人
が
話
し
か

け
て
い
る
の
に
無
視
を
す
る
と
い
う
無
視
で
は
な
く
、

困
って
い
る
人
が
い
る
の
を
見
て
、無
視
を
す
る
と
い
う
無

視
で
す
。見
た
目
で
は
、い
じ
め
で
は
な
い
気
が
し
ま
す
よ

ね
。で
す
が
、困
って
い
る
人
に
話
し
か
け
る
人
が一人
も

い
な
か
っ
た
ら
、そ
の
人
は
と
て
も
悲
し
く
な
って
し
ま
い

ま
す
。な
の
で
、こ
の
無
視
は
、い
じ
め
で
は
な
い
で
す
が
、

「
い
じ
め
に
近
い
」と
い
う
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　
私
は「
魔
法
の
言
葉
」を
知
っ
て
か
ら
勇
気
を
も
つ
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。み
な
さ
ん
も
困
っ
て
い
る
人
が
い
た

ら
、こ
の「
魔
法
の
言
葉
」を
使
って
み
て
く
だ
さ
い
。も
し

何
か
文
句
を
言
わ
れ
て
も
、心
の
中
で
は
き
っ
と
喜
ん
で

い
る
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
人
権
の
第
一歩
に
つ
な
が
り
ま

す
。少
し
ず
つ
話
し
か
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

人権ポスター
優秀賞 下仁田中学校2年

岡田　尚幸

「こころだいじに」
いりえ りょう

ど
う
し
た
の
？

　

　こ
ま
っ
た
人
に

　

　
　声
か
け
よ
う

下仁田小学校　２年
入江　遼

人権標語
優秀賞

さとう しんぺい

ち
が
う
ん
だ

　

　わ
た
し
と
あ
の
子

　

　
　
　み
ん
な
い
い

下仁田小学校　1年
佐藤　心平

人権標語
優秀賞

ながい はると

「
あ
り
が
と
う
」

　つ
た
え
あ
って

　

　
　つ
な
が
る
え
が
お
下仁田小学校　1年
永井　遥斗

人権標語
優秀賞

人権尊重作品人権尊重作品
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春秋館春秋館

三
　
春
秋
館
の
営
業
戦
略                          

（
一
）
全
国
展
開   

　
荒
船
風
穴
に
蚕
種
貯
蔵
を
委
託
し

た
県
で
多
い
の
は
群
馬
、
埼
玉
に
、

千
葉
、
愛
知
、
静
岡
、
三
重
県
な
ど

太
平
洋
岸
の
県
で
す
が
、
北
海
道
か

ら
九
州
ま
で
四
三
府
道
県
に
及
び
ま

す
。

　
営
業
活
動
は
、
営
業
案
内
や
年
始

挨
拶
状
、
大
日
本
蚕
糸
会
会
報
や
各

種
の
機
関
誌
、
新
聞
な
ど
の
広
告
、

自
宅
発
行
の
機
関
誌
「
農
談
楽
」
寄

稿
や
内
国
勧
業
博
覧
会
、
高
山
社
等

で
知
り
得
た
人
的
交
流
を
手
づ
る
と

し
て
行
動
し
ま
し
た
。
ま
た
備
え
と

し
て
、
県
外
各
地
の
養
蚕
組
合
会
員

名
簿
、
全
国
測
候
所
の
温
度
資
料
の

収
集
な
ど
も
行
い
、
地
方
に
密
着
し

た
全
国
展
開
の
取
り
組
み
が
見
ら
れ

ま
す
。
こ
の
効
果
も
あ
り
、
営
業
案

内
巻
末
「
報
告
欄
」
に
は
、
全
国
か

ら
届
け
ら
れ
た
好
評
の
礼
状
要
旨
が

多
数
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
二
）
全
国
行
脚
の
商
い

　
大
正
九
年
（
一
九
二
○
）
一
月

「
春
秋
館
営
業
案
内
」
に
、
「
従
来
隔

年
毎
に
親
し
く
参
館
御
用
聞
き
の
慣
例

三
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秋
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岡
、
三
重
県
な
ど

太
平
洋
岸
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、
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行
い
、
地
方
に
密
着
し

た
全
国
展
開
の
取
り
組
み
が
見
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ま
す
。
こ
の
効
果
も
あ
り
、
営
業
案

内
巻
末
「
報
告
欄
」
に
は
、
全
国
か

ら
届
け
ら
れ
た
好
評
の
礼
状
要
旨
が

多
数
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
二
）
全
国
行
脚
の
商
い

　
大
正
九
年
（
一
九
二
○
）
一
月

「
春
秋
館
営
業
案
内
」
に
、
「
従
来
隔

年
毎
に
親
し
く
参
館
御
用
聞
き
の
慣
例

（
以
下
略
）
」
と
あ
り
、
鉄
道
が
漸
く

整
う
時
期
に
遠
隔
地
に
出
向
き
、
直
接

営
業
を
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
こ
の
営
業
活
動
は
、
実
務
を
担
当

し
た
千
壽
と
情
報
共
有
し
、
五
十
歳
が

ら
ま
り
の
静
太
郎
が
精
力
的
に
担
当
し

ま
し
た
。

　
手
紙
の
や
り
と
り
か
ら
そ
の
一
端

を
見
て
み
ま
す
。

　
明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
一
月

十
三
日
付
で
営
業
先
の
京
都
三
条
粟

田
門
角
津
田
平
弥
殿
方
に
滞
在
し
て

い
た
静
太
郎
に
千
壽
が
返
信
し
た
も

の
で
す
。

　
文
面
は
、
「
京
都
蚕
業
講
習
所
へ

立
チ
寄
ル
際
ニ
ハ
同
所
技
師
農
学
士

川
島
勝
次
郎
氏
ハ
当
風
穴
視
察
セ
シ

モ
ノ
、
技
師
荒
木
武
雄
氏
ハ
一
面
識

コ
ソ
ナ
ケ
レ
、
数
年
前
ヨ
リ
貯
藏
ニ

就
キ
御
高
教
ヲ
仰
ギ
居
リ
候
モ
ノ
、

尚
本
年
ノ
如
キ
モ
賀
状
ノ
傍
ラ
有
力

ナ
ル
貯
藏
方
針
御
指
示
被
下
候
、
仁

□
学
者
ニ
付
キ
其
御
心
得
ニ
テ
御
厚

意
ヲ
謝
ス
ハ
同
時
ニ
尚
一
歩
ヲ
近

メ
、
貯
藏
上
ノ
新
知
識
ヲ
得
ル
ノ
得

策
ト
存
ジ
候
、
同
所
技
師
農
学
士
本

多
實
芳
氏
ハ
、
昨
前
橋
共
進
会
ニ
於

テ
繭
審
査
室
ニ
同
勤
一
方
ナ
ラ
ヌ
御

（
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。
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下
候
、
仁

□
学
者
ニ
付
キ
其
御
心
得
ニ
テ
御
厚

意
ヲ
謝
ス
ハ
同
時
ニ
尚
一
歩
ヲ
近

メ
、
貯
藏
上
ノ
新
知
識
ヲ
得
ル
ノ
得

策
ト
存
ジ
候
、
同
所
技
師
農
学
士
本

多
實
芳
氏
ハ
、
昨
前
橋
共
進
会
ニ
於

テ
繭
審
査
室
ニ
同
勤
一
方
ナ
ラ
ヌ
御

懇
意
ヲ
賜
リ
候
（
中
略
）
同
所
訪
問

ノ
際
ニ
、
或
ハ
同
氏
ヲ
最
初
ニ
相
尋

ネ
候
方
得
策
カ
モ
ト
存
ジ
候
、
千
壽

ノ
父
ト
申
サ
バ
先
方
必
ズ
充
分
記
憶

ノ
筈
ニ
御
座
候
、
（
中
略
）
京
都
府

ハ
中
々
有
望
ノ
箇
所
ノ
筈
ニ
御
座
候

（
以
下
略
）
」

　
と
記
し
委
託
が
期
待
出
来
る
と
し

て
い
ま
す
。

（
三
）
苦
情
に
も
め
げ
ず

  

東
京
府
西
多
摩
郡
西
多
摩
村
羽
村
の

下
田
伊
左
衛
門
が
創
設
し
た
成
進
社

は
、
明
治
三
二
年
（
一
八
九
九
）
山

梨
県
西
八
代
郡
上
九
一
色
村
の
富
士

風
穴
（
八
田
達
也
）
、
長
野
県
北
佐

久
郡
川
辺
村
の
小
諸
風
穴
に
蚕
種
を

委
託
し
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
に
残
る

大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
千
壽
か
ら

の
手
紙
に
は
「
此
痛
烈
ナ
ル
苦
キ
経

験
ハ
真
ニ
懸
命
ノ
研
究
ト
ナ
リ
、
遂

ニ
漸
ク
蚕
種
貯
藏
法
ニ
付
キ
確
固
不

抜
ノ
合
理
的
大
発
明
仕
リ
候
」
、

「
是
非
共
今
一
度
良
好
ノ
蚕
種
一
月

下
旬
乃
至
二
月
上
旬
中
ニ
御
託
送
相

懇
意
ヲ
賜
リ
候
（
中
略
）
同
所
訪
問

ノ
際
ニ
、
或
ハ
同
氏
ヲ
最
初
ニ
相
尋

ネ
候
方
得
策
カ
モ
ト
存
ジ
候
、
千
壽

ノ
父
ト
申
サ
バ
先
方
必
ズ
充
分
記
憶

ノ
筈
ニ
御
座
候
、
（
中
略
）
京
都
府

ハ
中
々
有
望
ノ
箇
所
ノ
筈
ニ
御
座
候

（
以
下
略
）
」

　
と
記
し
委
託
が
期
待
出
来
る
と
し

て
い
ま
す
。

（
三
）
苦
情
に
も
め
げ
ず

  

東
京
府
西
多
摩
郡
西
多
摩
村
羽
村
の

下
田
伊
左
衛
門
が
創
設
し
た
成
進
社

は
、
明
治
三
二
年
（
一
八
九
九
）
山

梨
県
西
八
代
郡
上
九
一
色
村
の
富
士

風
穴
（
八
田
達
也
）
、
長
野
県
北
佐

久
郡
川
辺
村
の
小
諸
風
穴
に
蚕
種
を

委
託
し
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
に
残
る

大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
千
壽
か
ら

の
手
紙
に
は
「
此
痛
烈
ナ
ル
苦
キ
経

験
ハ
真
ニ
懸
命
ノ
研
究
ト
ナ
リ
、
遂

ニ
漸
ク
蚕
種
貯
藏
法
ニ
付
キ
確
固
不

抜
ノ
合
理
的
大
発
明
仕
リ
候
」
、

「
是
非
共
今
一
度
良
好
ノ
蚕
種
一
月

下
旬
乃
至
二
月
上
旬
中
ニ
御
託
送
相

春
秋
館
跡
の
貴
重
性
と
荒
船
風
穴

春
秋
館
跡
の
貴
重
性
と
荒
船
風
穴

願
度
候
、
出
穴
ハ
可
成
数
回
ニ
亙
リ
、

晩
秋
ノ
モ
ノ
迄
ヲ
希
望
仕
リ
候
」
と
あ

り
、
以
前
春
秋
館
で
受
託
し
た
蚕
種
の

成
果
が
不
評
だ
っ
た
ら
し
く
、
こ
れ
を

改
善
し
た
の
で
再
度
の
委
託
を
願
い
た

い
旨
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
先
行
し
た
長
野
や
山
梨
の
風
穴
委

託
圏
に
、
荒
船
風
穴
が
入
り
込
む
に

は
不
屈
の
努
力
と
忍
耐
が
必
要
で

あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
種
の
苦
情
は
、
各
地
を
ま
わ

る
静
太
郎
の
書
簡
中
に
も
良
く
見
ら

れ
る
も
の
で
、
謝
罪
後
内
密
の
値
引

き
を
伝
え
、
継
続
委
託
を
取
り
付
け

て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
春
秋
館
資
料
と
春
秋
館

跡
寄
贈
後
新
た
に
発
見
さ
れ
た
史
料

の
解
読
・
分
析
は
、
春
秋
館
が
経
営

し
た
世
界
遺
産
荒
船
風
穴
の
魂
の
部

分
の
作
業
で
、
世
界
遺
産
の
価
値
を

発
信
す
る
上
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
も
の
で
す
。
（
完
）

　
　 

下
仁
田
町
歴
史
館
長
　
秋
池
武

願
度
候
、
出
穴
ハ
可
成
数
回
ニ
亙
リ
、

晩
秋
ノ
モ
ノ
迄
ヲ
希
望
仕
リ
候
」
と
あ

り
、
以
前
春
秋
館
で
受
託
し
た
蚕
種
の

成
果
が
不
評
だ
っ
た
ら
し
く
、
こ
れ
を

改
善
し
た
の
で
再
度
の
委
託
を
願
い
た

い
旨
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
先
行
し
た
長
野
や
山
梨
の
風
穴
委

託
圏
に
、
荒
船
風
穴
が
入
り
込
む
に

は
不
屈
の
努
力
と
忍
耐
が
必
要
で

あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
種
の
苦
情
は
、
各
地
を
ま
わ

る
静
太
郎
の
書
簡
中
に
も
良
く
見
ら

れ
る
も
の
で
、
謝
罪
後
内
密
の
値
引

き
を
伝
え
、
継
続
委
託
を
取
り
付
け

て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
春
秋
館
資
料
と
春
秋
館

跡
寄
贈
後
新
た
に
発
見
さ
れ
た
史
料

の
解
読
・
分
析
は
、
春
秋
館
が
経
営

し
た
世
界
遺
産
荒
船
風
穴
の
魂
の
部

分
の
作
業
で
、
世
界
遺
産
の
価
値
を

発
信
す
る
上
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
も
の
で
す
。
（
完
）

　
　 

下
仁
田
町
歴
史
館
長
　
秋
池
武

国
史
跡
指
定
記
念
連
載

国
史
跡
指
定
記
念
連
載

年賀ハガキ

　
西
中
学
校
は
、
１
９
４
７
年

（
昭
和
22
）
の
教
育
改
革
に
よ
っ

て
、
現
西
牧
小
学
校
の
地
に
西
牧

中
学
校
が
開
校
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
戦
後
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー

ム
に
よ
っ
て
児
童
・
生
徒
数
が
急

増
し
て
、
小
学
校
は
問
題
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
中
学
校
は
教
室
数

が
不
足
し
、
運
動
場
も
狭
く
部
活

動
が
充
分
に
出
来
な
い
事
を
理
由

に
、
小
学
校
と
中
学
校
の
校
地
・

校
舎
の
交
換
を
１
９
６
４
年
（
昭

和
39
）
に
実
施
し
ま
し
た
。

　
１
９
６
６
年
（
昭
和
41
）
に
は

中
学
校
の
統
合
に
よ
っ
て
下
仁
田

町
立
西
中
学
校
と
な
り
ま
し
た
。

２
０
０
４
年
（
平
成
16
）
４
月
１

日
再
度
の
統
合
に
よ
っ
て
下
仁
田

中
学
校
に
統
合
と
な
っ
て
、
廃
校

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
校
舎
・
体
育
館
等
は
そ
の
ま
ま
残

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
２
０
１
９
年

（
令
和
元
）
12
月
に
校
舎
・
体
育
館

等
全
て
解
体
さ
れ
て
姿
を
消
し
て
し

　
西
中
学
校
は
、
１
９
４
７
年

（
昭
和
22
）
の
教
育
改
革
に
よ
っ

て
、
現
西
牧
小
学
校
の
地
に
西
牧

中
学
校
が
開
校
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
戦
後
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー

ム
に
よ
っ
て
児
童
・
生
徒
数
が
急

増
し
て
、
小
学
校
は
問
題
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
中
学
校
は
教
室
数

が
不
足
し
、
運
動
場
も
狭
く
部
活

動
が
充
分
に
出
来
な
い
事
を
理
由

に
、
小
学
校
と
中
学
校
の
校
地
・

校
舎
の
交
換
を
１
９
６
４
年
（
昭

和
39
）
に
実
施
し
ま
し
た
。

　
１
９
６
６
年
（
昭
和
41
）
に
は

中
学
校
の
統
合
に
よ
っ
て
下
仁
田

町
立
西
中
学
校
と
な
り
ま
し
た
。

２
０
０
４
年
（
平
成
16
）
４
月
１

日
再
度
の
統
合
に
よ
っ
て
下
仁
田

中
学
校
に
統
合
と
な
っ
て
、
廃
校

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
校
舎
・
体
育
館
等
は
そ
の
ま
ま
残

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
２
０
１
９
年

（
令
和
元
）
12
月
に
校
舎
・
体
育
館

等
全
て
解
体
さ
れ
て
姿
を
消
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　
惜
し
ま
れ
た
の
は
、
体
育
館
脇
の

石
垣
に
は
め
込
ま
れ
て
い
た
校
章

と
、
南
側
入
口
の
門
標
が
取
り
外
さ

れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
す
。

　
い
ま
校
庭
の
一
角
に
は
、
「
５

円
玉
の
碑
と
校
歌
の
碑
」
が
残
さ

れ
て
い
る
の
み
で
、
現
在
は
「
西

牧
防
災
ひ
ろ
ば
」
と
な
り
ま
し

た
。
と
き
と
し
て
シ
カ
の
足
跡
が

み
ら
れ
ま
す
。

①
五
円
玉
の
碑

　
五
円
玉
の
碑
の
下
に
「
町
民
之
建

下
仁
田
町
長
今
井
七
五
三
次
書
」
、

裏
面
に
「
昭
和
41
年
４
月
か
ら
昭
46

年
３
月
ま
で
町
民
一
世
帯
１
日
５
円

を
統
合
中
学
校
建
設
資
金
と
し
て
寄

附
す
る
　
昭
和
46
年
11
月
」
と
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
碑
の
裏
面
に
五
円
玉
の
碑
建
立

の
趣
旨
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
よ
う

に
、
町
民
の
尊
い
ご
寄
付
に
よ
っ

て
建
て
ら
れ
た
校
舎
で
し
た
が
解

体
さ
れ
ま
し
た
。

ま
い
ま
し
た
。

　
惜
し
ま
れ
た
の
は
、
体
育
館
脇
の

石
垣
に
は
め
込
ま
れ
て
い
た
校
章

と
、
南
側
入
口
の
門
標
が
取
り
外
さ

れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
す
。

　
い
ま
校
庭
の
一
角
に
は
、
「
５

円
玉
の
碑
と
校
歌
の
碑
」
が
残
さ

れ
て
い
る
の
み
で
、
現
在
は
「
西

牧
防
災
ひ
ろ
ば
」
と
な
り
ま
し

た
。
と
き
と
し
て
シ
カ
の
足
跡
が

み
ら
れ
ま
す
。

①
五
円
玉
の
碑

　
五
円
玉
の
碑
の
下
に
「
町
民
之
建

下
仁
田
町
長
今
井
七
五
三
次
書
」
、

裏
面
に
「
昭
和
41
年
４
月
か
ら
昭
46

年
３
月
ま
で
町
民
一
世
帯
１
日
５
円

を
統
合
中
学
校
建
設
資
金
と
し
て
寄

附
す
る
　
昭
和
46
年
11
月
」
と
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
碑
の
裏
面
に
五
円
玉
の
碑
建
立

の
趣
旨
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
よ
う

に
、
町
民
の
尊
い
ご
寄
付
に
よ
っ

て
建
て
ら
れ
た
校
舎
で
し
た
が
解

体
さ
れ
ま
し
た
。

②
校
歌
の
碑

　
１
９
７
３
年
（
昭
和
48
）
に
校

舎
玄
関
前
に
建
立
さ
れ
ま
し
た

が
、
学
校
統
合
に
伴
っ
て
現
在
の

地
に
移
さ
れ
ま
し
た
。
碑
面
の
文

字
は
時
の
文
部
大
臣
稲
葉
　
修
氏

で
す
。
作
詞
は
地
元
の
並
木
富
太

郎
氏
、
作
曲
は
福
田
文
彦
氏
で

す
。

校
　
歌

並
木
富
太
郎
作
詞

荒
船
の
峰

　
映
え
わ
た
る

芽
立
ち
の
春
の

　
若
み
ど
り

眉
匂
や
か
に

　
研
修
の

望
は
も
え
て

　
雲
を
呼
ぶ

わ
れ
ら
西
中
学
の

　
願
い
は
る
か
に

　
　
ひ
と
す
じ
に

昭
和
四
十
七
年
十
一
月
三
日

文
部
大
臣
　
稲
葉
　
修
書

※

校
歌
が
作
成
さ
れ
た
当
時
は
、
西

牧
中
学
と
歌
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

１
９
６
６
年
（
昭
和
41
）
３
月
学
校

統
合
が
実
施
さ
れ
て
下
仁
田
町
立
西

中
学
校
と
改
称
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

時
校
歌
の
中
の
校
名
が
西
牧
中
学
か

ら
西
中
学
と
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

②
校
歌
の
碑

　
１
９
７
３
年
（
昭
和
48
）
に
校

舎
玄
関
前
に
建
立
さ
れ
ま
し
た

が
、
学
校
統
合
に
伴
っ
て
現
在
の

地
に
移
さ
れ
ま
し
た
。
碑
面
の
文

字
は
時
の
文
部
大
臣
稲
葉
　
修
氏

で
す
。
作
詞
は
地
元
の
並
木
富
太

郎
氏
、
作
曲
は
福
田
文
彦
氏
で

す
。

校
　
歌

並
木
富
太
郎
作
詞

荒
船
の
峰

　
映
え
わ
た
る

芽
立
ち
の
春
の

　
若
み
ど
り

眉
匂
や
か
に

　
研
修
の

望
は
も
え
て

　
雲
を
呼
ぶ

わ
れ
ら
西
中
学
の

　
願
い
は
る
か
に

　
　
ひ
と
す
じ
に

昭
和
四
十
七
年
十
一
月
三
日

文
部
大
臣
　
稲
葉
　
修
書

※

校
歌
が
作
成
さ
れ
た
当
時
は
、
西

牧
中
学
と
歌
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

１
９
６
６
年
（
昭
和
41
）
３
月
学
校

統
合
が
実
施
さ
れ
て
下
仁
田
町
立
西

中
学
校
と
改
称
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

時
校
歌
の
中
の
校
名
が
西
牧
中
学
か

ら
西
中
学
と
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

里
見
哲
夫

下
仁
田
西
中
学
校
跡
の
碑

下
仁
田
西
中
学
校
跡
の
碑

　
２
０
０
４
年
（
平
成
16
）
に
は
再

度
の
学
校
統
合
が
実
施
さ
れ
て
廃
校

と
な
り
ま
し
た
。
従
っ
て
校
歌
の
中

の
校
名
も
当
初
は
「
西
牧
中
学
」
と

歌
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
学
校
統
合

に
よ
っ
て
「
西
中
学
」
と
歌
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
て
、
同
窓
生
の
思

い
も
両
者
に
分
か
れ
て
い
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

③
立
志
の
碑
建
立

書
は
、
日
展
審
査
員
黒
澤
闊
（
春

来
）
先
生

昭
和
六
〇
年
建
立
　
山
田
石
材
刻

　
高
崎
市
古
関
実
氏
の
ご
芳
志
で

建
立
し
ま
し
た
。
下
仁
田
中
学
校

へ
の
合
併
に
よ
り
移
設
し
ま
し

た
。

　
２
０
０
４
年
（
平
成
16
）
に
は
再

度
の
学
校
統
合
が
実
施
さ
れ
て
廃
校

と
な
り
ま
し
た
。
従
っ
て
校
歌
の
中

の
校
名
も
当
初
は
「
西
牧
中
学
」
と

歌
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
学
校
統
合

に
よ
っ
て
「
西
中
学
」
と
歌
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
て
、
同
窓
生
の
思

い
も
両
者
に
分
か
れ
て
い
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

③
立
志
の
碑
建
立

書
は
、
日
展
審
査
員
黒
澤
闊
（
春

来
）
先
生

昭
和
六
〇
年
建
立
　
山
田
石
材
刻

　
高
崎
市
古
関
実
氏
の
ご
芳
志
で

建
立
し
ま
し
た
。
下
仁
田
中
学
校

へ
の
合
併
に
よ
り
移
設
し
ま
し

た
。

廃
校
の
　庭
ヘ
リ
ポ
ー
ト
　広
場
へ
と

時
々
シ
カ
の
　足
跡
み
え
る

語り継がれる歴史語り継がれる歴史

①と②の碑①と②の碑

の
う
だ
ん
ら
く
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三
　
春
秋
館
の
営
業
戦
略                          

（
一
）
全
国
展
開   

　
荒
船
風
穴
に
蚕
種
貯
蔵
を
委
託
し

た
県
で
多
い
の
は
群
馬
、
埼
玉
に
、

千
葉
、
愛
知
、
静
岡
、
三
重
県
な
ど

太
平
洋
岸
の
県
で
す
が
、
北
海
道
か

ら
九
州
ま
で
四
三
府
道
県
に
及
び
ま

す
。

　
営
業
活
動
は
、
営
業
案
内
や
年
始

挨
拶
状
、
大
日
本
蚕
糸
会
会
報
や
各

種
の
機
関
誌
、
新
聞
な
ど
の
広
告
、

自
宅
発
行
の
機
関
誌
「
農
談
楽
」
寄

稿
や
内
国
勧
業
博
覧
会
、
高
山
社
等

で
知
り
得
た
人
的
交
流
を
手
づ
る
と

し
て
行
動
し
ま
し
た
。
ま
た
備
え
と

し
て
、
県
外
各
地
の
養
蚕
組
合
会
員

名
簿
、
全
国
測
候
所
の
温
度
資
料
の

収
集
な
ど
も
行
い
、
地
方
に
密
着
し

た
全
国
展
開
の
取
り
組
み
が
見
ら
れ

ま
す
。
こ
の
効
果
も
あ
り
、
営
業
案

内
巻
末
「
報
告
欄
」
に
は
、
全
国
か

ら
届
け
ら
れ
た
好
評
の
礼
状
要
旨
が

多
数
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
二
）
全
国
行
脚
の
商
い

　
大
正
九
年
（
一
九
二
○
）
一
月

「
春
秋
館
営
業
案
内
」
に
、
「
従
来
隔

年
毎
に
親
し
く
参
館
御
用
聞
き
の
慣
例

三
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葉
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岡
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岸
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。
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知
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の
取
り
組
み
が
見
ら
れ

ま
す
。
こ
の
効
果
も
あ
り
、
営
業
案

内
巻
末
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は
、
全
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届
け
ら
れ
た
好
評
の
礼
状
要
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が

多
数
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
二
）
全
国
行
脚
の
商
い

　
大
正
九
年
（
一
九
二
○
）
一
月

「
春
秋
館
営
業
案
内
」
に
、
「
従
来
隔

年
毎
に
親
し
く
参
館
御
用
聞
き
の
慣
例

（
以
下
略
）
」
と
あ
り
、
鉄
道
が
漸
く

整
う
時
期
に
遠
隔
地
に
出
向
き
、
直
接

営
業
を
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
こ
の
営
業
活
動
は
、
実
務
を
担
当

し
た
千
壽
と
情
報
共
有
し
、
五
十
歳
が

ら
ま
り
の
静
太
郎
が
精
力
的
に
担
当
し

ま
し
た
。

　
手
紙
の
や
り
と
り
か
ら
そ
の
一
端

を
見
て
み
ま
す
。

　
明
治
四
四
年
（
一
九
一
一
）
一
月

十
三
日
付
で
営
業
先
の
京
都
三
条
粟

田
門
角
津
田
平
弥
殿
方
に
滞
在
し
て

い
た
静
太
郎
に
千
壽
が
返
信
し
た
も

の
で
す
。

　
文
面
は
、
「
京
都
蚕
業
講
習
所
へ

立
チ
寄
ル
際
ニ
ハ
同
所
技
師
農
学
士

川
島
勝
次
郎
氏
ハ
当
風
穴
視
察
セ
シ

モ
ノ
、
技
師
荒
木
武
雄
氏
ハ
一
面
識

コ
ソ
ナ
ケ
レ
、
数
年
前
ヨ
リ
貯
藏
ニ

就
キ
御
高
教
ヲ
仰
ギ
居
リ
候
モ
ノ
、

尚
本
年
ノ
如
キ
モ
賀
状
ノ
傍
ラ
有
力

ナ
ル
貯
藏
方
針
御
指
示
被
下
候
、
仁

□
学
者
ニ
付
キ
其
御
心
得
ニ
テ
御
厚

意
ヲ
謝
ス
ハ
同
時
ニ
尚
一
歩
ヲ
近

メ
、
貯
藏
上
ノ
新
知
識
ヲ
得
ル
ノ
得

策
ト
存
ジ
候
、
同
所
技
師
農
学
士
本

多
實
芳
氏
ハ
、
昨
前
橋
共
進
会
ニ
於

テ
繭
審
査
室
ニ
同
勤
一
方
ナ
ラ
ヌ
御

（
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あ
り
、
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氏
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ソ
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ヲ
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藏
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針
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仁
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学
者
ニ
付
キ
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御
心
得
ニ
テ
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厚

意
ヲ
謝
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ハ
同
時
ニ
尚
一
歩
ヲ
近

メ
、
貯
藏
上
ノ
新
知
識
ヲ
得
ル
ノ
得

策
ト
存
ジ
候
、
同
所
技
師
農
学
士
本

多
實
芳
氏
ハ
、
昨
前
橋
共
進
会
ニ
於

テ
繭
審
査
室
ニ
同
勤
一
方
ナ
ラ
ヌ
御

懇
意
ヲ
賜
リ
候
（
中
略
）
同
所
訪
問

ノ
際
ニ
、
或
ハ
同
氏
ヲ
最
初
ニ
相
尋

ネ
候
方
得
策
カ
モ
ト
存
ジ
候
、
千
壽

ノ
父
ト
申
サ
バ
先
方
必
ズ
充
分
記
憶

ノ
筈
ニ
御
座
候
、
（
中
略
）
京
都
府

ハ
中
々
有
望
ノ
箇
所
ノ
筈
ニ
御
座
候

（
以
下
略
）
」

　
と
記
し
委
託
が
期
待
出
来
る
と
し

て
い
ま
す
。

（
三
）
苦
情
に
も
め
げ
ず

  

東
京
府
西
多
摩
郡
西
多
摩
村
羽
村
の

下
田
伊
左
衛
門
が
創
設
し
た
成
進
社

は
、
明
治
三
二
年
（
一
八
九
九
）
山

梨
県
西
八
代
郡
上
九
一
色
村
の
富
士

風
穴
（
八
田
達
也
）
、
長
野
県
北
佐

久
郡
川
辺
村
の
小
諸
風
穴
に
蚕
種
を

委
託
し
て
い
ま
し
た
。
こ
こ
に
残
る

大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
千
壽
か
ら

の
手
紙
に
は
「
此
痛
烈
ナ
ル
苦
キ
経

験
ハ
真
ニ
懸
命
ノ
研
究
ト
ナ
リ
、
遂

ニ
漸
ク
蚕
種
貯
藏
法
ニ
付
キ
確
固
不

抜
ノ
合
理
的
大
発
明
仕
リ
候
」
、

「
是
非
共
今
一
度
良
好
ノ
蚕
種
一
月

下
旬
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至
二
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上
旬
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ニ
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期
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。
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門
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代
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ま
し
た
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こ
に
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る

大
正
二
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（
一
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三
）
千
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か
ら

の
手
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に
は
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此
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ル
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経
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ハ
真
ニ
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ノ
研
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ト
ナ
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遂

ニ
漸
ク
蚕
種
貯
藏
法
ニ
付
キ
確
固
不

抜
ノ
合
理
的
大
発
明
仕
リ
候
」
、

「
是
非
共
今
一
度
良
好
ノ
蚕
種
一
月

下
旬
乃
至
二
月
上
旬
中
ニ
御
託
送
相

春
秋
館
跡
の
貴
重
性
と
荒
船
風
穴

春
秋
館
跡
の
貴
重
性
と
荒
船
風
穴

願
度
候
、
出
穴
ハ
可
成
数
回
ニ
亙
リ
、

晩
秋
ノ
モ
ノ
迄
ヲ
希
望
仕
リ
候
」
と
あ

り
、
以
前
春
秋
館
で
受
託
し
た
蚕
種
の

成
果
が
不
評
だ
っ
た
ら
し
く
、
こ
れ
を

改
善
し
た
の
で
再
度
の
委
託
を
願
い
た

い
旨
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
先
行
し
た
長
野
や
山
梨
の
風
穴
委

託
圏
に
、
荒
船
風
穴
が
入
り
込
む
に

は
不
屈
の
努
力
と
忍
耐
が
必
要
で

あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
種
の
苦
情
は
、
各
地
を
ま
わ

る
静
太
郎
の
書
簡
中
に
も
良
く
見
ら

れ
る
も
の
で
、
謝
罪
後
内
密
の
値
引

き
を
伝
え
、
継
続
委
託
を
取
り
付
け

て
い
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
春
秋
館
資
料
と
春
秋
館

跡
寄
贈
後
新
た
に
発
見
さ
れ
た
史
料

の
解
読
・
分
析
は
、
春
秋
館
が
経
営

し
た
世
界
遺
産
荒
船
風
穴
の
魂
の
部

分
の
作
業
で
、
世
界
遺
産
の
価
値
を

発
信
す
る
上
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
も
の
で
す
。
（
完
）
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仁
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。
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仁
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町
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史
館
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武

国
史
跡
指
定
記
念
連
載

国
史
跡
指
定
記
念
連
載

年賀ハガキ

　
西
中
学
校
は
、
１
９
４
７
年

（
昭
和
22
）
の
教
育
改
革
に
よ
っ

て
、
現
西
牧
小
学
校
の
地
に
西
牧

中
学
校
が
開
校
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
戦
後
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー

ム
に
よ
っ
て
児
童
・
生
徒
数
が
急

増
し
て
、
小
学
校
は
問
題
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
中
学
校
は
教
室
数

が
不
足
し
、
運
動
場
も
狭
く
部
活

動
が
充
分
に
出
来
な
い
事
を
理
由

に
、
小
学
校
と
中
学
校
の
校
地
・

校
舎
の
交
換
を
１
９
６
４
年
（
昭

和
39
）
に
実
施
し
ま
し
た
。

　
１
９
６
６
年
（
昭
和
41
）
に
は

中
学
校
の
統
合
に
よ
っ
て
下
仁
田

町
立
西
中
学
校
と
な
り
ま
し
た
。

２
０
０
４
年
（
平
成
16
）
４
月
１

日
再
度
の
統
合
に
よ
っ
て
下
仁
田

中
学
校
に
統
合
と
な
っ
て
、
廃
校

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
校
舎
・
体
育
館
等
は
そ
の
ま
ま
残

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
２
０
１
９
年

（
令
和
元
）
12
月
に
校
舎
・
体
育
館

等
全
て
解
体
さ
れ
て
姿
を
消
し
て
し

　
西
中
学
校
は
、
１
９
４
７
年

（
昭
和
22
）
の
教
育
改
革
に
よ
っ

て
、
現
西
牧
小
学
校
の
地
に
西
牧

中
学
校
が
開
校
し
ま
し
た
。

　
そ
の
後
、
戦
後
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー

ム
に
よ
っ
て
児
童
・
生
徒
数
が
急

増
し
て
、
小
学
校
は
問
題
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
が
中
学
校
は
教
室
数

が
不
足
し
、
運
動
場
も
狭
く
部
活

動
が
充
分
に
出
来
な
い
事
を
理
由

に
、
小
学
校
と
中
学
校
の
校
地
・

校
舎
の
交
換
を
１
９
６
４
年
（
昭

和
39
）
に
実
施
し
ま
し
た
。

　
１
９
６
６
年
（
昭
和
41
）
に
は

中
学
校
の
統
合
に
よ
っ
て
下
仁
田

町
立
西
中
学
校
と
な
り
ま
し
た
。

２
０
０
４
年
（
平
成
16
）
４
月
１

日
再
度
の
統
合
に
よ
っ
て
下
仁
田

中
学
校
に
統
合
と
な
っ
て
、
廃
校

と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
校
舎
・
体
育
館
等
は
そ
の
ま
ま
残

さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
２
０
１
９
年

（
令
和
元
）
12
月
に
校
舎
・
体
育
館

等
全
て
解
体
さ
れ
て
姿
を
消
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。

　
惜
し
ま
れ
た
の
は
、
体
育
館
脇
の

石
垣
に
は
め
込
ま
れ
て
い
た
校
章

と
、
南
側
入
口
の
門
標
が
取
り
外
さ

れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
す
。

　
い
ま
校
庭
の
一
角
に
は
、
「
５

円
玉
の
碑
と
校
歌
の
碑
」
が
残
さ

れ
て
い
る
の
み
で
、
現
在
は
「
西

牧
防
災
ひ
ろ
ば
」
と
な
り
ま
し

た
。
と
き
と
し
て
シ
カ
の
足
跡
が

み
ら
れ
ま
す
。

①
五
円
玉
の
碑

　
五
円
玉
の
碑
の
下
に
「
町
民
之
建

下
仁
田
町
長
今
井
七
五
三
次
書
」
、

裏
面
に
「
昭
和
41
年
４
月
か
ら
昭
46

年
３
月
ま
で
町
民
一
世
帯
１
日
５
円

を
統
合
中
学
校
建
設
資
金
と
し
て
寄

附
す
る
　
昭
和
46
年
11
月
」
と
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
碑
の
裏
面
に
五
円
玉
の
碑
建
立

の
趣
旨
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
よ
う

に
、
町
民
の
尊
い
ご
寄
付
に
よ
っ

て
建
て
ら
れ
た
校
舎
で
し
た
が
解

体
さ
れ
ま
し
た
。

ま
い
ま
し
た
。

　
惜
し
ま
れ
た
の
は
、
体
育
館
脇
の

石
垣
に
は
め
込
ま
れ
て
い
た
校
章

と
、
南
側
入
口
の
門
標
が
取
り
外
さ

れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
で
す
。

　
い
ま
校
庭
の
一
角
に
は
、
「
５

円
玉
の
碑
と
校
歌
の
碑
」
が
残
さ

れ
て
い
る
の
み
で
、
現
在
は
「
西

牧
防
災
ひ
ろ
ば
」
と
な
り
ま
し

た
。
と
き
と
し
て
シ
カ
の
足
跡
が

み
ら
れ
ま
す
。

①
五
円
玉
の
碑

　
五
円
玉
の
碑
の
下
に
「
町
民
之
建

下
仁
田
町
長
今
井
七
五
三
次
書
」
、

裏
面
に
「
昭
和
41
年
４
月
か
ら
昭
46

年
３
月
ま
で
町
民
一
世
帯
１
日
５
円

を
統
合
中
学
校
建
設
資
金
と
し
て
寄

附
す
る
　
昭
和
46
年
11
月
」
と
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。

　
碑
の
裏
面
に
五
円
玉
の
碑
建
立

の
趣
旨
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
よ
う

に
、
町
民
の
尊
い
ご
寄
付
に
よ
っ

て
建
て
ら
れ
た
校
舎
で
し
た
が
解

体
さ
れ
ま
し
た
。

②
校
歌
の
碑

　
１
９
７
３
年
（
昭
和
48
）
に
校

舎
玄
関
前
に
建
立
さ
れ
ま
し
た

が
、
学
校
統
合
に
伴
っ
て
現
在
の

地
に
移
さ
れ
ま
し
た
。
碑
面
の
文

字
は
時
の
文
部
大
臣
稲
葉
　
修
氏

で
す
。
作
詞
は
地
元
の
並
木
富
太

郎
氏
、
作
曲
は
福
田
文
彦
氏
で

す
。

校
　
歌

並
木
富
太
郎
作
詞

荒
船
の
峰

　
映
え
わ
た
る

芽
立
ち
の
春
の

　
若
み
ど
り

眉
匂
や
か
に

　
研
修
の

望
は
も
え
て

　
雲
を
呼
ぶ

わ
れ
ら
西
中
学
の

　
願
い
は
る
か
に

　
　
ひ
と
す
じ
に

昭
和
四
十
七
年
十
一
月
三
日

文
部
大
臣
　
稲
葉
　
修
書

※
校
歌
が
作
成
さ
れ
た
当
時
は
、
西

牧
中
学
と
歌
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

１
９
６
６
年
（
昭
和
41
）
３
月
学
校

統
合
が
実
施
さ
れ
て
下
仁
田
町
立
西

中
学
校
と
改
称
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

時
校
歌
の
中
の
校
名
が
西
牧
中
学
か

ら
西
中
学
と
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

②
校
歌
の
碑

　
１
９
７
３
年
（
昭
和
48
）
に
校

舎
玄
関
前
に
建
立
さ
れ
ま
し
た

が
、
学
校
統
合
に
伴
っ
て
現
在
の

地
に
移
さ
れ
ま
し
た
。
碑
面
の
文

字
は
時
の
文
部
大
臣
稲
葉
　
修
氏

で
す
。
作
詞
は
地
元
の
並
木
富
太

郎
氏
、
作
曲
は
福
田
文
彦
氏
で

す
。

校
　
歌

並
木
富
太
郎
作
詞

荒
船
の
峰

　
映
え
わ
た
る

芽
立
ち
の
春
の

　
若
み
ど
り

眉
匂
や
か
に

　
研
修
の

望
は
も
え
て

　
雲
を
呼
ぶ

わ
れ
ら
西
中
学
の

　
願
い
は
る
か
に

　
　
ひ
と
す
じ
に

昭
和
四
十
七
年
十
一
月
三
日

文
部
大
臣
　
稲
葉
　
修
書

※
校
歌
が
作
成
さ
れ
た
当
時
は
、
西

牧
中
学
と
歌
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

１
９
６
６
年
（
昭
和
41
）
３
月
学
校

統
合
が
実
施
さ
れ
て
下
仁
田
町
立
西

中
学
校
と
改
称
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

時
校
歌
の
中
の
校
名
が
西
牧
中
学
か

ら
西
中
学
と
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

里
見
哲
夫

下
仁
田
西
中
学
校
跡
の
碑

下
仁
田
西
中
学
校
跡
の
碑

　
２
０
０
４
年
（
平
成
16
）
に
は
再

度
の
学
校
統
合
が
実
施
さ
れ
て
廃
校

と
な
り
ま
し
た
。
従
っ
て
校
歌
の
中

の
校
名
も
当
初
は
「
西
牧
中
学
」
と

歌
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
学
校
統
合

に
よ
っ
て
「
西
中
学
」
と
歌
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
て
、
同
窓
生
の
思

い
も
両
者
に
分
か
れ
て
い
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

③
立
志
の
碑
建
立

書
は
、
日
展
審
査
員
黒
澤
闊
（
春

来
）
先
生

昭
和
六
〇
年
建
立
　
山
田
石
材
刻

　
高
崎
市
古
関
実
氏
の
ご
芳
志
で

建
立
し
ま
し
た
。
下
仁
田
中
学
校

へ
の
合
併
に
よ
り
移
設
し
ま
し

た
。

　
２
０
０
４
年
（
平
成
16
）
に
は
再

度
の
学
校
統
合
が
実
施
さ
れ
て
廃
校

と
な
り
ま
し
た
。
従
っ
て
校
歌
の
中

の
校
名
も
当
初
は
「
西
牧
中
学
」
と

歌
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
学
校
統
合

に
よ
っ
て
「
西
中
学
」
と
歌
わ
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
て
、
同
窓
生
の
思

い
も
両
者
に
分
か
れ
て
い
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

③
立
志
の
碑
建
立

書
は
、
日
展
審
査
員
黒
澤
闊
（
春

来
）
先
生

昭
和
六
〇
年
建
立
　
山
田
石
材
刻

　
高
崎
市
古
関
実
氏
の
ご
芳
志
で

建
立
し
ま
し
た
。
下
仁
田
中
学
校

へ
の
合
併
に
よ
り
移
設
し
ま
し

た
。

廃
校
の
　庭
ヘ
リ
ポ
ー
ト
　広
場
へ
と

時
々
シ
カ
の
　足
跡
み
え
る

語り継がれる歴史語り継がれる歴史

①と②の碑①と②の碑

の
う
だ
ん
ら
く
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ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

　
今
年
度
、下
仁
田
中
学
校
の
３
年
生

は
、地
域
学
習
の
一
貫
で
、「
下
仁
田
の
良

さ
を
広
め
よ
う
」と
い
う
取
り
組
み
の
中

で
、「
自
然
」「
歴
史
」「
食
」「
街
づ
く
り
」な

ど
の
テ
ー
マ
を
絞
っ
た
チ
ラ
シ
作
り
に
挑

戦
し
て
く
れ
ま
し
た
。

 

チ
ラ
シ
制
作
に
あ
た
っ
て
は
、地
域
の
人

か
ら
話
を
聞
き
な
が
ら
す
す
め
ま
し
た
。

例
え
ば
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
O
B
の
沼

田
香
輝
さ
ん（『
一
番
』店
主
）か
ら
は「
移

住
者
か
ら
み
た
下
仁
田
の
お
も
し
ろ
さ
」

に
つ
い
て
、ま
た
、下
仁
田
町
観
光
案
内

所
の
職
員
か
ら
は
、「
下
仁
田
来
訪
者
が

ど
ん
な
こ
と
に
興
味
が
あ
る
か
」や「
チ

ラ
シ
作
り
の
工
夫
の
仕
方
」な
ど
を
聞
き

ま
し
た
。

 

そ
う
し
て
完
成
し
た
チ
ラ
シ
は
手
書
き

イ
ラ
ス
ト
満
載
の
個
性
豊
か
な
チ
ラ
シ
に

な
り
ま
し
た
。完
成
品
は
、下
仁
田
町
自

然
史
館
を
は
じ
め
、町
内
の
店
舗
や
施
設

に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。チ
ラ
シ
を
見
か

け
た
と
き
に
は
ぜ
ひ
手
に
取
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　
８
月
の
ジ
オ
の
日
は
大
桑
原
の
褶
曲

付
近
で
ジ
オ
の
日
の
美
化
活
動
を
行
い

ま
す
。皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

●
日
時
　
８
月
20
日（
金
）

午
前
６
時
30
分
か
ら

●
集
合
　
大
桑
原
の
褶
曲
　
周
辺

●
持
ち
物
　
軍
手
、長
靴
等
作
業
し
や

す
い
服
装

※
マ
ス
ク
着
用
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
ゴ
ミ
袋
、ゴ
ミ
挟
み
は
用
意
し
ま
す
。

※
清
掃
活
動
終
了
後
に
、ミ
ニ
ジ
オ
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

中
学
生
が
下
仁
田
を
紹
介
す
る

チ
ラ
シ
を
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

中
学
生
が
下
仁
田
を
紹
介
す
る

チ
ラ
シ
を
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ジ
オ
パ
ー
ク
は
９
月
で
10
周
年
!!

ジ
オ
パ
ー
ク
は
９
月
で
10
周
年
!!

行
事
案
内

下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
の
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

下
仁
田
町
自
然
史
館

●
開
館
時
間
　午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
半

●
休
館
日
　
毎
週
水
曜
日

●
問
い
合
わ
せ
　
☎
70
―
３
０
７
０

ジオパークHP

Facebook

ジオパーク推進だよりジオパーク推進だより 学校運営協議会学校運営協議会

　
地
域
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
下

仁
田
町
の
子
ど
も
た
ち
の
様
子
に
気

を
配
り
、
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ

き
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
先
日
、
令
和
３
年
度
第
１
回
学
校

運
営
協
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
委

員
の
皆
様
に
は
小
・
中
学
校
長
よ

り
、
学
校
運
営
の
基
本
方
針
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
、
下
仁
田
町
の
目
指

す
子
ど
も
達
の
姿
の
実
現
に
向
け

た
、
地
域
と
学
校
と
の
連
携
・
協
働

の
あ
り
方
に
つ
い
て
熟
議
い
た
だ
き

ま
し
た
。

●
学
校
運
営
協
議
会
委
員

（※

敬
称
略
）

氏
名

（
役
職
等
）

佐
俣
　
奨

（
区
長
会
長
）

神
戸
　
春
巳

（
民
生
児
童
委
員
協
議
会
長
）

今
井
　
真
教

（
青
少
年
育
成
推
進
員
連
絡
協
議
会
長
）

里
見
　
悦
子

（
更
生
保
護
女
性
会
長
）

佐
藤
　
肇

（
下
仁
田
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）

黒
沢
　
ひ
と
み

（
下
仁
田
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）

　
地
域
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
下

仁
田
町
の
子
ど
も
た
ち
の
様
子
に
気

を
配
り
、
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ

き
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
先
日
、
令
和
３
年
度
第
１
回
学
校

運
営
協
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
委

員
の
皆
様
に
は
小
・
中
学
校
長
よ

り
、
学
校
運
営
の
基
本
方
針
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
、
下
仁
田
町
の
目
指

す
子
ど
も
達
の
姿
の
実
現
に
向
け

た
、
地
域
と
学
校
と
の
連
携
・
協
働

の
あ
り
方
に
つ
い
て
熟
議
い
た
だ
き

ま
し
た
。

●
学
校
運
営
協
議
会
委
員

（※

敬
称
略
）

氏
名

（
役
職
等
）

佐
俣
　
奨

（
区
長
会
長
）

神
戸
　
春
巳

（
民
生
児
童
委
員
協
議
会
長
）

今
井
　
真
教

（
青
少
年
育
成
推
進
員
連
絡
協
議
会
長
）

里
見
　
悦
子

（
更
生
保
護
女
性
会
長
）

佐
藤
　
肇

（
下
仁
田
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）

黒
沢
　
ひ
と
み

（
下
仁
田
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）

富
岡
　
千
春

（
下
仁
田
小
学
校
長
）

山
田
　
知
利

（
下
仁
田
中
学
校
長
）

矢
島
　
正

（
群
馬
大
学
共
同
教
育
学
部
特
別
講
師
）

森
　
　
悦
志

（
前
下
仁
田
小
学
校
長
）

並
木
　
将
貴

（
教
育
課
公
民
館
係
長
）

　
昨
年
度
よ
り
学
校
運
営
協
議
会
に

お
い
て
計
画
さ
れ
て
き
た
見
守
り
活

動
が
、
６
月
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
バ
ス
停
か
ら
学
校
ま
で

の
通
学
路
の
安
全
確
保
と
い
う
、
小

中
学
校
の
課
題
を
受
け
、
学
校
運
営

協
議
会
に
お
い
て
熟
議
さ
れ
計
画
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　
学
校
運
営
協
議
会
で
は
、
地
域
の

子
ど
も
達
は
地
域
で
も
育
て
て
い
こ

う
と
い
う
理
念
の
下
、
こ
の
課
題
を

ま
ず
は
地
域
の
方
々
に
自
分
事
と
し

て
捉
え
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
だ

と
考
え
、
活
動
を
通
し
て
課
題
を
地

域
の
方
々
と
共
有
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
見
守
り
活
動
に
は
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

富
岡
　
千
春

（
下
仁
田
小
学
校
長
）

山
田
　
知
利

（
下
仁
田
中
学
校
長
）

矢
島
　
正

（
群
馬
大
学
共
同
教
育
学
部
特
別
講
師
）

森
　
　
悦
志

（
前
下
仁
田
小
学
校
長
）

並
木
　
将
貴

（
教
育
課
公
民
館
係
長
）

　
昨
年
度
よ
り
学
校
運
営
協
議
会
に

お
い
て
計
画
さ
れ
て
き
た
見
守
り
活

動
が
、
６
月
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
バ
ス
停
か
ら
学
校
ま
で

の
通
学
路
の
安
全
確
保
と
い
う
、
小

中
学
校
の
課
題
を
受
け
、
学
校
運
営

協
議
会
に
お
い
て
熟
議
さ
れ
計
画
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　
学
校
運
営
協
議
会
で
は
、
地
域
の

子
ど
も
達
は
地
域
で
も
育
て
て
い
こ

う
と
い
う
理
念
の
下
、
こ
の
課
題
を

ま
ず
は
地
域
の
方
々
に
自
分
事
と
し

て
捉
え
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
だ

と
考
え
、
活
動
を
通
し
て
課
題
を
地

域
の
方
々
と
共
有
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
見
守
り
活
動
に
は
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

本
部
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
本
部
・
民
生

児
童
委
員
・
区
長
会
　
更
生
保
護
女

性
会
・
下
仁
田
町
社
会
教
育
委
員
・

富
岡
警
察
署
下
仁
田
交
番
の
他
、
朝

の
通
勤
途
中
や
犬
の
お
散
歩
の
途
中

に
参
加
し
て
く
だ
さ
る
方
な
ど
、
の

べ
３
９
３
人
の
方
々
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は

「
道
幅
が
狭
い
の
で
、
子
ど
も
達
は

周
り
に
気
を
配
り
な
が
ら
歩
か
な
い

と
い
け
な
い
の
で
と
て
も
大
変
だ
と

思
っ
た
」
「
十
字
路
が
危
険
だ
と
感

じ
た
」
と
い
う
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
「
た
く
さ
ん
の
子
ど
も

達
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
元
気
を
も

ら
っ
た
」
「
登
校
風
景
を
見
る
機
会

が
な
か
っ
た
の
で
、
参
加
で
き
て
良

か
っ
た
で
す
」
等
、
子
ど
も
達
を
身

近
に
感
じ
る
機
会
と
な
っ
た
と
い
う

感
想
も
数
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
児
童
・
生
徒
か
ら
は
「
大
き

な
声
で
、
目
を
見
て
、
元
気
に
あ
い

さ
つ
す
る
。
ち
い
き
の
人
に
、
あ
ま

り
し
ん
ぱ
い
を
か
け
な
い
よ
う
に
す

る
」
「
み
ん
な
に
『
わ
た
し
は
元
気

だ
よ
』
と
思
わ
れ
る
よ
う
に
、
元
気

に
大
き
な
声
で
あ
い
さ
つ
を
し
っ
か

り
す
る
」
「
こ
れ
ま
で
よ
り
も
、
地

域
の
人
と
の
会
話
が
増
え
、
地
域
の

人
の
温
か
さ
を
感
じ
た
」
「
地
域
の

皆
さ
ん
が
見
守
り
を
し
て
く
れ
た
り

挨
拶
を
し
て
く
れ
る
の
で
う
れ
し
い

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
」
等
、
自
分

の
挨
拶
を
振
り
返
っ
た
り
、
地
域
の

方
と
の
触
れ
合
う
良
さ
を
感
じ
る
こ

本
部
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
本
部
・
民
生

児
童
委
員
・
区
長
会
　
更
生
保
護
女

性
会
・
下
仁
田
町
社
会
教
育
委
員
・

富
岡
警
察
署
下
仁
田
交
番
の
他
、
朝

の
通
勤
途
中
や
犬
の
お
散
歩
の
途
中

に
参
加
し
て
く
だ
さ
る
方
な
ど
、
の

べ
３
９
３
人
の
方
々
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は

「
道
幅
が
狭
い
の
で
、
子
ど
も
達
は

周
り
に
気
を
配
り
な
が
ら
歩
か
な
い

と
い
け
な
い
の
で
と
て
も
大
変
だ
と

思
っ
た
」
「
十
字
路
が
危
険
だ
と
感

じ
た
」
と
い
う
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
「
た
く
さ
ん
の
子
ど
も

達
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
元
気
を
も

ら
っ
た
」
「
登
校
風
景
を
見
る
機
会

が
な
か
っ
た
の
で
、
参
加
で
き
て
良

か
っ
た
で
す
」
等
、
子
ど
も
達
を
身

近
に
感
じ
る
機
会
と
な
っ
た
と
い
う

感
想
も
数
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
児
童
・
生
徒
か
ら
は
「
大
き

な
声
で
、
目
を
見
て
、
元
気
に
あ
い

さ
つ
す
る
。
ち
い
き
の
人
に
、
あ
ま

り
し
ん
ぱ
い
を
か
け
な
い
よ
う
に
す

る
」
「
み
ん
な
に
『
わ
た
し
は
元
気

だ
よ
』
と
思
わ
れ
る
よ
う
に
、
元
気

に
大
き
な
声
で
あ
い
さ
つ
を
し
っ
か

り
す
る
」
「
こ
れ
ま
で
よ
り
も
、
地

域
の
人
と
の
会
話
が
増
え
、
地
域
の

人
の
温
か
さ
を
感
じ
た
」
「
地
域
の

皆
さ
ん
が
見
守
り
を
し
て
く
れ
た
り

挨
拶
を
し
て
く
れ
る
の
で
う
れ
し
い

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
」
等
、
自
分

の
挨
拶
を
振
り
返
っ
た
り
、
地
域
の

方
と
の
触
れ
合
う
良
さ
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
体

験
が
、
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心
情
を

育
む
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ご
参

加
い
た
だ
い
た
皆
様
に
心
か
ら
感
謝

い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
参
加
者
と
生
徒
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か

ら
は
、
こ
の
活
動
を
「
継
続
し
て
ほ
し

い
」
と
い
う
ご
意
見
を
多
数
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
学
校
運
営
協
議

会
で
の
熟
議
の
結
果
、
２
学
期
中
に
第

２
回
の
実
施
を
目
標
に
準
備
を
進
め
る

運
び
と
な
り
ま
し
た
。
　

　
そ
の
際
に
は
、
あ
ら
た
め
て
地
域

の
方
の
ご
協
力
・
ご
参
加
を
お
願
い

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
下
仁
田
町
の
子
ど
も
達
の
た
め

に
、
「
で
き
る
こ
と
を
」
「
で
き
る

と
き
に
」
「
で
き
る
だ
け
」
あ
な
た

の
お
力
を
お
貸
し
い
た
だ
き
た
く
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
教
育
課
生
涯
学
習
係

☎
82
―
２
１
１
５

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
体

験
が
、
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心
情
を

育
む
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ご
参

加
い
た
だ
い
た
皆
様
に
心
か
ら
感
謝

い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
参
加
者
と
生
徒
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か

ら
は
、
こ
の
活
動
を
「
継
続
し
て
ほ
し

い
」
と
い
う
ご
意
見
を
多
数
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
学
校
運
営
協
議

会
で
の
熟
議
の
結
果
、
２
学
期
中
に
第

２
回
の
実
施
を
目
標
に
準
備
を
進
め
る

運
び
と
な
り
ま
し
た
。
　

　
そ
の
際
に
は
、
あ
ら
た
め
て
地
域

の
方
の
ご
協
力
・
ご
参
加
を
お
願
い

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
下
仁
田
町
の
子
ど
も
達
の
た
め

に
、
「
で
き
る
こ
と
を
」
「
で
き
る

と
き
に
」
「
で
き
る
だ
け
」
あ
な
た

の
お
力
を
お
貸
し
い
た
だ
き
た
く
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
教
育
課
生
涯
学
習
係

☎
82
―
２
１
１
５

令
和
３
年
度

第
１
回
下
仁
田
町
学
校
運
営
協
議
会

第
１
回
　
下
仁
田
町
の
子
ど
も

た
ち
の
安
全
を
地
域
の
目
で
見

守
ろ
う
活
動
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ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

ジ
オ
パ
ー
ク
推
進
だ
よ
り

　
今
年
度
、下
仁
田
中
学
校
の
３
年
生

は
、地
域
学
習
の
一
貫
で
、「
下
仁
田
の
良

さ
を
広
め
よ
う
」と
い
う
取
り
組
み
の
中

で
、「
自
然
」「
歴
史
」「
食
」「
街
づ
く
り
」な

ど
の
テ
ー
マ
を
絞
っ
た
チ
ラ
シ
作
り
に
挑

戦
し
て
く
れ
ま
し
た
。

 

チ
ラ
シ
制
作
に
あ
た
っ
て
は
、地
域
の
人

か
ら
話
を
聞
き
な
が
ら
す
す
め
ま
し
た
。

例
え
ば
、地
域
お
こ
し
協
力
隊
O
B
の
沼

田
香
輝
さ
ん（『
一
番
』店
主
）か
ら
は「
移

住
者
か
ら
み
た
下
仁
田
の
お
も
し
ろ
さ
」

に
つ
い
て
、ま
た
、下
仁
田
町
観
光
案
内

所
の
職
員
か
ら
は
、「
下
仁
田
来
訪
者
が

ど
ん
な
こ
と
に
興
味
が
あ
る
か
」や「
チ

ラ
シ
作
り
の
工
夫
の
仕
方
」な
ど
を
聞
き

ま
し
た
。

 

そ
う
し
て
完
成
し
た
チ
ラ
シ
は
手
書
き

イ
ラ
ス
ト
満
載
の
個
性
豊
か
な
チ
ラ
シ
に

な
り
ま
し
た
。完
成
品
は
、下
仁
田
町
自

然
史
館
を
は
じ
め
、町
内
の
店
舗
や
施
設

に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。チ
ラ
シ
を
見
か

け
た
と
き
に
は
ぜ
ひ
手
に
取
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。

　
８
月
の
ジ
オ
の
日
は
大
桑
原
の
褶
曲

付
近
で
ジ
オ
の
日
の
美
化
活
動
を
行
い

ま
す
。皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

●
日
時
　
８
月
20
日（
金
）

午
前
６
時
30
分
か
ら

●
集
合
　
大
桑
原
の
褶
曲
　
周
辺

●
持
ち
物
　
軍
手
、長
靴
等
作
業
し
や

す
い
服
装

※
マ
ス
ク
着
用
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

※
ゴ
ミ
袋
、ゴ
ミ
挟
み
は
用
意
し
ま
す
。

※
清
掃
活
動
終
了
後
に
、ミ
ニ
ジ
オ
講
座

を
開
催
し
ま
す
。

中
学
生
が
下
仁
田
を
紹
介
す
る

チ
ラ
シ
を
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

中
学
生
が
下
仁
田
を
紹
介
す
る

チ
ラ
シ
を
作
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

ジ
オ
パ
ー
ク
は
９
月
で
10
周
年
!!

ジ
オ
パ
ー
ク
は
９
月
で
10
周
年
!!

行
事
案
内

下
仁
田
ジ
オ
パ
ー
ク
の
会

か
ら
の
お
知
ら
せ

下
仁
田
町
自
然
史
館

●
開
館
時
間
　午
前
9
時
か
ら
午
後
4
時
半

●
休
館
日
　
毎
週
水
曜
日

●
問
い
合
わ
せ
　
☎
70
―
３
０
７
０

ジオパークHP

Facebook

ジオパーク推進だよりジオパーク推進だより 学校運営協議会学校運営協議会

　
地
域
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
下

仁
田
町
の
子
ど
も
た
ち
の
様
子
に
気

を
配
り
、
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ

き
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
先
日
、
令
和
３
年
度
第
１
回
学
校

運
営
協
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
委

員
の
皆
様
に
は
小
・
中
学
校
長
よ

り
、
学
校
運
営
の
基
本
方
針
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
、
下
仁
田
町
の
目
指

す
子
ど
も
達
の
姿
の
実
現
に
向
け

た
、
地
域
と
学
校
と
の
連
携
・
協
働

の
あ
り
方
に
つ
い
て
熟
議
い
た
だ
き

ま
し
た
。

●
学
校
運
営
協
議
会
委
員

（※

敬
称
略
）

氏
名

（
役
職
等
）

佐
俣
　
奨

（
区
長
会
長
）

神
戸
　
春
巳

（
民
生
児
童
委
員
協
議
会
長
）

今
井
　
真
教

（
青
少
年
育
成
推
進
員
連
絡
協
議
会
長
）

里
見
　
悦
子

（
更
生
保
護
女
性
会
長
）

佐
藤
　
肇

（
下
仁
田
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）

黒
沢
　
ひ
と
み

（
下
仁
田
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）

　
地
域
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
下

仁
田
町
の
子
ど
も
た
ち
の
様
子
に
気

を
配
り
、
温
か
く
見
守
っ
て
い
た
だ

き
、
大
変
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

　
先
日
、
令
和
３
年
度
第
１
回
学
校

運
営
協
議
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。
委

員
の
皆
様
に
は
小
・
中
学
校
長
よ

り
、
学
校
運
営
の
基
本
方
針
に
つ
い

て
説
明
を
受
け
、
下
仁
田
町
の
目
指

す
子
ど
も
達
の
姿
の
実
現
に
向
け

た
、
地
域
と
学
校
と
の
連
携
・
協
働

の
あ
り
方
に
つ
い
て
熟
議
い
た
だ
き

ま
し
た
。

●
学
校
運
営
協
議
会
委
員

（※

敬
称
略
）

氏
名

（
役
職
等
）

佐
俣
　
奨

（
区
長
会
長
）

神
戸
　
春
巳

（
民
生
児
童
委
員
協
議
会
長
）

今
井
　
真
教

（
青
少
年
育
成
推
進
員
連
絡
協
議
会
長
）

里
見
　
悦
子

（
更
生
保
護
女
性
会
長
）

佐
藤
　
肇

（
下
仁
田
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）

黒
沢
　
ひ
と
み

（
下
仁
田
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
）

富
岡
　
千
春

（
下
仁
田
小
学
校
長
）

山
田
　
知
利

（
下
仁
田
中
学
校
長
）

矢
島
　
正

（
群
馬
大
学
共
同
教
育
学
部
特
別
講
師
）

森
　
　
悦
志

（
前
下
仁
田
小
学
校
長
）

並
木
　
将
貴

（
教
育
課
公
民
館
係
長
）

　
昨
年
度
よ
り
学
校
運
営
協
議
会
に

お
い
て
計
画
さ
れ
て
き
た
見
守
り
活

動
が
、
６
月
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
バ
ス
停
か
ら
学
校
ま
で

の
通
学
路
の
安
全
確
保
と
い
う
、
小

中
学
校
の
課
題
を
受
け
、
学
校
運
営

協
議
会
に
お
い
て
熟
議
さ
れ
計
画
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　
学
校
運
営
協
議
会
で
は
、
地
域
の

子
ど
も
達
は
地
域
で
も
育
て
て
い
こ

う
と
い
う
理
念
の
下
、
こ
の
課
題
を

ま
ず
は
地
域
の
方
々
に
自
分
事
と
し

て
捉
え
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
だ

と
考
え
、
活
動
を
通
し
て
課
題
を
地

域
の
方
々
と
共
有
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
見
守
り
活
動
に
は
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

富
岡
　
千
春

（
下
仁
田
小
学
校
長
）

山
田
　
知
利

（
下
仁
田
中
学
校
長
）

矢
島
　
正

（
群
馬
大
学
共
同
教
育
学
部
特
別
講
師
）

森
　
　
悦
志

（
前
下
仁
田
小
学
校
長
）

並
木
　
将
貴

（
教
育
課
公
民
館
係
長
）

　
昨
年
度
よ
り
学
校
運
営
協
議
会
に

お
い
て
計
画
さ
れ
て
き
た
見
守
り
活

動
が
、
６
月
に
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
活
動
は
バ
ス
停
か
ら
学
校
ま
で

の
通
学
路
の
安
全
確
保
と
い
う
、
小

中
学
校
の
課
題
を
受
け
、
学
校
運
営

協
議
会
に
お
い
て
熟
議
さ
れ
計
画
さ

れ
た
も
の
で
す
。

　
学
校
運
営
協
議
会
で
は
、
地
域
の

子
ど
も
達
は
地
域
で
も
育
て
て
い
こ

う
と
い
う
理
念
の
下
、
こ
の
課
題
を

ま
ず
は
地
域
の
方
々
に
自
分
事
と
し

て
捉
え
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
だ

と
考
え
、
活
動
を
通
し
て
課
題
を
地

域
の
方
々
と
共
有
す
る
こ
と
を
目
指

し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
見
守
り
活
動
に
は
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

本
部
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
本
部
・
民
生

児
童
委
員
・
区
長
会
　
更
生
保
護
女

性
会
・
下
仁
田
町
社
会
教
育
委
員
・

富
岡
警
察
署
下
仁
田
交
番
の
他
、
朝

の
通
勤
途
中
や
犬
の
お
散
歩
の
途
中

に
参
加
し
て
く
だ
さ
る
方
な
ど
、
の

べ
３
９
３
人
の
方
々
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は

「
道
幅
が
狭
い
の
で
、
子
ど
も
達
は

周
り
に
気
を
配
り
な
が
ら
歩
か
な
い

と
い
け
な
い
の
で
と
て
も
大
変
だ
と

思
っ
た
」
「
十
字
路
が
危
険
だ
と
感

じ
た
」
と
い
う
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
「
た
く
さ
ん
の
子
ど
も

達
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
元
気
を
も

ら
っ
た
」
「
登
校
風
景
を
見
る
機
会

が
な
か
っ
た
の
で
、
参
加
で
き
て
良

か
っ
た
で
す
」
等
、
子
ど
も
達
を
身

近
に
感
じ
る
機
会
と
な
っ
た
と
い
う

感
想
も
数
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
児
童
・
生
徒
か
ら
は
「
大
き

な
声
で
、
目
を
見
て
、
元
気
に
あ
い

さ
つ
す
る
。
ち
い
き
の
人
に
、
あ
ま

り
し
ん
ぱ
い
を
か
け
な
い
よ
う
に
す

る
」
「
み
ん
な
に
『
わ
た
し
は
元
気

だ
よ
』
と
思
わ
れ
る
よ
う
に
、
元
気

に
大
き
な
声
で
あ
い
さ
つ
を
し
っ
か

り
す
る
」
「
こ
れ
ま
で
よ
り
も
、
地

域
の
人
と
の
会
話
が
増
え
、
地
域
の

人
の
温
か
さ
を
感
じ
た
」
「
地
域
の

皆
さ
ん
が
見
守
り
を
し
て
く
れ
た
り

挨
拶
を
し
て
く
れ
る
の
で
う
れ
し
い

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
」
等
、
自
分

の
挨
拶
を
振
り
返
っ
た
り
、
地
域
の

方
と
の
触
れ
合
う
良
さ
を
感
じ
る
こ

本
部
・
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
本
部
・
民
生

児
童
委
員
・
区
長
会
　
更
生
保
護
女

性
会
・
下
仁
田
町
社
会
教
育
委
員
・

富
岡
警
察
署
下
仁
田
交
番
の
他
、
朝

の
通
勤
途
中
や
犬
の
お
散
歩
の
途
中

に
参
加
し
て
く
だ
さ
る
方
な
ど
、
の

べ
３
９
３
人
の
方
々
に
参
加
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は

「
道
幅
が
狭
い
の
で
、
子
ど
も
達
は

周
り
に
気
を
配
り
な
が
ら
歩
か
な
い

と
い
け
な
い
の
で
と
て
も
大
変
だ
と

思
っ
た
」
「
十
字
路
が
危
険
だ
と
感

じ
た
」
と
い
う
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
ま
た
「
た
く
さ
ん
の
子
ど
も

達
を
見
る
こ
と
が
で
き
て
元
気
を
も

ら
っ
た
」
「
登
校
風
景
を
見
る
機
会

が
な
か
っ
た
の
で
、
参
加
で
き
て
良

か
っ
た
で
す
」
等
、
子
ど
も
達
を
身

近
に
感
じ
る
機
会
と
な
っ
た
と
い
う

感
想
も
数
多
く
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
児
童
・
生
徒
か
ら
は
「
大
き

な
声
で
、
目
を
見
て
、
元
気
に
あ
い

さ
つ
す
る
。
ち
い
き
の
人
に
、
あ
ま

り
し
ん
ぱ
い
を
か
け
な
い
よ
う
に
す

る
」
「
み
ん
な
に
『
わ
た
し
は
元
気

だ
よ
』
と
思
わ
れ
る
よ
う
に
、
元
気

に
大
き
な
声
で
あ
い
さ
つ
を
し
っ
か

り
す
る
」
「
こ
れ
ま
で
よ
り
も
、
地

域
の
人
と
の
会
話
が
増
え
、
地
域
の

人
の
温
か
さ
を
感
じ
た
」
「
地
域
の

皆
さ
ん
が
見
守
り
を
し
て
く
れ
た
り

挨
拶
を
し
て
く
れ
る
の
で
う
れ
し
い

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
」
等
、
自
分

の
挨
拶
を
振
り
返
っ
た
り
、
地
域
の

方
と
の
触
れ
合
う
良
さ
を
感
じ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
体

験
が
、
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心
情
を

育
む
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ご
参

加
い
た
だ
い
た
皆
様
に
心
か
ら
感
謝

い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
参
加
者
と
生
徒
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か

ら
は
、
こ
の
活
動
を
「
継
続
し
て
ほ
し

い
」
と
い
う
ご
意
見
を
多
数
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
学
校
運
営
協
議

会
で
の
熟
議
の
結
果
、
２
学
期
中
に
第

２
回
の
実
施
を
目
標
に
準
備
を
進
め
る

運
び
と
な
り
ま
し
た
。
　

　
そ
の
際
に
は
、
あ
ら
た
め
て
地
域

の
方
の
ご
協
力
・
ご
参
加
を
お
願
い

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
下
仁
田
町
の
子
ど
も
達
の
た
め

に
、
「
で
き
る
こ
と
を
」
「
で
き
る

と
き
に
」
「
で
き
る
だ
け
」
あ
な
た

の
お
力
を
お
貸
し
い
た
だ
き
た
く
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
教
育
課
生
涯
学
習
係

☎
82
―
２
１
１
５

と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
う
い
っ
た
体

験
が
、
ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心
情
を

育
む
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
ご
参

加
い
た
だ
い
た
皆
様
に
心
か
ら
感
謝

い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
し
た
。

　
参
加
者
と
生
徒
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か

ら
は
、
こ
の
活
動
を
「
継
続
し
て
ほ
し

い
」
と
い
う
ご
意
見
を
多
数
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
れ
を
受
け
学
校
運
営
協
議

会
で
の
熟
議
の
結
果
、
２
学
期
中
に
第

２
回
の
実
施
を
目
標
に
準
備
を
進
め
る

運
び
と
な
り
ま
し
た
。
　

　
そ
の
際
に
は
、
あ
ら
た
め
て
地
域

の
方
の
ご
協
力
・
ご
参
加
を
お
願
い

す
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
、
下
仁
田
町
の
子
ど
も
達
の
た
め

に
、
「
で
き
る
こ
と
を
」
「
で
き
る

と
き
に
」
「
で
き
る
だ
け
」
あ
な
た

の
お
力
を
お
貸
し
い
た
だ
き
た
く
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
教
育
課
生
涯
学
習
係

☎
82
―
２
１
１
５

令
和
３
年
度

第
１
回
下
仁
田
町
学
校
運
営
協
議
会

第
１
回
　
下
仁
田
町
の
子
ど
も

た
ち
の
安
全
を
地
域
の
目
で
見

守
ろ
う
活
動
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知
ら
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知
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SHIMONITA　INFORMATION

広
報しもにた

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　　
こ
の
事
業
は
、
先
の
大
戦
で
父
等

を
亡
く
し
た
戦
没
者
の
遺
児
を
対

象
と
し
て
、
父
等
の
戦
没
し
た
旧
戦

域
を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
同
地
域
の
住
民
と
友
好

親
善
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。費
用
は
、
参
加
費
と
し

て
10
万
円
で
す
。

　
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
日
本

遺
族
会
事
務
局

☎
０
３
―
3
2
6
1
―
5
5
2
1

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
今
回
で
5
度
目
の
開
催
と
な
る

「
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
ト
ミ
オ
カ

2
0
2
1
」
は
、
作
品
展
を
と
お
し

て
多
く
の
方
々
に
様
々
な
障
害
に

つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

き
、
創
作
活
動
の
感
動
や
喜
び
を
実

感
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　
絵
画
創
作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も

企
画
し
て
お
り
ま
す
。い
ず
れ
も
入

場
は
無
料
で
す
。

●
芸
術
作
品
展
覧
会
　
富
岡
市
立

美
術
館
　
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

8
月
21
日
（
土
）〜
8
月
26
日
（
木
）

※
8
月
23
日
休
館
日

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

●
絵
画
創
作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
　
　

富
岡
市
立
美
術
館
　
創
作
室

8
月
21
日（
土
）　
午
前
10
時
〜

午
後
4
時

○
内
容
　
手
す
き
和
紙
作
り

当
日
電
話
予
約
必
要

☎
0
7
0
―
3
9
8
8
―
8
9
2
3

●
主
催

富
岡
地
域
自
立
支
援
協
議
会

●
問
い
合
わ
せ

相
談
支
援
事
業
所
・
地
域
活
動
支

　
乳
幼
児
健
診
等
の
た
め
、
8
月
27

日（
金
）の
午
後
、
小
児
科
医
師
が
不

在
に
な
る
時
間
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
厚
生
病
院

☎
82
―
３
５
５
５

　
下
仁
田
町
で
は
土
砂
等
に
よ
る

土
地
の
埋
立
て
等
に
対
し
て
一
定

の
規
模
を
超
え
た
場
合
に
は
申
請

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
根
拠
条
例

　
下
仁
田
町
土
砂
等
に
よ
る
埋
立

て
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例

●
申
請
が
必
要
な
面
積

　
５
０
０
㎡
以
上
〜
３
，
０
０
０
㎡

未
満
（
３
，
０
０
０
㎡
以
上
は
県
へ

の
申
請
と
な
り
ま
す
）

●
申
請
手
数
料

１
件
３
０
，０
０
０
円

※
詳
細
は
保
健
課（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

環
境
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　「
燃
え
な
い
ゴ
ミ
の
収
集
日
」
に

お
住
い
の
地
域
の
収
集
場
所
に
出

し
て
下
さ
い
。

　
乾
電
池
、
体
温
計
は
中
身
が
見
え

る
透
明
な
袋
に
分
け
て
入
れ
、
氏
名

を
書
い
て
出
し
て
下
さ
い
。

　
蛍
光
管
は
束
ね
る
か
（
束
ね
た
も

の
に
は
氏
名
を
記
入
）、
透
明
な
袋

に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。割
れ

た
蛍
光
管
や
電
球
は
、
燃
え
な
い
ご

み
袋
に
入
れ
て
出
し
て
下
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

甘
楽
西
部
環
境
衛
生
施
設
組
合
（
下

仁
田
町
役
場
内
）☎
64
―
8
8
1
1

●
日
時
　
９
月
５
日（
日
）

午
前
８
時
30
分
集
合

雨
天
の
場
合
は
９
月
12
日（
日
）

●
会
場
　
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド

●
参
加
資
格

町
内
在
住
・
在
勤
者
・
在
学
者

●
種
目

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
・
女
子
シ
ン
グ

ル
ス
・
初
心
者
ダ
ブ
ル
ス

●
申
込
み
期
限

大
会
当
日
午
前
８
時
30
分
ま
で

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
状
況
に
よ
り
、大
会
を
中
止
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

援
セ
ン
タ
ー「
み
の
り
」

☎
0
2
7
4
―
89
―
2
0
1
4
　

℻
0
2
7
4
―
67
―
1
1
0
4

　
教
育
委
員
会
で
は
、
旧
小
坂
小
学

校
2
階
を
教
育
資
料
館
と
し
て
、
町

内
各
小
学
校
の
廃
校
に
よ
る
教
育

関
係
資
料
を
収
集
・
整
理
、保
管
し
、

公
開
し
て
い
ま
す
。公
開
は
平
日
の

み
で
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
の

間
と
な
り
ま
す
が
、
ど
な
た
で
も
無

料
で
見
学
が
で
き
ま
す
。ま
た
、
見

学
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。見
学
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
申
し
込
み

を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

教
育
課 

学
校
教
育
係

☎
82
―
2
1
1
5

　
８
月
13
日
（
金
）
か
ら
15
日
（
日
）

ま
で
、
お
盆
休
暇
の
た
め
「
し
尿
収

集
業
務
」
を
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。ま
た
、
こ
の
時
期
は
収
集
依
頼

が
混
み
合
い
ま
す
の
で
、
お
早
め
に

業
者
に
連
絡
し
て
下
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

㈲
荒
船
環
境
興
業
　
☎
84
―
3
4
7
1

㈲
下
南
興
業
社
　
☎
82
―
3
0
1
9

●
問
い
合
わ
せ
　保
健
課
（
保
健
セ

ン
タ
ー
）環
境
係

☎
82
―
５
４
９
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
70
―
３
０
１
３

　
苦
情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

る
が
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ

か
ら
な
い
、
国
な
ど
の
行
政
機
関
や

公
団
な
ど
の
特
殊
法
人
が
行
っ
て

い
る
仕
事
に
対
す
る
苦
情
や
意
見

を
言
い
た
い
な
ど
の
相
談
に
行
政

相
談
委
員
が
応
じ
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

※
心
配
ご
と
相
談
も
同
時
開
催

●
日
時
　
８
月
３
日
、

９
月
７
日（
毎
月
第
1
火
曜
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

●
場
所

下
仁
田
町
公
民
館
３
階
相
談
室

●
問
い
合
わ
せ
　総
務
課
行
政
係

☎
82
―
２
１
１
０（
総
務
課
直
通
）

※
相
談
の
際
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
状
況
に
よ
っ
て
は
、中
止
と

●
問
い
合
わ
せ
　体
協
事
務
局
（
教

育
委
員
会
内
）

☎
82
―
２
１
１
５（
内
線
７
１
４
）

　
県
が
実
施
す
る
「
地
下
水
質
概
況

調
査
」
の
調
査
井
戸
を
選
定
す
る
た

め
町
へ
、「
井
戸
所
有
世
帯
」に
つ
い

て
の
調
査
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。現

在
、「
井
戸
」の
所
有
者
で
井
戸
水
の

水
質
検
査
に
関
心
の
あ
る
人
が
、
こ

の
機
会
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

井
戸
水
の
安
全
性
な
ど
が
無
料
で

調
査
で
き
ま
す
。希
望
さ
れ
る
人

は
、
保
健
課
環
境
係
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

●
対
象
世
帯

　
井
戸
の
所
在
地
が
、大
字
下
仁
田
・

大
字
川
井
・
大
字
吉
崎
・
大
字
栗
山
・

大
字
馬
山
・
大
字
白
山
・
大
字
下
小

坂
・
大
字
大
桑
原
・
大
字
青
倉
地
内

に
あ
り
、
過
去
に
こ
の
調
査
を
さ
れ

て
な
い
人
。（
一
部
対
象
区
域
に
入
ら

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。）

●
連
絡
期
限
　
令
和
３
年
８
日
25

日（
水
）

●
連
絡
先
　
保
健
課
環
境
係
（
保
健

セ
ン
タ
ー
内
）　
☎
82
―
５
４
９
０

●
問
い
合
わ
せ
　「地
下
水
質
概
況

調
査
」
に
つ
い
て
　
群
馬
県
西
部
環

境
森
林
事
務
所
　
☎
０
２
７
―
３

２
３
―
５
５
３
０

※

夜
間
（
午
後
７
時
ま
で
）
薬
局

と
連
絡
を
取
り
た
い
場
合
、
休
日

は
当
番
薬
局
へ
、
平
日
は
か
か
り

つ
け
薬
局
へ
お
願
い
致
し
ま
す
。

下
仁
田
厚
生
病
院

☎
82
―
３
５
５
５

公
立
富
岡
総
合
病
院

☎
63
―
２
１
１
１

医
師
会
休
日
診
療
所

☎
64
―
１
９
３
９

口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
62
―
１
７
０
６

公
立
七
日
市
病
院

☎
62
―
５
１
０
０

ウ
エ
ル
シ
ア
下
仁
田
店

☎
60
―
３
８
８
６
℻
60
―
３
８
８
７

大
井
田
薬
局
下
仁
田
本
店

☎
82
―
３
２
２
７
℻
82
―
３
４
７
５

カ
シ
ワ
ヤ
薬
局

☎
82
―
２
０
３
７
℻
82
―
６
４
０
９

下
仁
田
調
剤
薬
局

☎
70
―
３
５
３
５
℻
70
―
３
５
３
６

鈴
薬
局
下
仁
田
店

☎
60
―
３
０
８
８
℻
60
―
３
０
８
９

私
有
地
へ
の
土
砂
の
搬
入

（
埋
立
て・盛
土
）に
は
申
請
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す

９
月
は
、乾
電
池
、体
温
計
、

蛍
光
管
の
収
集
月
で
す
。

町
民
テ
ニ
ス
大
会

「
井
戸
所
有
世
帯
」の
調
査
に

つ
い
て

行
政
相
談

日
本
遺
族
会
は
、

「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊

友
好
親
善
事
業
」の
参
加
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

旧
小
坂
小
学
校
2
階
教
育

資
料
館
―
公
開
の
お
知
ら
せ

し
尿
収
集
運
搬
業
務
休
業
に

つ
い
て
お
知
ら
せ

お知らせ版お知らせ版
■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　　☎82-5490　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

ア
ー
ル・ブ
リ
ュッ
ト 

ト
ミ
オ
カ 

2
0
2
1
　

（
甘
楽
富
岡
地
域
の
障
害
者
の

方
の
作
品
展
覧
会
）

薬
剤
師
会
休
日・夜
間
当
番
表

８
月９８15

９
月23

22

1220

ウ
エ
ル
シ
ア
下
仁
田
店

大
井
田
薬
局
下
仁
田
本
店

カ
シ
ワ
ヤ
薬
局

下
仁
田
調
剤
薬
局

鈴
薬
局
下
仁
田
店

19

１
・
29

５
・
26
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お
知
ら
せ
版

お
知
ら
せ
版

SHIMONITA　INFORMATION

広
報しもにた

な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　　
こ
の
事
業
は
、
先
の
大
戦
で
父
等

を
亡
く
し
た
戦
没
者
の
遺
児
を
対

象
と
し
て
、
父
等
の
戦
没
し
た
旧
戦

域
を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
同
地
域
の
住
民
と
友
好

親
善
を
は
か
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。費
用
は
、
参
加
費
と
し

て
10
万
円
で
す
。

　
詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
日
本

遺
族
会
事
務
局

☎
０
３
―
3
2
6
1
―
5
5
2
1

ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

　
今
回
で
5
度
目
の
開
催
と
な
る

「
ア
ー
ル
・
ブ
リ
ュ
ッ
ト
ト
ミ
オ
カ

2
0
2
1
」
は
、
作
品
展
を
と
お
し

て
多
く
の
方
々
に
様
々
な
障
害
に

つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

き
、
創
作
活
動
の
感
動
や
喜
び
を
実

感
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　
絵
画
創
作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
も

企
画
し
て
お
り
ま
す
。い
ず
れ
も
入

場
は
無
料
で
す
。

●
芸
術
作
品
展
覧
会
　
富
岡
市
立

美
術
館
　
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

8
月
21
日
（
土
）〜
8
月
26
日
（
木
）

※
8
月
23
日
休
館
日

午
前
9
時
30
分
〜
午
後
5
時

（
入
館
は
午
後
4
時
30
分
ま
で
）

●
絵
画
創
作
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
　
　

富
岡
市
立
美
術
館
　
創
作
室

8
月
21
日（
土
）　
午
前
10
時
〜

午
後
4
時

○
内
容
　
手
す
き
和
紙
作
り

当
日
電
話
予
約
必
要

☎
0
7
0
―
3
9
8
8
―
8
9
2
3

●
主
催

富
岡
地
域
自
立
支
援
協
議
会

●
問
い
合
わ
せ

相
談
支
援
事
業
所
・
地
域
活
動
支

　
乳
幼
児
健
診
等
の
た
め
、
8
月
27

日（
金
）の
午
後
、
小
児
科
医
師
が
不

在
に
な
る
時
間
が
あ
り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ

下
仁
田
厚
生
病
院

☎
82
―
３
５
５
５

　
下
仁
田
町
で
は
土
砂
等
に
よ
る

土
地
の
埋
立
て
等
に
対
し
て
一
定

の
規
模
を
超
え
た
場
合
に
は
申
請

が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
根
拠
条
例

　
下
仁
田
町
土
砂
等
に
よ
る
埋
立

て
等
の
規
制
に
関
す
る
条
例

●
申
請
が
必
要
な
面
積

　
５
０
０
㎡
以
上
〜
３
，
０
０
０
㎡

未
満
（
３
，
０
０
０
㎡
以
上
は
県
へ

の
申
請
と
な
り
ま
す
）

●
申
請
手
数
料

１
件
３
０
，０
０
０
円

※
詳
細
は
保
健
課（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

環
境
係
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　「
燃
え
な
い
ゴ
ミ
の
収
集
日
」
に

お
住
い
の
地
域
の
収
集
場
所
に
出

し
て
下
さ
い
。

　
乾
電
池
、
体
温
計
は
中
身
が
見
え

る
透
明
な
袋
に
分
け
て
入
れ
、
氏
名

を
書
い
て
出
し
て
下
さ
い
。

　
蛍
光
管
は
束
ね
る
か
（
束
ね
た
も

の
に
は
氏
名
を
記
入
）、
透
明
な
袋

に
入
れ
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。割
れ

た
蛍
光
管
や
電
球
は
、
燃
え
な
い
ご

み
袋
に
入
れ
て
出
し
て
下
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

甘
楽
西
部
環
境
衛
生
施
設
組
合
（
下

仁
田
町
役
場
内
）☎
64
―
8
8
1
1

●
日
時
　
９
月
５
日（
日
）

午
前
８
時
30
分
集
合

雨
天
の
場
合
は
９
月
12
日（
日
）

●
会
場
　
サ
ン
ス
ポ
ー
ツ
ラ
ン
ド

●
参
加
資
格

町
内
在
住
・
在
勤
者
・
在
学
者

●
種
目

男
子
シ
ン
グ
ル
ス
・
女
子
シ
ン
グ

ル
ス
・
初
心
者
ダ
ブ
ル
ス

●
申
込
み
期
限

大
会
当
日
午
前
８
時
30
分
ま
で

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
状
況
に
よ
り
、大
会
を
中
止
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

援
セ
ン
タ
ー「
み
の
り
」

☎
0
2
7
4
―
89
―
2
0
1
4
　

℻
0
2
7
4
―
67
―
1
1
0
4

　
教
育
委
員
会
で
は
、
旧
小
坂
小
学

校
2
階
を
教
育
資
料
館
と
し
て
、
町

内
各
小
学
校
の
廃
校
に
よ
る
教
育

関
係
資
料
を
収
集
・
整
理
、保
管
し
、

公
開
し
て
い
ま
す
。公
開
は
平
日
の

み
で
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
の

間
と
な
り
ま
す
が
、
ど
な
た
で
も
無

料
で
見
学
が
で
き
ま
す
。ま
た
、
見

学
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。見
学
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
予
約
申
し
込
み

を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
込
・
問
い
合
わ
せ

教
育
課 

学
校
教
育
係

☎
82
―
2
1
1
5

　
８
月
13
日
（
金
）
か
ら
15
日
（
日
）

ま
で
、
お
盆
休
暇
の
た
め
「
し
尿
収

集
業
務
」
を
休
ま
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。ま
た
、
こ
の
時
期
は
収
集
依
頼

が
混
み
合
い
ま
す
の
で
、
お
早
め
に

業
者
に
連
絡
し
て
下
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

㈲
荒
船
環
境
興
業
　
☎
84
―
3
4
7
1

㈲
下
南
興
業
社
　
☎
82
―
3
0
1
9

●
問
い
合
わ
せ
　保
健
課
（
保
健
セ

ン
タ
ー
）環
境
係

☎
82
―
５
４
９
０

Ｆ
Ａ
Ｘ
70
―
３
０
１
３

　
苦
情
や
困
っ
て
い
る
こ
と
が
あ

る
が
ど
こ
に
相
談
し
て
よ
い
か
わ

か
ら
な
い
、
国
な
ど
の
行
政
機
関
や

公
団
な
ど
の
特
殊
法
人
が
行
っ
て

い
る
仕
事
に
対
す
る
苦
情
や
意
見

を
言
い
た
い
な
ど
の
相
談
に
行
政

相
談
委
員
が
応
じ
ま
す
。

　
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
さ

れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

※
心
配
ご
と
相
談
も
同
時
開
催

●
日
時
　
８
月
３
日
、

９
月
７
日（
毎
月
第
1
火
曜
日
）

午
前
９
時
〜
午
後
１
時

●
場
所

下
仁
田
町
公
民
館
３
階
相
談
室

●
問
い
合
わ
せ
　総
務
課
行
政
係

☎
82
―
２
１
１
０（
総
務
課
直
通
）

※
相
談
の
際
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
拡
大
状
況
に
よ
っ
て
は
、中
止
と

●
問
い
合
わ
せ
　体
協
事
務
局
（
教

育
委
員
会
内
）

☎
82
―
２
１
１
５（
内
線
７
１
４
）

　
県
が
実
施
す
る
「
地
下
水
質
概
況

調
査
」
の
調
査
井
戸
を
選
定
す
る
た

め
町
へ
、「
井
戸
所
有
世
帯
」に
つ
い

て
の
調
査
依
頼
が
あ
り
ま
し
た
。現

在
、「
井
戸
」の
所
有
者
で
井
戸
水
の

水
質
検
査
に
関
心
の
あ
る
人
が
、
こ

の
機
会
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

井
戸
水
の
安
全
性
な
ど
が
無
料
で

調
査
で
き
ま
す
。希
望
さ
れ
る
人

は
、
保
健
課
環
境
係
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

●
対
象
世
帯

　
井
戸
の
所
在
地
が
、大
字
下
仁
田
・

大
字
川
井
・
大
字
吉
崎
・
大
字
栗
山
・

大
字
馬
山
・
大
字
白
山
・
大
字
下
小

坂
・
大
字
大
桑
原
・
大
字
青
倉
地
内

に
あ
り
、
過
去
に
こ
の
調
査
を
さ
れ

て
な
い
人
。（
一
部
対
象
区
域
に
入
ら

な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
。）

●
連
絡
期
限
　
令
和
３
年
８
日
25

日（
水
）

●
連
絡
先
　
保
健
課
環
境
係
（
保
健

セ
ン
タ
ー
内
）　
☎
82
―
５
４
９
０

●
問
い
合
わ
せ
　「地
下
水
質
概
況

調
査
」
に
つ
い
て
　
群
馬
県
西
部
環

境
森
林
事
務
所
　
☎
０
２
７
―
３

２
３
―
５
５
３
０

※

夜
間
（
午
後
７
時
ま
で
）
薬
局

と
連
絡
を
取
り
た
い
場
合
、
休
日

は
当
番
薬
局
へ
、
平
日
は
か
か
り

つ
け
薬
局
へ
お
願
い
致
し
ま
す
。

下
仁
田
厚
生
病
院

☎
82
―
３
５
５
５

公
立
富
岡
総
合
病
院

☎
63
―
２
１
１
１

医
師
会
休
日
診
療
所

☎
64
―
１
９
３
９

口
腔
保
健
セ
ン
タ
ー

☎
62
―
１
７
０
６

公
立
七
日
市
病
院

☎
62
―
５
１
０
０

ウ
エ
ル
シ
ア
下
仁
田
店

☎
60
―
３
８
８
６
℻
60
―
３
８
８
７

大
井
田
薬
局
下
仁
田
本
店

☎
82
―
３
２
２
７
℻
82
―
３
４
７
５

カ
シ
ワ
ヤ
薬
局

☎
82
―
２
０
３
７
℻
82
―
６
４
０
９

下
仁
田
調
剤
薬
局

☎
70
―
３
５
３
５
℻
70
―
３
５
３
６

鈴
薬
局
下
仁
田
店

☎
60
―
３
０
８
８
℻
60
―
３
０
８
９

私
有
地
へ
の
土
砂
の
搬
入

（
埋
立
て・盛
土
）に
は
申
請
が

必
要
な
場
合
が
あ
り
ま
す

９
月
は
、乾
電
池
、体
温
計
、

蛍
光
管
の
収
集
月
で
す
。

町
民
テ
ニ
ス
大
会

「
井
戸
所
有
世
帯
」の
調
査
に

つ
い
て

行
政
相
談

日
本
遺
族
会
は
、

「
戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊

友
好
親
善
事
業
」の
参
加
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

下
仁
田
厚
生
病
院
か
ら
の

お
知
ら
せ

旧
小
坂
小
学
校
2
階
教
育

資
料
館
―
公
開
の
お
知
ら
せ

し
尿
収
集
運
搬
業
務
休
業
に

つ
い
て
お
知
ら
せ

お知らせ版お知らせ版
■下仁田町役場　　　☎82-2111　■保健センター　　☎82-5490　　■下仁田町公民館　☎82-3535
■下仁田厚生病院　　☎82-3555　■下仁田町歴史館　☎82-5345
■下仁田町自然史館　☎70-3070　■防災無線電話応答サービス　☎82-4433

ア
ー
ル・ブ
リ
ュッ
ト 

ト
ミ
オ
カ 

2
0
2
1
　

（
甘
楽
富
岡
地
域
の
障
害
者
の

方
の
作
品
展
覧
会
）

薬
剤
師
会
休
日・夜
間
当
番
表

８
月９８15

９
月23

22

1220

ウ
エ
ル
シ
ア
下
仁
田
店

大
井
田
薬
局
下
仁
田
本
店

カ
シ
ワ
ヤ
薬
局

下
仁
田
調
剤
薬
局

鈴
薬
局
下
仁
田
店

19

１
・
29

５
・
26
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健康健康

8月の「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される各園へお問い合わせください。

準備するもの

保育園

会 場

実施日

時 間

対象児

内 容

馬山こども園

妊婦さんと未入園児

8/19（木）

１０：００～１１：００

動きやすい服装でお出掛けください。

※園庭開放
・月曜日～土曜日：9：00～16：00

リトミック・親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作 等

在園児との交流

青倉保育園

妊婦さんと未入園児

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

こども園ホール 保育園内

※保育園・こども園の見学や育児・子育て相談、一時保育等の相談は、いつでも受付けています。ご希望の方は、保育園・こども園へお問い合わせください。
■問い合わせ　馬山こども園　８２－２３２３　青倉保育園　８２－２５４９　下仁田町役場 福祉課福祉係　６４－８８０３（直通）

親
子
の

集
い
の
広
場

親子ふれあい遊び
月齢により赤ちゃんマッサージ
保育園児と遊ぼう・園庭開放

8/10（火）

１０：００～１１：３０

【
短
歌
】

【
俳
句
】

■
母
の
日
や
子
供
有
り
て
の
至
福
感

　
　

 

（
馬

　山
）

　田
村

　久
江

■
青
岩
を
泳
ぐ
よ
に
飛
ぶ
燕
た
ち

　
　
　

 

（
吉

　崎
）

　そ
ら
ひ
ろ
し

■
宵
闇
の
つ
く
つ
く
法
師
里
侘
し

　
　
　

 

（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

■
紫
陽
花
園
デ
イ
の
通
い
路
に
晴
れ
間
飾
り
て
車
内
湧
く

　
　
　
　
　
　

 

（
馬

　山
）

　田
村

　久
江

■
前
河
原
鼠
花
火
と
煙
幕
と
小
太
郎
山
に
昇
り
行
く
風

　
　
　
　
　
　
　
　（
吉

　崎
）

　そ
ら
ひ
ろ
し

■
亡
き
夫
の
残
せ
し
さ
つ
き
小
鉢
に
も
季
節
た
が
わ
ず
小
花
咲
き
た
り

　

 

（
馬

　山
）

　山
中

　た
ね

■
深
緑
の
山
々
に
囲
ま
れ
し
住
め
る
里
梅
雨
明
け
の
空
雲
一
つ
無
し

　
　
　

 

（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

つ
ま
よ
う
じ

ふ
き

こ
ろ
も
が
へ

し
ょ
う
ぶ

あ
く

ゆ
う

は
し
い

つ
ば
め

ね
ず
み

え
ん
ま
く

【
星
俳
句
会
六
月
句
会
】

■
コ
ロ
ナ
禍
を
自
粛
は
無
縁
蟻
の
列

　
　
　工
藤
初
恵

■
そ
よ
風
に
光
の
動
く
柿
若
葉

　
　
　
　
　佐
藤
信
香

■
花
菖
蒲
猫
ひ
た
す
ら
に
爪
を
研
ぐ

　
　
　高
田
ト
ク

■
爪
楊
枝
ほ
ど
の
細
さ
も
蕗
の
味

　
　
　
　新
井
笑
子

■
迷
は
ず
に
捨
て
去
る
こ
と
も
更
衣

　
　
　斉
藤
悦
子

■
夕
端
居
自
粛
の
髪
を
風
が
梳
く

　
　
　
　
　須
藤
禮
子

■
歳
時
記
を
め
く
り
め
く
り
て
半
夏
生

　
　
　
　永
井
波
江

■
蒼
天
や
声
も
揺
ら
し
て
ゐ
る
植
田 

　
　
　
　
　吉
田
文
子

■
乳
母
車
待
つ
三
輪
車
麦
の
道

　
　
　

  

　
　

 

佐
藤
志
げ
子

■
籠
り
居
の
憂
さ
茹
で
こ
ぼ
す
蕗
の
灰
汁 

　
　
　今
井
陽
子

町の文芸町の文芸
平素より、町の文化向上にご尽力いただきありがとうございます。
さて、投稿につきましては、発行前月の５日までにお送りいただき、
俳句、短歌共に１人、１作品とさせていただきたく、お願いします。

投稿についての
お願い

「
新
刊
図
書
情
報
」

著者名

佐々木裕一

伊吹有喜

南杏子

南杏子

林真理子

小野寺史宜

原田マハ

いどきえり

いわいとしお

ｴﾘｯｸ･ｶｰﾙ

柴田ケイコ

みやにしたつや

小杉健治

著者名

岡本さとる

麻倉一矢

佐伯泰英

岡本さとる

鈴木英治

佐々木裕一

上田秀人

田村　仁

清水　茜

清水　茜

清水　茜

清水　茜

清水　茜

書名

身代わり若殿葉月定光7　再興への道

犬がいた季節

いのちの停車場

サイレント・ブレイス

小説8050

片見里荒川コネクション

リボルバー

フン虫に夢中

もりの100かいだてのいえ

ありえない

パンどろぼうVSにせパンどろぼう

モグラのモーとグーとラーコ

義賊・神田小僧　名もなき剣

書名

熱血一刀流4　決戦

剣客大名柳生俊平　17カピタンの銃

照降町四季3　梅花下駄

若鷹武芸帖　相弟子

父子十手捕物日記　夜鳴き蝉

新・浪人若さま新見左近7

日雇い浪人生活録11　金の徒労

富岡製糸場

はたらく細胞01

はたらく細胞02

はたらく細胞03

はたらく細胞04

はたらく細胞06

６
月
に
入
っ
た
新
刊
図
書
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
町
で
は
在
宅
で
紙
お
む
つ
を
常
時

使
用
し
て
い
る
高
齢
者
お
よ
び
障
害

者
に
対
し
、紙
お
む
つ
購
入
費
の
扶

助
を
行
っ
て
い
ま
す
。今
回
の
対
象
期

間
は
令
和
３
年
３
月
購
入
分
か
ら
令

和
３
年
８
月
購
入
分
ま
で（
前
期
）で

す
。９
月
〜
２
月
の
購
入
分
は
、後
期

扱
い
で
令
和
４
年
２
月
〜
３
月
に
受

け
付
け
ま
す
。

●
対
象
者

町
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、

①
要
介
護
２
以
上
の
判
定
を
受
け
て

い
る
方

②
身
体
障
害
者
手
帳「
1
級
・
2
級
」

の
方

③
療
育
手
帳「
A
」の
方

※
15
日
以
上
の
入
院
・
入
所
期
間（
地

域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
･
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
利
用
を
含
む
）が
あ
る
月
は
対

象
外

●
扶
助
額

購
入
価
格
ま
た
は
月
額
５
，０
０
０

円
の
う
ち
い
ず
れ
か
低
い
額

●
申
請
期
間

８
月
３
日（
火
）〜
９
月
３
日（
金
）

●
申
請
に
必
要
な
も
の

①
介
護
保
険
証
・
身
体
障
害
者
手

帳
・
療
育
手
帳
の
い
ず
れ
か
１
つ（
複

数
所
持
者
は
す
べ
て
）

①
領
収
証（「
誰
が
使
う
紙
お
む
つ
を

い
く
ら
で
買
っ
た
の
か
」が
わ
か
る
よ

う
に「
宛
名
・
た
だ
し
書
き
・
金
額
」が

明
記
さ
れ
て
お
り
、店
舗
の
印
が
あ

る
も
の
）

※
レ
シ
ー
ト
は
不
可
。レ
ジ
か
ら
打

ち
出
さ
れ
た
レ
シ
ー
ト
風
の
領
収
証

は
、店
舗
の
印
が
あ
れ
ば
受
付
可
能

③
申
請
者
の
印
鑑

④
申
請
者
の
指
定
預
金
口
座
番
号

（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
場
合
は
店
番
・
口

座
番
号
）

⑤
入
院
・
入
所
が
あ
る
場
合
は
期
間

が
わ
か
る
も
の（
メ
モ
や
口
頭
で
も
可

能
）

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
　
介
護
保
険
係
　

☎
64
―
８
８
０
２（
直
通
）

福
祉
係
　

☎
64
―
８
８
０
３（
直
通
）

紙
お
む
つ
購
入
費
の
扶
助
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

紙おむつ、尿取りパッド等の購入費を補助

補助額 上限　月額5,000円

要介護度2以上 

身体障がい者手帳（１，2級）

療育手帳（A）

対象者
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8月の「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」活動計画
「保育園子育て応援（保育園・こども園体験）」は、未入園児と保護者及び妊婦さんが参加できます。
参加ご希望の方は、希望される各園へお問い合わせください。

準備するもの

保育園

会 場

実施日

時 間

対象児

内 容

馬山こども園

妊婦さんと未入園児

8/19（木）

１０：００～１１：００

動きやすい服装でお出掛けください。

※園庭開放
・月曜日～土曜日：9：00～16：00

リトミック・親子で楽しくふれあい遊び
絵本の読み聞かせ・工作 等

在園児との交流

青倉保育園

妊婦さんと未入園児

参加ご希望の方は事前にご連絡ください。

こども園ホール 保育園内

※保育園・こども園の見学や育児・子育て相談、一時保育等の相談は、いつでも受付けています。ご希望の方は、保育園・こども園へお問い合わせください。
■問い合わせ　馬山こども園　８２－２３２３　青倉保育園　８２－２５４９　下仁田町役場 福祉課福祉係　６４－８８０３（直通）

親
子
の

集
い
の
広
場

親子ふれあい遊び
月齢により赤ちゃんマッサージ
保育園児と遊ぼう・園庭開放

8/10（火）

１０：００～１１：３０

【
短
歌
】

【
俳
句
】

■
母
の
日
や
子
供
有
り
て
の
至
福
感

　
　

 

（
馬

　山
）

　田
村

　久
江

■
青
岩
を
泳
ぐ
よ
に
飛
ぶ
燕
た
ち

　
　
　

 

（
吉

　崎
）

　そ
ら
ひ
ろ
し

■
宵
闇
の
つ
く
つ
く
法
師
里
侘
し

　
　
　

 

（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

■
紫
陽
花
園
デ
イ
の
通
い
路
に
晴
れ
間
飾
り
て
車
内
湧
く

　
　
　
　
　
　

 

（
馬

　山
）

　田
村

　久
江

■
前
河
原
鼠
花
火
と
煙
幕
と
小
太
郎
山
に
昇
り
行
く
風

　
　
　
　
　
　
　
　（
吉

　崎
）

　そ
ら
ひ
ろ
し

■
亡
き
夫
の
残
せ
し
さ
つ
き
小
鉢
に
も
季
節
た
が
わ
ず
小
花
咲
き
た
り

　

 

（
馬

　山
）

　山
中

　た
ね

■
深
緑
の
山
々
に
囲
ま
れ
し
住
め
る
里
梅
雨
明
け
の
空
雲
一
つ
無
し

　
　
　

 

（
南
野
牧
）

　清
水
み
ち
代

つ
ま
よ
う
じ

ふ
き

こ
ろ
も
が
へ

し
ょ
う
ぶ

あ
く

ゆ
う

は
し
い

つ
ば
め

ね
ず
み

え
ん
ま
く

【
星
俳
句
会
六
月
句
会
】

■
コ
ロ
ナ
禍
を
自
粛
は
無
縁
蟻
の
列

　
　
　工
藤
初
恵

■
そ
よ
風
に
光
の
動
く
柿
若
葉

　
　
　
　
　佐
藤
信
香

■
花
菖
蒲
猫
ひ
た
す
ら
に
爪
を
研
ぐ

　
　
　高
田
ト
ク

■
爪
楊
枝
ほ
ど
の
細
さ
も
蕗
の
味

　
　
　
　新
井
笑
子

■
迷
は
ず
に
捨
て
去
る
こ
と
も
更
衣

　
　
　斉
藤
悦
子

■
夕
端
居
自
粛
の
髪
を
風
が
梳
く

　
　
　
　
　須
藤
禮
子

■
歳
時
記
を
め
く
り
め
く
り
て
半
夏
生

　
　
　
　永
井
波
江

■
蒼
天
や
声
も
揺
ら
し
て
ゐ
る
植
田 

　
　
　
　
　吉
田
文
子

■
乳
母
車
待
つ
三
輪
車
麦
の
道

　
　
　

  

　
　

 

佐
藤
志
げ
子

■
籠
り
居
の
憂
さ
茹
で
こ
ぼ
す
蕗
の
灰
汁 

　
　
　今
井
陽
子

町の文芸町の文芸
平素より、町の文化向上にご尽力いただきありがとうございます。
さて、投稿につきましては、発行前月の５日までにお送りいただき、
俳句、短歌共に１人、１作品とさせていただきたく、お願いします。

投稿についての
お願い

「
新
刊
図
書
情
報
」

著者名

佐々木裕一

伊吹有喜

南杏子

南杏子

林真理子

小野寺史宜

原田マハ

いどきえり

いわいとしお

ｴﾘｯｸ･ｶｰﾙ

柴田ケイコ

みやにしたつや

小杉健治

著者名

岡本さとる

麻倉一矢

佐伯泰英

岡本さとる

鈴木英治

佐々木裕一

上田秀人

田村　仁

清水　茜

清水　茜

清水　茜

清水　茜

清水　茜

書名

身代わり若殿葉月定光7　再興への道

犬がいた季節

いのちの停車場

サイレント・ブレイス

小説8050

片見里荒川コネクション

リボルバー

フン虫に夢中

もりの100かいだてのいえ

ありえない

パンどろぼうVSにせパンどろぼう

モグラのモーとグーとラーコ

義賊・神田小僧　名もなき剣

書名

熱血一刀流4　決戦

剣客大名柳生俊平　17カピタンの銃

照降町四季3　梅花下駄

若鷹武芸帖　相弟子

父子十手捕物日記　夜鳴き蝉

新・浪人若さま新見左近7

日雇い浪人生活録11　金の徒労

富岡製糸場

はたらく細胞01

はたらく細胞02

はたらく細胞03

はたらく細胞04

はたらく細胞06

６
月
に
入
っ
た
新
刊
図
書
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　
町
で
は
在
宅
で
紙
お
む
つ
を
常
時

使
用
し
て
い
る
高
齢
者
お
よ
び
障
害

者
に
対
し
、紙
お
む
つ
購
入
費
の
扶

助
を
行
っ
て
い
ま
す
。今
回
の
対
象
期

間
は
令
和
３
年
３
月
購
入
分
か
ら
令

和
３
年
８
月
購
入
分
ま
で（
前
期
）で

す
。９
月
〜
２
月
の
購
入
分
は
、後
期

扱
い
で
令
和
４
年
２
月
〜
３
月
に
受

け
付
け
ま
す
。

●
対
象
者

町
に
住
所
を
有
す
る
方
で
、

①
要
介
護
２
以
上
の
判
定
を
受
け
て

い
る
方

②
身
体
障
害
者
手
帳「
1
級
・
2
級
」

の
方

③
療
育
手
帳「
A
」の
方

※
15
日
以
上
の
入
院
・
入
所
期
間（
地

域
密
着
型
サ
ー
ビ
ス
･
シ
ョ
ー
ト
ス

テ
イ
利
用
を
含
む
）が
あ
る
月
は
対

象
外

●
扶
助
額

購
入
価
格
ま
た
は
月
額
５
，０
０
０

円
の
う
ち
い
ず
れ
か
低
い
額

●
申
請
期
間

８
月
３
日（
火
）〜
９
月
３
日（
金
）

●
申
請
に
必
要
な
も
の

①
介
護
保
険
証
・
身
体
障
害
者
手

帳
・
療
育
手
帳
の
い
ず
れ
か
１
つ（
複

数
所
持
者
は
す
べ
て
）

①
領
収
証（「
誰
が
使
う
紙
お
む
つ
を

い
く
ら
で
買
っ
た
の
か
」が
わ
か
る
よ

う
に「
宛
名
・
た
だ
し
書
き
・
金
額
」が

明
記
さ
れ
て
お
り
、店
舗
の
印
が
あ

る
も
の
）

※
レ
シ
ー
ト
は
不
可
。レ
ジ
か
ら
打

ち
出
さ
れ
た
レ
シ
ー
ト
風
の
領
収
証

は
、店
舗
の
印
が
あ
れ
ば
受
付
可
能

③
申
請
者
の
印
鑑

④
申
請
者
の
指
定
預
金
口
座
番
号

（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
場
合
は
店
番
・
口

座
番
号
）

⑤
入
院
・
入
所
が
あ
る
場
合
は
期
間

が
わ
か
る
も
の（
メ
モ
や
口
頭
で
も
可

能
）

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
　
介
護
保
険
係
　

☎
64
―
８
８
０
２（
直
通
）

福
祉
係
　

☎
64
―
８
８
０
３（
直
通
）

紙
お
む
つ
購
入
費
の
扶
助
申
請
を
受
け
付
け
ま
す

紙おむつ、尿取りパッド等の購入費を補助

補助額 上限　月額5,000円

要介護度2以上 

身体障がい者手帳（１，2級）

療育手帳（A）

対象者
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●
対
象
者
　
令
和
3
年
4
月
1
日
現

在
40
歳
以
上
で
、令
和
3
年
度
に
胸
部

レ
ン
ト
ゲ
ン
、大
腸
が
ん
検
診
を
受
け

て
い
な
い
方

●
問
い
合
わ
せ
　
保
健
課
　

保
健
推
進
係（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）　

☎
82
―
5
4
9
0

　
こ
の
事
業
は
、高
齢
者
福
祉
増
進
の

た
め
、町
内
の
は
り
・
き
ゅ
う
・
あ
ん
摩

及
び
マ
ッ
サ
ー
ジ
免
許
を
取
得
す
る
者

か
ら
施
術
を
受
け
た
場
合
に
費
用
の
一

部（
受
療
券
1
枚
に
つ
き
1
，0
0
0

円
）を
助
成
す
る
も
の
で
す
。（
た
だ
し
、

1
年
に
1
人
2
枚
を
限
度
と
し
、健
康

保
険
で
の
施
術
は
対
象
外
と
な
り
ま

す
。）

●
交
付
対
象
者
　
町
内
に
住
所
を
有

す
る
満
70
歳
以
上
の
方

●
申
請
方
法
　
下
仁
田
町
役
場
福
祉

課
窓
口
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
　
包
括
支

援
係
　
☎
64
―
8
8
0
4（
直
通
））

結
核
検
診（
２
次
）及
び
大
腸
が
ん
検
診
に
つ
い
て

高
齢
者
は
り・き
ゅ
う
及
び
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
料
を

助
成
し
ま
す

　
胃
が
ん
は
な
り
や
す
く
、ま
た
、治

し
や
す
い
が
ん
で
も
あ
り
ま
す
。定
期

的
な
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。混
雑
を
避
け
る
た
め
地
区
割
り
を

し
て
あ
り
ま
す
が
、都
合
が
悪
い
方
は

他
の
会
場
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。ま

た
、事
前
に
人
数
を
把
握
す
る
た
め

に
、予
約
制
で
す
。

●
対
象
　
令
和
3
年
4
月
1
日
現
在

40
歳
以
上
74
歳
以
下
の
方

※
75
歳
以
上
で
ご
希
望
の
方
は
保
健

セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
今
年
度
、人
間
ド
ッ
ク
等
で
胃
カ
メ

ラ
検
査
ま
た
は
バ
リ
ウ
ム
検
査
を
受
け

た（
受
け
る
予
定
の
）方
は
除
き
ま
す
。

●
検
査
方
法
　
胃
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

（
バ
リ
ウ
ム
）検
査

●
受
診
料
　
5
0
0
円

●
予
約
方
法
　
8
月
2
日（
月
）よ
り

保
健
セ
ン
タ
ー
で
予
約
受
付
開
始

●
検
診
日
の
注
意
事
項
　

・
自
宅
で
検
温
し
て
か
ら
、検
診
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。（
3
7
・
5
℃
以
上
の

場
合
は
、別
の
日
に
受
診
を
お
願
い
し

ま
す 

）

・マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
予
約・問
い
合
わ
せ
　
保
健
課
　
保

健
推
進
係（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
82
―
5
4
9
0

※
配
付
済
み
の
受
診
票
を
よ
く
お
読

み
に
な
っ
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

※
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
状
況
で
、変
更
・
中
止
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

令
和
３
年
度

胃
が
ん
集
団
検
診（
予
約
制
）の
お
知
ら
せ

※感染症法により65歳以上の方は、年１回胸部 
　レントゲン撮影を受診しなければなりません。

●受診料

※大腸がん検診の提出をご希望の方で容器がお手元
　にない方は、事前に保健センターに連絡ください。

健康健康

正
し
い
知
識
を
身
に
付
け
て

　
　
　
　熱
中
症
を
予
防
し
よ
う
！

①
『
喉
が
渇
く
・
体
が
熱
い
・
頭
が

ぼ
ー
っ
と
す
る
』は
、既
に
熱
中
症
の
症

状
で
あ
る
と
認
識
し
よ
う
。

②
水
分
と
塩
分
の
補
給
は
重
要
で
す
。

水
や
お
茶
だ
け
で
な
く
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ

ン
ク
類
を
飲
む
よ
う
に
し
よ
う
。

③
室
温
が
28
℃
以
下
と
な
る
よ
う
に
エ

ア
コ
ン
や
扇
風
機
、室
温
計
な
ど
を
う

ま
く
活
用
し
よ
う
。

④
熱
中
症
に
な
っ
た
と
き
は
、首
や

腋
の
下
を
積
極
的
に
冷
や
し
て
体
温

を
下
げ
よ
う
。

⑤
普
段
の
様
子
と
違
う
と
感
じ
た
ら
、

迷
わ
ず
救
急
車
を
呼
ぶ
。熱
中
症
は
そ

れ
だ
け
危
険
な
状
態
な
の
で
す
。

※
特
に
、小
さ
な
子
ど
も
や
高
齢
の
方

は
体
温
の
調
節
が
う
ま
く
で
き
な
い
の

で
、周
囲
の
方
々
と
協
力
し
て
気
を
付

け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ご
不
明
な
点
は
下
仁
田
消
防
署
ま
で 

☎
82
―
2
2
2
9

　
入
院
時
な
ど
医
療
費
が
高
額
に
な

る
場
合
に
、病
院
の
窓
口
に
提
示
す
る

と
支
払
い
が
一
定
の
上
限
額
ま
で
に

な
る
認
定
証
を
発
行
し
て
い
ま
す
。町

民
税
非
課
税
世
帯
の
人
は
、入
院
時
の

食
事
代
も
減
額
さ
れ
ま
す
。入
院
や
日

帰
り
手
術
な
ど
の
予
定
の
あ
る
人
は
、

事
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。認
定
証

は
申
請
の
あ
っ
た
月
の
初
日
か
ら
有

効
で
す
。な
お
、有
効
期
限
後
、引
き
続

き
利
用
す
る
場
合
は
、改
め
て
申
請
が

必
要
で
す
。住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

が
、申
請
月
を
含
む
過
去
12
カ
月
の
間

に
90
日
を
超
え
て
入
院
し
た
場
合
、長

期
認
定
の
申
請
を
行
う
こ
と
に
よ
っ

て
、入
院
時
の
食
事
代
が
申
請
月
の
翌

月
か
ら
さ
ら
に
減
額
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

○
ご
注
意
く
だ
さ
い

・
保
険
税
の
滞
納
が
あ
る
場
合
は
交

付
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
申
告
を
し
て
い
な
い
と
所
得
区
分

が
高
く
な
り
、高
額
な
医
療
費
を
支
払

う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
所
得
区
分
に
応
じ
て
申
請
が
不
要

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
事
前
に
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
国
保
係
　
☎
64
―
8
8
0
1

そ
の
症
状
、
熱
中
症
で
す
！

〜
熱
中
症
に
つ
い
て
知
ろ
う
〜

限
度
額
適
用
認
定
証
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

　
町
で
実
施
す
る
集
団
健
診
で
受
診

が
で
き
な
か
っ
た
方
や
、個
別
健
診
を

利
用
し
た
い
方
は
、下
仁
田
厚
生
病
院

に
て
個
別
健
診
が
受
け
ら
れ
ま
す
。こ

の
機
会
に
是
非
ご
利
用
下
さ
い
。  

　
受
診
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、ご
希
望
の
方
は
お
早
め
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。受
診
し
た
い
方
は
、保
健
セ

ン
タ
ー（
☎
82
―
5
4
9
0
）ま
で
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。そ
の
後
の
日
程
調

整
は
病
院
で
行
い
連
絡
し
ま
す
の
で
、

指
定
日
に
封
筒
一
式
を
持
参
し
来
院
し

て
下
さ
い
。 

 

●
予
約
方
法
　
8
月
10
日（
火
）

午
前
8
時
30
分
か
ら

☎
82
―
5
4
9
0
に
て
受
付
開
始
 

●
期
間
　
令
和
3
年
9
月
、12
月
、令

和
4
年
1
月
の
火
・
水
・
木
・
金
曜
日
 

●
時
間
　
午
後
3
時
か
ら

●
会
場
　
下
仁
田
厚
生
病
院
 
 

●
持
ち
物
　
今
回
配
布
し
た
封
筒
一

式（
受
診
票
の
シ
ー
ル
・
質
問
票
）・
保

険
証
・
受
診
料

※
受
診
票
の
シ
ー
ル
等
が
な
い
場
合
は

保
健
セ
ン
タ
ー
に
相
談
く
だ
さ
い
。

下
仁
田
厚
生
病
院
に
て
、9
月
よ
り『
個
別
健
診
』を

実
施
し
ま
す
!
〜
予
約
申
込
は
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
〜

会　場 受付時間対象地区

８月30日(月)

検診日

8月25日(水)

9月10日(金)

10月21日(木)

10月31日(日)

馬山地区

小坂地区

西牧地区

青倉地区

下仁田地区

全地区

午前7時30分～10時

午前7時30分～8時

午前9時30分～10時45分

午前8時30分～10時30分

午前8時30分～10時30分

午前8時30分～10時30分

下仁田町活性化
センター(本宿)

13区公会堂

保健センター

保健センター

保健センター

馬山社会体育館
（旧馬山小学校）

●健(検)診内容　 　　　　    ★基準年齢は、令和3年4月1日現在

※令和2年度は集団健診が中止だったため、対象者を拡大して行う
　検診もあります

若年者健康診査

結核検診(レントゲン)

国保特定健康診査

後期高齢者健康診査

骨密度測定

肝炎ウイルス検査

胃がんリスク検診（ABC検診）

肺がん検診（喀痰細胞診）

大腸がん検診

前立腺がん検診

40歳以上63歳以下の人

64歳以上の人 

30歳以上39歳以下の人

75歳以上の人

40/45/50/55/60/65/70歳の女性

５００円

無　料

１,０００円

無　料

５００円

無　料

５００円

５００円

５００円

１,０００円

メニュー 受診できる方 受診料

40歳以上74歳以下で国民
健康保険加入中の人

40歳以上74歳以下で未受診の
人（シールに☆印がない人）

30歳以上の未受診の人

50歳以上の人

40歳以上の人

40歳以上の偶数年齢の男性

レントゲン撮影

検 診 日

8/23（月）

8/24（火）

受 付 時 間

9：00～10：30

11：30～13：00

14：30～16：00

9：00～11：30

13：00～16：00

場　所

青倉社会体育館

13区公会堂

活性化センター

馬山社会体育館

保健センター

大腸がん検診

40歳以上６３歳以下

６４歳以上

40歳以上

500円

無料

500円

外
出
自
粛
し
て
い
た
昨
年
、屋
内
で
熱
中
症
に
な
る
人
が
増
加
し
ま
し
た
。

熱中症は
予防が大切

国
民
健
康
保
険
の
方
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
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報しもにた

●
対
象
者
　
令
和
3
年
4
月
1
日
現

在
40
歳
以
上
で
、令
和
3
年
度
に
胸
部

レ
ン
ト
ゲ
ン
、大
腸
が
ん
検
診
を
受
け

て
い
な
い
方

●
問
い
合
わ
せ
　
保
健
課
　

保
健
推
進
係（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）　

☎
82
―
5
4
9
0

　
こ
の
事
業
は
、高
齢
者
福
祉
増
進
の

た
め
、町
内
の
は
り
・
き
ゅ
う
・
あ
ん
摩

及
び
マ
ッ
サ
ー
ジ
免
許
を
取
得
す
る
者

か
ら
施
術
を
受
け
た
場
合
に
費
用
の
一

部（
受
療
券
1
枚
に
つ
き
1
，0
0
0

円
）を
助
成
す
る
も
の
で
す
。（
た
だ
し
、

1
年
に
1
人
2
枚
を
限
度
と
し
、健
康

保
険
で
の
施
術
は
対
象
外
と
な
り
ま

す
。）

●
交
付
対
象
者
　
町
内
に
住
所
を
有

す
る
満
70
歳
以
上
の
方

●
申
請
方
法
　
下
仁
田
町
役
場
福
祉

課
窓
口
ま
で
お
申
し
出
く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ
　
福
祉
課
　
包
括
支

援
係
　
☎
64
―
8
8
0
4（
直
通
））

結
核
検
診（
２
次
）及
び
大
腸
が
ん
検
診
に
つ
い
て

高
齢
者
は
り・き
ゅ
う
及
び
マ
ッ
サ
ー
ジ
施
術
料
を

助
成
し
ま
す

　
胃
が
ん
は
な
り
や
す
く
、ま
た
、治

し
や
す
い
が
ん
で
も
あ
り
ま
す
。定
期

的
な
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。混
雑
を
避
け
る
た
め
地
区
割
り
を

し
て
あ
り
ま
す
が
、都
合
が
悪
い
方
は

他
の
会
場
で
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。ま

た
、事
前
に
人
数
を
把
握
す
る
た
め

に
、予
約
制
で
す
。

●
対
象
　
令
和
3
年
4
月
1
日
現
在

40
歳
以
上
74
歳
以
下
の
方

※
75
歳
以
上
で
ご
希
望
の
方
は
保
健

セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※
今
年
度
、人
間
ド
ッ
ク
等
で
胃
カ
メ

ラ
検
査
ま
た
は
バ
リ
ウ
ム
検
査
を
受
け

た（
受
け
る
予
定
の
）方
は
除
き
ま
す
。

●
検
査
方
法
　
胃
レ
ン
ト
ゲ
ン
撮
影

（
バ
リ
ウ
ム
）検
査

●
受
診
料
　
5
0
0
円

●
予
約
方
法
　
8
月
2
日（
月
）よ
り

保
健
セ
ン
タ
ー
で
予
約
受
付
開
始

●
検
診
日
の
注
意
事
項
　

・
自
宅
で
検
温
し
て
か
ら
、検
診
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。（
3
7
・
5
℃
以
上
の

場
合
は
、別
の
日
に
受
診
を
お
願
い
し

ま
す 

）

・マ
ス
ク
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
予
約・問
い
合
わ
せ
　
保
健
課
　
保

健
推
進
係（
保
健
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
82
―
5
4
9
0

※
配
付
済
み
の
受
診
票
を
よ
く
お
読

み
に
な
っ
て
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

※
今
後
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
状
況
で
、変
更
・
中
止
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

令
和
３
年
度

胃
が
ん
集
団
検
診（
予
約
制
）の
お
知
ら
せ

※感染症法により65歳以上の方は、年１回胸部 
　レントゲン撮影を受診しなければなりません。

●受診料

※大腸がん検診の提出をご希望の方で容器がお手元
　にない方は、事前に保健センターに連絡ください。

健康健康

正
し
い
知
識
を
身
に
付
け
て

　
　
　
　熱
中
症
を
予
防
し
よ
う
！

①
『
喉
が
渇
く
・
体
が
熱
い
・
頭
が

ぼ
ー
っ
と
す
る
』は
、既
に
熱
中
症
の
症

状
で
あ
る
と
認
識
し
よ
う
。

②
水
分
と
塩
分
の
補
給
は
重
要
で
す
。

水
や
お
茶
だ
け
で
な
く
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ

ン
ク
類
を
飲
む
よ
う
に
し
よ
う
。

③
室
温
が
28
℃
以
下
と
な
る
よ
う
に
エ

ア
コ
ン
や
扇
風
機
、室
温
計
な
ど
を
う

ま
く
活
用
し
よ
う
。

④
熱
中
症
に
な
っ
た
と
き
は
、首
や

腋
の
下
を
積
極
的
に
冷
や
し
て
体
温

を
下
げ
よ
う
。

⑤
普
段
の
様
子
と
違
う
と
感
じ
た
ら
、

迷
わ
ず
救
急
車
を
呼
ぶ
。熱
中
症
は
そ

れ
だ
け
危
険
な
状
態
な
の
で
す
。

※
特
に
、小
さ
な
子
ど
も
や
高
齢
の
方

は
体
温
の
調
節
が
う
ま
く
で
き
な
い
の

で
、周
囲
の
方
々
と
協
力
し
て
気
を
付

け
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

ご
不
明
な
点
は
下
仁
田
消
防
署
ま
で 

☎
82
―
2
2
2
9

　
入
院
時
な
ど
医
療
費
が
高
額
に
な

る
場
合
に
、病
院
の
窓
口
に
提
示
す
る

と
支
払
い
が
一
定
の
上
限
額
ま
で
に

な
る
認
定
証
を
発
行
し
て
い
ま
す
。町

民
税
非
課
税
世
帯
の
人
は
、入
院
時
の

食
事
代
も
減
額
さ
れ
ま
す
。入
院
や
日

帰
り
手
術
な
ど
の
予
定
の
あ
る
人
は
、

事
前
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。認
定
証

は
申
請
の
あ
っ
た
月
の
初
日
か
ら
有

効
で
す
。な
お
、有
効
期
限
後
、引
き
続

き
利
用
す
る
場
合
は
、改
め
て
申
請
が

必
要
で
す
。住
民
税
非
課
税
世
帯
の
人

が
、申
請
月
を
含
む
過
去
12
カ
月
の
間

に
90
日
を
超
え
て
入
院
し
た
場
合
、長

期
認
定
の
申
請
を
行
う
こ
と
に
よ
っ

て
、入
院
時
の
食
事
代
が
申
請
月
の
翌

月
か
ら
さ
ら
に
減
額
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

○
ご
注
意
く
だ
さ
い

・
保
険
税
の
滞
納
が
あ
る
場
合
は
交

付
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
申
告
を
し
て
い
な
い
と
所
得
区
分

が
高
く
な
り
、高
額
な
医
療
費
を
支
払

う
場
合
が
あ
り
ま
す
。

・
所
得
区
分
に
応
じ
て
申
請
が
不
要

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
事
前
に
左
記
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ

福
祉
課
国
保
係
　
☎
64
―
8
8
0
1

そ
の
症
状
、
熱
中
症
で
す
！

〜
熱
中
症
に
つ
い
て
知
ろ
う
〜

限
度
額
適
用
認
定
証
・
標
準
負
担
額
減
額
認
定
証

　
町
で
実
施
す
る
集
団
健
診
で
受
診

が
で
き
な
か
っ
た
方
や
、個
別
健
診
を

利
用
し
た
い
方
は
、下
仁
田
厚
生
病
院

に
て
個
別
健
診
が
受
け
ら
れ
ま
す
。こ

の
機
会
に
是
非
ご
利
用
下
さ
い
。  

　
受
診
人
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、ご
希
望
の
方
は
お
早
め
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。受
診
し
た
い
方
は
、保
健
セ

ン
タ
ー（
☎
82
―
5
4
9
0
）ま
で
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。そ
の
後
の
日
程
調

整
は
病
院
で
行
い
連
絡
し
ま
す
の
で
、

指
定
日
に
封
筒
一
式
を
持
参
し
来
院
し

て
下
さ
い
。 

 

●
予
約
方
法
　
8
月
10
日（
火
）

午
前
8
時
30
分
か
ら

☎
82
―
5
4
9
0
に
て
受
付
開
始
 

●
期
間
　
令
和
3
年
9
月
、12
月
、令

和
4
年
1
月
の
火
・
水
・
木
・
金
曜
日
 

●
時
間
　
午
後
3
時
か
ら

●
会
場
　
下
仁
田
厚
生
病
院
 
 

●
持
ち
物
　
今
回
配
布
し
た
封
筒
一

式（
受
診
票
の
シ
ー
ル
・
質
問
票
）・
保

険
証
・
受
診
料

※
受
診
票
の
シ
ー
ル
等
が
な
い
場
合
は

保
健
セ
ン
タ
ー
に
相
談
く
だ
さ
い
。

下
仁
田
厚
生
病
院
に
て
、9
月
よ
り『
個
別
健
診
』を

実
施
し
ま
す
!
〜
予
約
申
込
は
保
健
セ
ン
タ
ー
ま
で
〜

会　場 受付時間対象地区

８月30日(月)

検診日

8月25日(水)

9月10日(金)

10月21日(木)

10月31日(日)

馬山地区

小坂地区

西牧地区

青倉地区

下仁田地区

全地区

午前7時30分～10時

午前7時30分～8時

午前9時30分～10時45分

午前8時30分～10時30分

午前8時30分～10時30分

午前8時30分～10時30分

下仁田町活性化
センター(本宿)

13区公会堂

保健センター

保健センター

保健センター

馬山社会体育館
（旧馬山小学校）

●健(検)診内容　 　　　　    ★基準年齢は、令和3年4月1日現在

※令和2年度は集団健診が中止だったため、対象者を拡大して行う
　検診もあります

若年者健康診査

結核検診(レントゲン)

国保特定健康診査

後期高齢者健康診査

骨密度測定

肝炎ウイルス検査

胃がんリスク検診（ABC検診）

肺がん検診（喀痰細胞診）

大腸がん検診

前立腺がん検診

40歳以上63歳以下の人

64歳以上の人 

30歳以上39歳以下の人

75歳以上の人

40/45/50/55/60/65/70歳の女性

５００円

無　料

１,０００円

無　料

５００円

無　料

５００円

５００円

５００円

１,０００円

メニュー 受診できる方 受診料

40歳以上74歳以下で国民
健康保険加入中の人

40歳以上74歳以下で未受診の
人（シールに☆印がない人）

30歳以上の未受診の人

50歳以上の人

40歳以上の人

40歳以上の偶数年齢の男性

レントゲン撮影

検 診 日

8/23（月）

8/24（火）

受 付 時 間

9：00～10：30

11：30～13：00

14：30～16：00

9：00～11：30

13：00～16：00

場　所

青倉社会体育館

13区公会堂

活性化センター

馬山社会体育館

保健センター

大腸がん検診

40歳以上６３歳以下

６４歳以上

40歳以上

500円

無料

500円

外
出
自
粛
し
て
い
た
昨
年
、屋
内
で
熱
中
症
に
な
る
人
が
増
加
し
ま
し
た
。

熱中症は
予防が大切

国
民
健
康
保
険
の
方
へ
申
請
し
て
く
だ
さ
い
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約３分間の健康講話が聞けます
月／冷房と婦人病疾患　　　　　火／味覚障害
水／正常分娩と帝王切開　　　　木／口唇ヘルペス
金／入れ歯と上手に付き合う法　土日／金属アレルギー(ピアス、ネックレス)
～直接相談タイム～直接医師が電話に出ます
◆４日（水）　歯科　午後７時半～９時
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問い合わせ　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン8月 ☎０２７－２３４－４９７０

「健康カレンダー（8月～9月）」

富岡保健福祉事務所　8月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間（受付時間厳守） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　午後５時

8月27日（金）

8月3日（火）
9月7日（火）

9月17日（金）

月～金曜日

午後１時３０分～
　　１時４５分

午後１時１５分～１時３０分

午後１時１５分～
　　１時４５分

午後１時３０分～
　　３時３０分

全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙（事前に記入）
母子健康手帳
タオル、歯ブラシ、
バスタオル
※３歳児は
　事前に
配布する
アンケートと尿

乳幼児は
母子健康手帳
歯ブラシ

妊娠届出書

問診、計測、小児科診察、歯
科相談、家族計画・授乳・育
児相談、健康相談、離乳食
相談と試食

問診、計測、小児科診察、歯
科健診、歯科相談・希望者
にフッ素塗布、栄養相談と
手作りおやつの試食、健康
相談、心理発達相談

健康相談・栄養相談、介護相
談、血圧測定、育児相談、授
乳相談、むし歯予防相談など

母子健康手帳の交付・妊婦健
康診査受診票発行・健康相談

★９・１０か月児健診対象の方は健診を受ける前に「むし歯予防説明会」を聞いていただきます。

令和3年4月～5月生まれ

令和3年1月～2月生まれ

令和2年10月～11月生まれ

令和2年7月～8月生まれ

令和2年1月～2月生まれ

令和元年7月～8月生まれ

平成31年1月～2月生まれ

平成30年7月～8月生まれ

平成30年1月～2月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」
予約制

8月13日（金）
予約締切日
8月11日（水）

午後３時から
予約制

心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてく
ださい。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アルコール
依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気
をもつ本人又はその家族など

※１歳６か月児健診は個
別に時間指定しますので、
通知をご確認ください。

エイズ
性感染症検査

精神保健
福祉相談 

日にち 時間 検査内容 申込先担当

8月3・24日（火）

8月10日（火） 午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師
保健師

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

　  会場・問い合わせ　保健センター　☎８２－５４９０

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝
炎）・尿検査（クラミジア、淋菌）＊匿名で
受けられます

不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、その
他、さまざまなこころの悩みや病気もつ本人又はその家族など
こころの病気、こころの不調（不眠、不安等）のある人やその家
族からの相談

午後１時～２時
（予約制）

休止中です
富岡甘楽新型コロナ発熱外来設置中のため、発熱以外の休日
診療は下仁田厚生病院(☎82-3555)、または公立富岡総合病
院(☎63-2111)が対応します。ただし、公立富岡総合病院は時
間外選定療養費(3,300円税込)がかかります。
小児科の受診は、公立富岡総合病院休日の小児救急診療、ま
たは小児科病院群輪番制の当番病院での受診となります。

広
報しもにた

休日診療所 富岡市甘楽郡医師会
　夜間や休日にお子さんの病気への対応や応急処置などを電話で
相談できます。急な発熱、嘔吐、腹痛などで医療機関を受診すべきか
迷った時にお電話ください。保健師・看護師が相談に応じます。
◆電話番号　＃８０００
◆受付日時　月～土曜日：午後６時～翌朝午前８時
日曜日･祝祭日･年末年始：２４時間受付
問い合わせ　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５３４

＃８０００こども医療でんわ相談

『知って実践フレイル予防』

問い合わせ：福祉課　包括支援係　☎64-8804（直通）

●生活習慣病と上手につきあいフレイル予防

●【フレイル予防講座】　8月はお休みです。次回は9月実施予定です。

持病を悪化させない

①適切な治療を受ける ②薬の内服は決められた
　とおりに！！ ③運動の継続・社会参加

かかりつけ医・歯科医への
受診・相談

薬局への相談
・薬の飲み方やたくさんある
　薬の確認
・お薬手帳の活用

介護予防教室
地域での集まり
運動や趣味
ボランティア　など

夏は肌の露出が増え、蚊に刺されたりダニに咬まれたりすることが予測されます。中には、病原体を媒介
する蚊やダニもいますので、野外活動の際にはご注意ください。
●蚊に注意
・蚊がいそうな場所に行くときは、肌を露出せず、虫よけスプレーを使用しましょう。
・蚊の発生を減らすために幼虫が発生しそうな水たまりを除去・清掃をしましょう。
・下草を刈るなど、成虫が潜む場所をなくしましょう。
●ダニに注意
・長袖、長ズボン等を着用し、シャツの裾はズボンの中、ズボンの裾は靴下や長靴の中に入れましょう。ま
た、帽子、手袋を着用し、首にタオルを巻く等して、肌の露出を少なくしましょう。
・靴を履き、サンダルは避けましょう。
・明るい色の服を着ましょう。（マダニを目視で確認しやすくするため）
詳しい情報は、厚生労働省のホームページをご覧ください。検索「ジカ熱　厚労省」「デング熱　厚労省」
「ダニ媒介感染症　厚労省」
問い合わせ　保健課保健予防係　☎82-5490

蚊やダニから身を守りましょう

健康健康

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。
緊急時にご利用してください。
◆７月４日（日）小栁由里子先生（青葉クリニック）

診療時間　午前９時～正午
診療場所　公立富岡総合病院　救急室
問い合わせ　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院 休日の小児救急診療
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約３分間の健康講話が聞けます
月／冷房と婦人病疾患　　　　　火／味覚障害
水／正常分娩と帝王切開　　　　木／口唇ヘルペス
金／入れ歯と上手に付き合う法　土日／金属アレルギー(ピアス、ネックレス)
～直接相談タイム～直接医師が電話に出ます
◆４日（水）　歯科　午後７時半～９時
～Web健康相談～ http://www.raijin.com/kenko/
問い合わせ　群馬県保険医協会　☎０２７－２２０－１１２５

健康テレホン8月 ☎０２７－２３４－４９７０

「健康カレンダー（8月～9月）」

富岡保健福祉事務所　8月 会場　富岡合同庁舎

乳
児
健
診

幼
児
健
診

３、４か月児

６、７か月児

９、１０か月児

１ 歳 児

１歳６か月児

２ 歳 児

２歳６か月児

３ 歳 児

３歳６か月児

日にち 時間（受付時間厳守） 対象者 持ち物 内　容

妊娠がわかった人午前８時３０分～
　　午後５時

8月27日（金）

8月3日（火）
9月7日（火）

9月17日（金）

月～金曜日

午後１時３０分～
　　１時４５分

午後１時１５分～１時３０分

午後１時１５分～
　　１時４５分

午後１時３０分～
　　３時３０分

全住民

母子健康手帳
タオル
歯ブラシ

健診用紙（事前に記入）
母子健康手帳
タオル、歯ブラシ、
バスタオル
※３歳児は
　事前に
配布する
アンケートと尿

乳幼児は
母子健康手帳
歯ブラシ

妊娠届出書

問診、計測、小児科診察、歯
科相談、家族計画・授乳・育
児相談、健康相談、離乳食
相談と試食

問診、計測、小児科診察、歯
科健診、歯科相談・希望者
にフッ素塗布、栄養相談と
手作りおやつの試食、健康
相談、心理発達相談

健康相談・栄養相談、介護相
談、血圧測定、育児相談、授
乳相談、むし歯予防相談など

母子健康手帳の交付・妊婦健
康診査受診票発行・健康相談

★９・１０か月児健診対象の方は健診を受ける前に「むし歯予防説明会」を聞いていただきます。

令和3年4月～5月生まれ

令和3年1月～2月生まれ

令和2年10月～11月生まれ

令和2年7月～8月生まれ

令和2年1月～2月生まれ

令和元年7月～8月生まれ

平成31年1月～2月生まれ

平成30年7月～8月生まれ

平成30年1月～2月生まれ

定期健康相談
「ふれあい広場」

妊婦健康相談・
　　　妊娠届出

精神保健相談
「こころの相談」
予約制

8月13日（金）
予約締切日
8月11日（水）

午後３時から
予約制

心療内科医による個別相談
※事前に予約の電話をしてく
ださい。（☎８２－５４９０）

不安、不眠、認知症、アルコール
依存、ひきこもり、暴力、その他、
さまざまなこころの悩みや病気
をもつ本人又はその家族など

※１歳６か月児健診は個
別に時間指定しますので、
通知をご確認ください。

エイズ
性感染症検査

精神保健
福祉相談 

日にち 時間 検査内容 申込先担当

8月3・24日（火）

8月10日（火） 午後１時～３時
（予約制）

医師
臨床検査技師

精神科医師
保健師

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

富岡保健福祉
事務所　保健係
62-1541

　  会場・問い合わせ　保健センター　☎８２－５４９０

血液検査（HIV、梅毒、B型肝炎、C型肝
炎）・尿検査（クラミジア、淋菌）＊匿名で
受けられます

不安、不眠、認知症、アルコール依存、ひきこもり、暴力、その
他、さまざまなこころの悩みや病気もつ本人又はその家族など
こころの病気、こころの不調（不眠、不安等）のある人やその家
族からの相談

午後１時～２時
（予約制）

休止中です
富岡甘楽新型コロナ発熱外来設置中のため、発熱以外の休日
診療は下仁田厚生病院(☎82-3555)、または公立富岡総合病
院(☎63-2111)が対応します。ただし、公立富岡総合病院は時
間外選定療養費(3,300円税込)がかかります。
小児科の受診は、公立富岡総合病院休日の小児救急診療、ま
たは小児科病院群輪番制の当番病院での受診となります。

広
報しもにた

休日診療所 富岡市甘楽郡医師会
　夜間や休日にお子さんの病気への対応や応急処置などを電話で
相談できます。急な発熱、嘔吐、腹痛などで医療機関を受診すべきか
迷った時にお電話ください。保健師・看護師が相談に応じます。
◆電話番号　＃８０００
◆受付日時　月～土曜日：午後６時～翌朝午前８時
日曜日･祝祭日･年末年始：２４時間受付
問い合わせ　県庁医務課　☎０２７－２２６－２５３４

＃８０００こども医療でんわ相談

『知って実践フレイル予防』

問い合わせ：福祉課　包括支援係　☎64-8804（直通）

●生活習慣病と上手につきあいフレイル予防

●【フレイル予防講座】　8月はお休みです。次回は9月実施予定です。

持病を悪化させない

①適切な治療を受ける ②薬の内服は決められた
　とおりに！！ ③運動の継続・社会参加

かかりつけ医・歯科医への
受診・相談

薬局への相談
・薬の飲み方やたくさんある
　薬の確認
・お薬手帳の活用

介護予防教室
地域での集まり
運動や趣味
ボランティア　など

夏は肌の露出が増え、蚊に刺されたりダニに咬まれたりすることが予測されます。中には、病原体を媒介
する蚊やダニもいますので、野外活動の際にはご注意ください。
●蚊に注意
・蚊がいそうな場所に行くときは、肌を露出せず、虫よけスプレーを使用しましょう。
・蚊の発生を減らすために幼虫が発生しそうな水たまりを除去・清掃をしましょう。
・下草を刈るなど、成虫が潜む場所をなくしましょう。
●ダニに注意
・長袖、長ズボン等を着用し、シャツの裾はズボンの中、ズボンの裾は靴下や長靴の中に入れましょう。ま
た、帽子、手袋を着用し、首にタオルを巻く等して、肌の露出を少なくしましょう。
・靴を履き、サンダルは避けましょう。
・明るい色の服を着ましょう。（マダニを目視で確認しやすくするため）
詳しい情報は、厚生労働省のホームページをご覧ください。検索「ジカ熱　厚労省」「デング熱　厚労省」
「ダニ媒介感染症　厚労省」
問い合わせ　保健課保健予防係　☎82-5490

蚊やダニから身を守りましょう

健康健康

　富岡市甘楽郡医師会医師の協力で行っています。
緊急時にご利用してください。
◆７月４日（日）小栁由里子先生（青葉クリニック）

診療時間　午前９時～正午
診療場所　公立富岡総合病院　救急室
問い合わせ　☎６３－２１１１

公立富岡総合病院 休日の小児救急診療



広報しもにた8月号（第784号）  発行/下仁田町役場　〒370-2601 大字下仁田682
☎0274-82-2111 編集/総務課　印刷/荒瀬印刷（株）  毎月１回１日発行 町ホームページ http://www.town.shimonita.lg.jp/

お
忘
れ
の
納
税
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

未
納
が
あ
り
ま
し
た
ら
土
日
祝
祭

日
も
納
税
が
で
き
ま
す
。

日
直
者
が
対
応
し
ま
す
の
で
ご
利
用

く
だ
さ
い
。午
前
８
時
３０
分
〜
午
後

５
時
１５
分
ま
で

※
納
付
書
と
現
金
を
釣
り
銭
の
な
い

よ
う
に
ご
持
参
く
だ
さ
い
。納
税
の
お

忘
れ
に
ご
注
意
を
、口
座
の
確
認
も

お
忘
れ
な
く
！

8
月
28
日（
土
）・8
月
29
日（
日
）

町
税
等
の
納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
住
民
税
務
課
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

１０
日（
火
）・
１９
日（
木
）・
３０
日

（
月
）で
す
。

役
場
へ
提
出
さ
れ
た
請
求
書
等
に
よ

り
、順
次
支
払
い
ま
す
。

請
求
書
の
宛
名
は「
下
仁
田
町
長

（
○
○
課
）」で
お
願
い
し
ま
す
。

１０（
金
）・
１7
日（
金
）・
29
日（
水
）

の
予
定
で
す
。

町
県
民
税
２
期

国
民
健
康
保
険
税
２
期

介
護
保
険
料
２
期

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
２
期

納
期
限
は
８
月
３1
日（
火
）で
す

月
8

の
納
税

今
回
の
休
日
納
税
相
談
日

8
月
の
支
払
日

9
月
の
支
払
日

88 有
料
広
告

2021年 社会を明るくする運動
～スローガン～

「犯罪や非行を防止し、立ち直りを支える地域のチカラ」

人口
　男
　女
世帯

（　22）
（　 9）
（　13）
（　 9）

ー

ー

ー

ー

（　）内は前月比

6,855人
3,377人
3,478人
3,254世帯

転入  7人/  出生 2人
転出  21人/  死亡 10人

地　区
ご出産おめでとうございます

福 田　響 己 （翼・有希子）  馬　山

（保護者）出　生　児
ひびき

（7月1日現在）

（6月中）

下仁田町下仁田町

広
報 月
広
報しもにた

人と町を結ぶ情報紙人と町を結ぶ情報紙

２０２１年２０２１年 No784

月月

有
料
広
告

6月届出分〈敬称略・順不同〉

プライド・イン
安全安心まちづくり

　　　　　 
●新型コロナウイルスワクチンについて・・・・・・・・・・・P2～P3
●企業版ふるさと納税・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・P10～P11

トピックス

ご冥福をお祈りします
地区（届出人）死亡者

（由太郎）
（良　雄）
（速　雄）
（　渉　）
（一　夫）
（智　之）
（景　子）
（智　之）
（尚　吉）

吉　崎
下　町
東野牧
仲　町
東　町
旭　町
矢　川
旭　町
中　央

高橋　芳江　
金庭　ゆき江
松本　盈
新井　良雄
大野　けさ
園部　ヨシ子
神戸　勢津子
武田　壽雄
土屋　はない

有
料
広
告

ご利用の
お問合せ

下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303
下仁田町馬山2495-1
☎0274‐60‐3303

デイサービス 朝７時から夜８時まで年中無休で
利用可。延長も無料。

急なご利用にも対応します。
使用日数制限はありません。ショートステイ

ショートとデイが
年中無休で利用可

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートとデイが
とても便利に利用できます

ショートは予約なしで
急なご利用にも対応可

介護保険料は
安心の定額制

有
料
広
告

お食事・ご宿泊のご予約、お問い合わせ

☎0274-82-2216
〒370-2601　群馬県甘楽郡下仁田町大字下仁田359-2

猛暑は鰻を食べて
乗り切ろう！
猛暑は鰻を食べて
乗り切ろう！

1人前 3000円（税込）※漬物付き

テイクアウトOK!

商品券利用大歓迎！

店内でお食事の場合、
鰻重御膳￥3,500（漬物、肝吸い、水菓子付き）


